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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　岬みさきの塔とうへ







「僕ぼくの尊そん敬けいする人ひとは、僕ぼくのお父とうさんです。お父とうさんは市し役やく所しょの福ふく祉し課かというところで働はたらいています。福ふく祉し課かは、お年としよりや身体からだの不ふ自じ由ゆうな人ひとを中ちゅう心しんに、街まちの人ひとたちの幸しあわせを考かんがえる、とてもりっぱな仕し事ごとです……」

「僕ぼくの私わたしの尊そん敬けいする人ひと」というテーマで書かかれたこの作さく文ぶんが、条じょう北ほく小しょう学がっ校こうの校こう長ちょう賞しょうを受うけ、校こう内ない新しん聞ぶんに載のった。

　受じゅ賞しょう者しゃは五年ねん一組くみの陣じん内ない和かず人と、六年ねん三組くみの陣じん内ない龍神たつみの弟おとうとである。

　今朝けさのホームルームで、担たん任にんが校こう内ない新しん聞ぶんを配くばりながら、受じゅ賞しょう者しゃが龍神たつみの弟おとうとであることを告つげると、皆みなから拍はく手しゅがおこった。龍神たつみはちょっと笑わらいながら、ちょっと頭あたまを下さげた。

「すごいね、陣じん内ない君くん。君きみの弟おとうと、こないだスポーツセンターのテニスの試し合あいで、賞しょうとったとか言いってなかった？」

　後うしろからクラスメイトがつついてきた。

「小しょう学がく生せいの部ぶで準じゅん優ゆう勝しょうしたんだ」

「六年ねん生せいと試し合あいして？　すごいなあ！」

「ん、まぁね」

　龍神たつみは曖あい昧まいに笑わらう。




　授じゅ業ぎょうが終おわり、学がっ校こうを出でたところで、龍神たつみは和かず人とに呼よび止とめられた。

「兄にいさん！　龍神たつみ兄にいさん！」

　うれしそうに、元げん気きいっぱいに駆かけてくる和かず人と。和かず人とは龍神たつみと並ならぶと、照てれくさそうに笑わらった。

「校こう内ない新しん聞ぶん読よんでくれた？」

「うん。校こう長ちょう賞しょうおめでとう」

「えへへ」

　和かず人とは、いっそううれしそうに笑わらった。

「月げつ曜よう日びの朝ちょう礼れいで、みんなの前まえで賞しょう状じょうをもらうんだ。緊きん張ちょうしちゃうなあ」

　と、和かず人とははにかんだ。

「和かず兄にいちゃーん！」

　小しょう学がく三年ねん生せいの妹いもうと、晶あき子こが走はしって追おいついてきた。

「和かず兄にいちゃん、新しん聞ぶんに載のったね！　すごいね、すごいね！」

　妹いもうとにそう言いわれて、和かず人とはまたうれしそうに、照てれくさそうに笑わらった。




　家いえ路じをたどりながら、龍神たつみは、和かず人とと晶あき子こが楽たのしそうにおしゃべりするのをじっと聞きいている。ときおり、和かず人とが話はなし掛かけてくることに「ああ」とか「うん」とか相あい槌づちを打うつ。

　自じ宅たく近ちかくになると、顔かおなじみの人ひとたちとすれちがう。そのたびに「こんにちは」と第だい一いっ声せいを上あげるのは和かず人とだった。それに晶あき子こが続つづく。龍神たつみは黙だまって会え釈しゃくすることが多おおい。近きん所じょでは「陣じん内ないさん家ちのお子こさんたちは、礼れい儀ぎ正ただしくて本ほん当とうにいい子こだ」と評ひょう判ばんだ。




「おかえりなさい、お父とうさん！」

　陣じん内ない家けの主あるじ、功こうが帰かえってきた。子こどもたちはそろって出で迎むかえをする。功こうは、礼れい儀ぎとか道どう徳とくとかに大たい変へん厳きびしいからだ。でも、とてもやさしい人ひとだ。

「ただいま。お菓か子しをいただいたんで、おすそ分わけしてもらったぞ」

「わあ、シュークリーム！　ありがとう、お父とうさん！」

　晶あき子こがうれしそうにキッチンへ持もってゆき、母はは弘ひろ子こに報ほう告こくしている。

「良よかったわね、夕ゆうご飯はんの後あとにいただきましょうね」

「お父とうさん、見みて見みて！」

　和かず人とは、父ちちに校こう内ない新しん聞ぶんを広ひろげて見みせた。

「お！　このあいだ言いってたやつか。どれどれ……ほう！」

　功こうはうれしそうに目めを細ほそめると、和かず人との頭あたまをくしゃくしゃと撫なでた。

　夕ゆうご飯はんを家か族ぞくそろって囲かこみながら、今こん夜やの話わ題だいは、やはり和かず人との校こう長ちょう賞しょう受じゅ賞しょうのことだった。和かず人との話はなしで家か族ぞくみんなが楽たのしげに盛もり上あがる。晶あき子こなどは、和かず人とが自じ分ぶんの兄あにであることがどれだけ自じ慢まんか、とうとうと語かたった。和かず人とは照てれくさくて真まっ赤かになっていた。父ちちは微ほほ笑えましげに見み守まもった。母はははうれしそうだった。龍神たつみは、ただ笑わらっていた。

　一ひと息いきついてデザートのシュークリームが出だされたころ、功こうが言いった。

「これで気きをゆるめることのないようにな、和かず人と。これからもがんばれよ」

　功こうは、決けっして褒ほめっぱなしにしない。いつも最さい後ごには「気きをひきしめろ」と言いう。そして和かず人とも、言いわれた通とおり表ひょう情じょうを一いっ変ぺんさせる。

「はい。がんばります！」

　力ちから強づよい返へん事じをきいて、功こうは非ひ常じょうに満まん足ぞく気げだ。その横よこで、弘ひろ子こはほこらしげに息むす子こを見みつめている。晶あき子こも同おなじように、瞳ひとみをキラキラさせて兄あにを見みつめる。




　これが、陣じん内ない家けの人ひと々びとだった。




　龍神たつみは、このごろよくこうして夕ゆう食しょくの席せきで、自じ分ぶんと自じ分ぶんの家か族ぞくのことをしみじみと考かんがえてしまうことがある。特とくに今日きょうのような日ひは。




　父ちち功こうは頭あたまが良よく、テニスの選せん手しゅでもあった。そしてなによりも、家か庭てい内ないで「父ちち」の存そん在ざいが弱よわくなったといわれる今いま、陣じん内ない家けにおける父ちちの存そん在ざいは絶ぜつ大だいだったのだ。しっかりとした考かんがえを持もち、堂どう々どうと意い見けんを言いい、言いったことは必かならず実じっ行こうし、家か族ぞくみんなをグイグイ引ひっぱる父ちちは、たのもしく、かっこ良よく、子こどもたちにとっては憧あこがれの「大人おとな」だった。

　そこにピッタリと寄より添そうのが、母はは弘ひろ子こだ。美び人じんでやさしくて、いつでも夫おっとを支ささえ、子こどもたちを見み守まもり、陽ひだまりのような笑え顔がおを絶たやさない。

　そんな母ははを理り想そうの女じょ性せいとしているものの、晶あき子こは今いまはまだちょっと勝かち気きな、ちょっと生なま意い気き盛ざかりな女おんなの子こだ。スポーツ万ばん能のうで、いかにも意い志しの強つよそうな目め元もとが父ちちそっくりである。

　そして、和かず人と。陣じん内ない家けの、とびきりの自じ慢まんの子こども。

　頭あたまが良よくて、スポーツができて、かっこいい。身しん長ちょうだって龍神たつみより二センチも高たかい。

　もっと小ちいさいころ、病びょう気きばかりして、母ははをノイローゼ寸すん前ぜんにまで追おい込こんだ身体からだの弱よわかった龍神たつみに比くらべ、和かず人とは丈じょう夫ぶで元げん気きいっぱいの明あかるい子こだった。

　なにをやらせても、なんでもできた和かず人と。いつも褒ほめられてばかりの和かず人と。

　だから龍神たつみにとっても、和かず人とは自じ慢まんの弟おとうと。

　龍神たつみは、決けっして頭あたまが悪わるいわけでも運うん動どうができないわけでもない。成せい績せきはまあまあできる方ほうだし、運うん動どうは好すきじゃないけれど、そこそここなす。小ちいさいころに比くらべれば身体からだも丈じょう夫ぶになった。

　趣しゅ味みは読どく書しょで、性せい格かくは社しゃ交こう的てきではないが、友とも達だちもいるし暗くらいタイプじゃない。だが、その容よう姿しにも言げん動どうにも特とくに特とく徴ちょうがあるわけではなく、本ほん人にんも積せっ極きょく的てきに自じ己こを表ひょう現げんするでもなく、つらつらと日ひ々びを送おくっている。

　担たん任にんにしてみれば、いつも通つう知ち表ひょうになんて書かいていいのか悩なやんだあげく「おとなしくて大たい変へんいい子こです」と記しるす。龍神たつみの通つう知ち表ひょうは、毎まい回かい判はんで押おしたように同おなじだった。
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　不ふ満まんじゃない。不ふ満まんなんて、あるわけない。




　でも、なぜだろうと、龍神たつみはくり返かえしくり返かえし悩なやむ。

　なぜかこのごろ、家か族ぞくを見みていると感かんじるこの気き持もちはなんだろう。

　家か族ぞくといるときに感かんじるこの気き持もちはなんだろう。

　家か族ぞくといて楽たのしくないのはなぜだろう。

　スッキリしない。心こころのどこかがイガイガしている。心こころのどこかに、なにかが澱おりのように沈しずんでたまっている。

「……ううん。楽たのしくないっていうんじゃないんだ。そうじゃなくて……なんだろう。どう言いったらいいんだろう……」

　二つ並ならんだベッドの窓まど側がわ。カーテンのすき間まから漏もれる月つき明あかりを、龍神たつみは身体からだを起おこしてじっと見みつめていた。隣となりのベッドでは、和かず人とがすこやかな寝ね息いきをたてている。

　明日あしたは日にち曜よう日び。父ちちと和かず人とと晶あき子こは、またそろってテニスだろう。母ははは手しゅ芸げい教きょう室しつかお花はなだろう。龍神たつみは───







「じゃ、行いってきまーす」

「車くるまに充じゅう分ぶん注ちゅう意いするのよ、龍神たつみ」

　テニスをしに行いく父ちちと和かず人とと晶あき子こを見み送おくったあと、龍神たつみは自じ転てん車しゃに乗のって家いえを出でた。

　以い前ぜんは、龍神たつみも父ちちたちとスポーツセンターへ出でかけたが、もともと運うん動どうはあまり好すきではなかった。

　いつごろからか、五年ねん生せいの後こう半はんぐらいからだろうか。龍神たつみはちょくちょく、こうして一人ひとりで自じ転てん車しゃで出でかけてゆくようになった。家か族ぞくのみんなは「サイクリングをしている」と思おもっているようだからそうしておいた。

　そう。陣じん内ない家けの人ひと々びとは考かんがえもしないだろう。自じ転てん車しゃで、一人ひとりで、ただフラフラとあてもなく彷徨さまようなんてことは。「あてもなく」というところなんか特とくに。

　でも、龍神たつみは「あてもなく」自じ転てん車しゃを走はしらせることが好すきだった。知しらない道みちを走はしることが、知しらない町まち並なみを見みることが好すきだった。

　知しらない町まち角かどで自じ転てん車しゃをとめ、おばあちゃんが一人ひとりでやっている雑ざっ貨か店てんなんかでパンなどを買かって、公こう園えんとか、海かい岸がんの堤てい防ぼうの上うえとかに座すわって一ひと休やすみする。それがとても好すきだった。

　ときには道みちに迷まよって帰かえりが遅おそくなっても、それすらも楽たのしかった。そういうときの言いいわけは、いつも「走はしりすぎて一ひと休やすみしていたから」だ。こういう風ふうに言いえば、父ちちも母ははも、心しん配ぱいしつつも納なっ得とくした。

　寒さむい間あいだは少すこしひかえていたが、暖あたたかくなって、龍神たつみはまた「週しゅう一いちのサイクリング」を再さい開かいした。

「ひとっ走ぱしりして、心こころのモヤモヤを吹ふき飛とばそう」

　龍神たつみは町まちの外そとへ向むかって、勢いきおいよくペダルをこいだ。




　快かい晴せい。微び風ふう。かわいた空くう気きが気き持もちのいい「サイクリング日和びより」だった。

　このごろの龍神たつみには、お気きに入いりの場ば所しょがある。

　それは、自じ転てん車しゃで北きたへ一時じ間かんほど走はしった海かい岸がんだった。そこには、広こう大だいな磯いそが広ひろがっていた。

　国こく道どうから住じゅう宅たく街がいへ入はいり、その奥おくに小ちいさな山やまがあって、磯いそはさらにその向むこうだった。細ほそ々ぼそとした雑ぞう木き林ばやしの中なかの道みちを抜ぬけると、いきなり目めの前まえに広ひろ々びろと視し界かいが開ひらける。初はじめてこの景け色しきを見みて、龍神たつみはいっぺんに気きに入いってしまったのだ。

「天てん神じんの磯いそ」と呼よばれるその場ば所しょは、ナショナルトラスト運うん動どうによって保ほ護ごされているという、知しる人ひとぞ知しる有ゆう名めいな場ば所しょらしいのだが、自し然ぜん区く域いきとして保ほ護ごされているがゆえに、本ほん当とうになにもない、なんの手ても入いれられていない、ただただ広ひろいだけの磯いそだった。

　小ちいさな公こう衆しゅうトイレがポツンとあって、そこにこの場ば所しょの説せつ明めいなどが書かかれた看かん板ばんがあって、その横よこに自じ販はん機き一台だいがあるだけ。有ゆう名めいな場ば所しょであるにもかかわらず駐ちゅう車しゃ場じょうすらない。龍神たつみが初はじめてやって来きたときも、広こう大だいな眺ながめの中なかには磯いそと海うみと空そら以い外がいなにもなく、人ひともほとんどいなかった。釣つり人びとがぽつりぽつりといただけ。砂すな浜はまがないので海かい水すい浴よくができないのが、人ひとのいない最さい大だいの理り由ゆうだ。

　龍神たつみは思おもわず笑わらってしまった。そしてすっかり楽たのしくなってしまった。この広ひろい広ひろい気き持もちのいい場ば所しょを独ひとり占じめも同どう然ぜんなんて、なんて贅ぜい沢たくな気き分ぶんだろう。

　龍神たつみはこのなにもない磯いそを「あてもなく」歩あるき回まわった。潮しお風かぜに吹ふかれ、波なみの音おとを聞ききながら。そしてときおり潮しお溜だまりを覗のぞき込こんで、小ちいさな魚さかなやエビを見みつけたり蟹かにを追おったりした。岩いわの上うえに座すわり込こんで海うみを見みつめたまま、何なん時じ間かんも海うみ風かぜに吹ふかれるままにぼんやりすることもあった。こうしていると、自じ分ぶんの中なかのわけのわからないモヤモヤも、いくらかうすらぐ気きがした。




　初しょ夏かだった。




　いつものように龍神たつみは、お茶ちゃと弁べん当とうを仕し入いれて天てん神じんの磯いそへやって来きた。

　天てん気きがよく、陽ひ射ざしはさわやかだった。風かぜは乾かわいていて、広ひろい広ひろい磯いそはどこまでも透とう明めいな光ひかりであふれ、真まっ青さおな海うみと立たつ白しら波なみのコントラストがとても綺き麗れいだった。

　龍神たつみは、磯いその先さきの方ほうで釣つりをしている人ひと以い外がい誰だれもいない磯いそをぶらぶらと散さん歩ぽした。

　そして、ふと顔かおを上あげた先さきに、龍神たつみの目めにとまったものがあった。

　天てん神じんの磯いその北きたの端はしに崖がけがある。その先さきに塔とうのような建たて物ものがあった。

「……灯とう台だい……は、こっちにあるよな」

　龍神たつみは振ふり返かえった。灯とう台だいは磯いそのちょっと沖おきに立たっている。龍神たつみはもう一いち度ど、崖がけの上うえの建たて物ものを見みた。遠とおくてよく見みえない。木きに半はん分ぶん隠かくれているし。

「…………」

　突とつ然ぜん、龍神たつみはその建たて物ものをもっとよく見みたいと思おもった。

　自じ転てん車しゃに飛とび乗のると、もと来きた山やま道みちをもどり、住じゅう宅たく街がいへ入はいると北ほく上じょうした。

　すると、「マーメイドタウン天てん神じん」という看かん板ばんが見みえた。どうやら別べっ荘そう地ちの看かん板ばんらしい。風ふう光こう明めい媚びなこのあたりは別べっ荘そう地ちが多おおい。これもその一つなのだろう。看かん板ばんには海うみ側がわへ入はいる矢や印じるしがあった。龍神たつみはそれに沿そって、マーメイドタウンの中なかへ入はいっていった。

　マーメイドタウン天てん神じんは、住じゅう宅たく街がいの奥おくにあった。普ふ通つうの家いえ々いえが並ならぶ道みちを入はいっていくと、森もりの方ほうへそれる道みちがあり、そこは石いし畳だたみが敷しかれて、人にん魚ぎょの像ぞうが立たっていた。

　石いし畳だたみの道みちをゆくと、いかにも別べっ荘そうという、ちょっとおしゃれな家いえ々いえが見みえてきた。その区く画かくはすべて石いし畳だたみが敷しきつめられ、街がい灯とうのデザインもヨーロッパ風ふうで、なんだか日に本ほんじゃないような、エキゾチックな風ふう景けいだった。

　しかし、町まち全ぜん体たいはひっそりと静しずかだ。まだオフシーズンの今いまは、別べっ荘そうを使つかっている人ひとも少すくないのだろう。石いし畳だたみの上うえにも、落おち葉ばがたくさん散ちらばっている。通とおりを歩あるく人ひとの姿すがたもない。龍神たつみは、ちょっと薄うす気き味み悪わるく思おもいつつ、さらに奥おくへと自じ転てん車しゃを走はしらせた。




　別べっ荘そう地ちの石いし畳だたみがとぎれた。雑ぞう木き林ばやしの中なかに、ズラリと並ならんだ鉄てつの槍やりが見みえた。鉄てっ柵さくだった。

　龍神たつみは自じ転てん車しゃを置おき、鉄てっ柵さくの前まえに立たった。高たかさ四、五メートルはあるだろうか。蔦つたが絡からまった鉄てつの槍やりは、空くう間かんさえもさえぎるようにビッシリと並ならんで立たっていた。

　アーチ形がたの門もんがあった。複ふく雑ざつなデザインのアイアンワークが美うつくしい。しかし、そこには鎖くさりが絡からまり、大おおきな南ナン京キン錠じょうがかけられ、「私し有ゆう地ち　立たち入いり禁きん止し」の札ふだが下さがっていた。その向むこう。ぼうぼうと繁しげった雑ざっ草そうと木き々ぎの間あいだに、なにかの建たて物ものが見みえる。黒こく灰かい色しょくの石いし造づくりの壁かべだった。

　明あかるい光ひかりが幾いく重えにも差さし込こんでいた。静しずかな静しずかな雑ぞう木き林ばやしの中なか、小こ鳥とりの声こえと、波なみの音おとと、風かぜの音おとしか聞きこえなかった。

　中なかへは入はいれないとわかっても、龍神たつみはその場ばを離はなれがたく、ぼんやりとたたずんでいた。この空くう間かんの、どこか日にち常じょうと切きり離はなされたようなところに惹ひきつけられていた。
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「来きたぜ」

「……ホ。とうとう来きたか」







　ガチャン！　突とつ然ぜん大おおきな音おとがして、龍神たつみは飛とび上あがった。

　見みると、門もんにかかっていた南ナン京キン錠じょうが外はずれて落おちていた。

「あれ？　外はずれちゃった。壊こわれてたのかな？」

　南ナン京キン錠じょうのなくなった門もんに手てをかけてみる。重おもかった。もう少すこし力ちからを込こめて押おしてみる。

　ジャラジャラと大おおきな音おとをたてて、門もんから鎖くさりがすべり落おちた。と同どう時じに、門もんがギィ──ッと、きしみながら開ひらいた。鳥とりたちが驚おどろいて飛とび立たってゆく。

　全ぜん開かいになった扉とびらは、まるで入はいってこいと言いっているようだった。

「…………」

　一いっ歩ぽ、門もんの内うち側がわへ足あしを踏ふみ入いれる。雑ざっ草そうの間あいだからピョンピョンと虫むしがはねた。

　もう一いっ歩ぽ。胸むねがドキドキした。

　さく。さく。ゆっくりと草くさを分わけて進すすむ。

　梢こずえのアーチをくぐると、そこには黒くろい塔とうが建たっていた。

「うわあ……!!」

　龍神たつみの胸むねが、いっそう高たか鳴なった。

　それは、岬みさきに建たつ塔とうだった。外がい国こくの絵え本ほんか写しゃ真しんで見みたような、魔ま女じょや幽ゆう霊れいが住すんでいそうな、古ふるい、陰いん鬱うつな建たて物もの。背はい後ごに初しょ夏かの海うみがきらめいていても、黒くろ々ぐろとそびえたつその姿すがたは、禍まが々まがしいオーラを発はっしているように見みえた。

「うわあ、なんか……魔ま法ほうの本ほんに出でてくる建たて物ものみたいだ～！」

　龍神たつみは、怖こわいような楽たのしいような、とにかくとても興こう奮ふんしてしまった。

　蔦つたにおおわれた黒こく灰かい色しょくの石いしの壁かべ。玄げん関かんは、大おおきな鉄てつの扉とびら。その上うえには、妖よう怪かいのような石せき像ぞうが、玄げん関かんをのぞき込こむように据すえられている。

　そして、窓まど！　場ば所しょも不ふ規き則そくで大おおきさもバラバラで、デザインも一つ一つ全ぜん部ぶ違ちがう窓まど。ステンドグラスだったり、アイアンワークをはめこんであったり、鎧よろい戸どが下おろされていたり、円えん型けいだったり細ほそ長ながかったり、和わ風ふうだったり洋よう風ふうだったり。龍神たつみはすっかり楽たのしくなった。

　窓まどを見みながら壁かべに沿そって回まわり込こんでゆくと、海うみに面めんした庭にわがあった。

「わ……き、綺き麗れいだ！」

　梔子くちなしが満まん開かいだった。

　その純じゅん白ぱくを映うつして、庭にわには池いけがあった。どうやら湧わき水みずらしく、透すき通とおった水みな底そこからは泡あわがぷくぷく立たち昇のぼっている。蓮はすの葉は陰かげには、金きん魚ぎょらしき赤あかい魚さかながゆらめいていた。蓮はすの花はなが咲さいたらさぞかし美うつくしいだろう。

　庭にわはさまざまな木き々ぎに丸まるくかこまれ、木きの間あいだからは海うみが見みえた。草くさ花ばなの中なかには天てん使しや馬うまの像ぞうが点てん々てんと立たっていた。黒くろく禍まが々まがしい塔とうに比くらべ、この庭にわのなんて綺き麗れいで別べっ世せ界かいなことだろう。まさに、普ふ通つうの世せ界かいからまったく切きり離はなされたような空くう間かん。龍神たつみは池いけの側そばでうっとりとした。
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　その庭にわに面めんした塔とうの壁かべは黒こく灰かい色しょくの石いしではなく、透とう明めいなガラスのようなものでできていた。塔とうの内ない部ぶへ光ひかりをとりいれるためだろう。しかし、石いしは汚よごれていて中なかは見みえなかった。

　龍神たつみは、池いけのほとりに腰こしを下おろした。

　海うみからは波なみの音おと。森もりからは鳥とりの声こえ。頭ず上じょうには青あお空ぞら。梔子くちなしがあでやかに、でもひっそりと咲さいている。誰だれにも見みられることもなく。ただ自じ分ぶんの姿すがたを水面みなもに映うつして。

　目めを閉とじると、池いけの底そこから水みずの湧わく、ささやくような水みず音おとが聞きこえた。龍神たつみは、なんだか身体からだ中じゅうがどんどん透とう明めいになるような気きがした。

　今いまここに。自じ分ぶんだけ。小ちいさな、静しずかな小しょう宇う宙ちゅうの中なかで、ひざを抱かかえて丸まるくなっている。ずっとこうしていたい気き持もちだった。

　塔とうをかこんだ木き々ぎが風かぜをさえぎってくれるおかげで、秘ひ密みつの庭にわはとてもおだやかだった。龍神たつみは梔子くちなしの甘あまい香かおりに包つつまれて、花はな見みをしながら弁べん当とうを食たべた。なんだかとても贅ぜい沢たくな気き分ぶんだった。

「いったい、どういう建たて物ものなんだろうなあ、ここ……」

　見み上あげた塔とうの窓まど辺べに、チラリと人ひと影かげが動うごいたように見みえた。龍神たつみは、ドキッとした。

　見み間ま違ちがいとは思おもうが、そういえば立たち入いり禁きん止しの場ば所しょに勝かっ手てに入はいっていることだし、立たち去さり難がたい気きはするけど、今日きょうはもう帰かえることにした。

　門もんを閉しめると、その瞬しゅん間かんにこちら側がわとあちら側がわに空くう間かんが分わかれた感かんじがした。あの美うつくしい庭にわがあることが噓うそのように、門もんから見みる塔とうは黒くろく、暗くらく、こちら側がわの一いっ切さいを拒きょ絶ぜつしているようだった。

　住じゅう宅たく街がいまでもどってくると、ようやく人ひと通どおりが見みられた。小ちいさな雑ざっ貨か店てんがあったので、龍神たつみはお菓か子しを買かうついでに、そこのおばちゃんに訊たずねてみた。

「岬みさきに塔とうが建たってますよね。あれは灯とう台だいですか？」

　おばちゃんは最さい初しょきょとんとしていたが、ああとうなずいた。

「昔むかしの灯とう台だいとか、あれも誰だれかの別べっ荘そうだったとかって聞きいたわ。ここにマーメイドタウンができるずっとずっと前まえからあったものらしいわよ。でも、もうそのころから使つかってなかったみたい」

　やっぱり空あき家やなんだと、龍神たつみは思おもった。このあたりが住じゅう宅たく地ちとして開かい発はつされたのは最さい近きんとはいえ、誰だれもなにも知しらない昔むかしから、あの塔とうはあったのだ。おばちゃんは、それからちょっと声こえをひそめた。

「なんだか気き味みが悪わるい建たて物ものでしょう？　噓うそかホントかわからないけど、そういう噂うわさもいっぱいあんのよ」

「……オバケとか？」

　おばちゃんは無む言ごんで、激はげしくうなずいた。

「近きん所じょにそんな場ば所しょがあるなんて迷めい惑わくだわあ」

　いかにもそんな噂うわさがたつような建たて物ものではある。

　でも龍神たつみは、また来きたいと思おもった。来らい週しゅうの日にち曜よう日びにまた来こようと思おもった。そうして間まもなく、学がっ校こうは夏なつ休やすみになる。来こようと思おもえば毎まい日にちだって来こられるのだ。

　お化ばけの話はなしもファンタジーの話はなしにも、そんなに興きょう味みはないはずなのに、あの塔とうの持もつ「異い世せ界かい」な感かんじが、ひどく自じ分ぶんを惹ひきつける。龍神たつみは、とても不ふ思し議ぎな気き分ぶんだった。




　翌よく週しゅうの日にち曜よう日びはしかし、朝あさ早はやくから冷つめたい雨あめが降ふった。

　龍神たつみはガッカリした。いくらなんでもこんな雨あめの中なか、一時じ間かんも自じ転てん車しゃを走はしらせるわけにはいかない。今こん週しゅうの天てん神じんの磯いそ行いきは、あきらめざるをえなかった。

　その日ひは、母はは弘ひろ子こと晶あき子こはそろって買かい物ものに出でかけ、和かず人とも友とも達だちの家いえへ呼よばれて行いったので、家いえには龍神たつみと父ちちだけだった。午ご前ぜん中ちゅう、二人ふたりは本ほんなど読よんで静しずかに過すごした。

　昼ちゅう食しょくは近きん所じょの洋よう食しょく屋やで食たべようということになり、龍神たつみは久ひさしぶりに、父ちち功こうと二人ふたりきりで食しょく事じをすることになった。ちょっと緊きん張ちょうする。いつもは話はなし上じょう手ずの和かず人とが食しょく卓たくの雰ふん囲い気きを和やわらげ、盛もり上あげてくれるのだが、自じ分ぶん一人ひとりではきっと間まがもたないぞと、龍神たつみは顔かおをしかめた。

「せめて晶あき子こがいればなあ」

　龍神たつみの予よ想そう通どおり、功こうと龍神たつみの会かい話わは一いっ進しん一いっ退たい状じょう態たいだった。

「毎まい週しゅう毎まい週しゅう、よく続つづくな。サイクリングは楽たのしいか？」

「う、うん」

　スポーツとしてサイクリングをしていると噓うそをついている龍神たつみは、あとの話はなしが続つづかない。

「小ちいさいころは病びょう気きばっかりしてたけど、丈じょう夫ぶになって良よかったよ」

「うん」

　自じ分ぶんの身体からだが弱よわかったことで、両りょう親しんに、とりわけ母ははに大たい変へんな負ふ担たんをかけたことを申もうし訳わけなく思おもっている龍神たつみは、この話わ題だいにも話はなしが続つづかない。

「今いま、なんの本ほんを読よんでいるんだ？」

「あ、『ハリー・ポッター』……あ」

「……ああ、うん。そうか」

　今こん度どは功こうの方ほうの話はなしが続つづかない。龍神たつみは「しまった」と思おもった。

　功こうは、非ひ科か学がく的てきなことが大だい嫌きらいだった。魔ま法ほうや超ちょう能のう力りょく、幽ゆう霊れいや妖よう怪かい、ＵＦＯもダメだ。そのてのテレビ番ばん組ぐみは、子こどもたちには一いっ切さい見みさせない。そんな本ほんを読よむことも許ゆるさない。ただ、文ぶん学がくとして認みとめられているファンタジー小しょう説せつや童どう話わなどは別べつらしい。黙もく認にんはするが「どこがおもしろいんだ、そんなもの」という表ひょう情じょうを隠かくせないでいる。だから子こどもたちも、自し然ぜんとそのての本ほんは読よまない傾けい向こうにある。龍神たつみが『ハリー・ポッター』という魔ま法ほうものを読よんでいるのは、たまたま友とも達だちが貸かしてくれたからだった。

　龍神たつみは話はなしを変かえようと思おもったが、気きばかりあせって良よさそうな話わ題だいはいっこうに浮うかばなかった。そもそも功こうの前まえでは、龍神たつみはいつもなにを話はなしていいかわからなくなるのだ。功こうが好すきそうな話はなしをしようと、功こうと笑わらって会かい話わをしようとすればするほど、龍神たつみの頭あたまの中なかは真まっ白しろになってしまう。

「こんなとき、和かず人となら……」

　そう考かんがえそうになるのを、龍神たつみは懸けん命めいに振ふりはらった。

　店みせを出でると、雨あめはすっかり上あがっていた。空くう気きが温ぬるい。今いまごろなんだよと、龍神たつみは気きまぐれな天てん気きを心しん底そこ恨うらんだ。

　家いえに向むかって歩あるきながら、功こうは澄すみ切きった青あお空ぞらを見みていた。龍神たつみはその後あとをトボトボと歩あるいていた。

「龍神たつみ。ドライブに行いこうか」

　振ふりむいた功こうが、突とつ然ぜんこう言いった。

「えっ？」

「こんなにいい天てん気きになったんだ。家いえにこもってたら、もったいないだろ」

　功こうは両りょう手てを広ひろげて天てんをあおいだ。光ひかりを身体からだいっぱい浴あびて立たつ向日葵ひまわりのようだなあと、龍神たつみは思おもった。

「な、龍神たつみ！」

「ん、うん。そうだね」

　こうして思おもいもかけず、龍神たつみと功こうはドライブに出でかけることになったのだ。




　雨あめ上あがりの空くう気きはどこまでも透とう明めいで、さわやかだった。

　街まち中じゅうが綺き麗れいに洗あらい流ながされてキラキラしている。車くるまの中なかを駆かけ抜ぬける風かぜが気き持もちよかった。龍神たつみは楽たのしくなってきた。

「お父とうさん、どこへ行いくの？」

「う～ん、そうだなあ……」

　考かんがえ中ちゅうの功こうの表ひょう情じょうが、ふっと変かわった。龍神たつみが、おや？　と思おもうほど。それから功こうは、つぶやくように言いった。

「…………そうだ。あそこへ行いってみるか……」

「？」

　そのときの功こうにしてみれば、ただの思おもいつきだったのかもしれない。しかし、これが龍神たつみの運うん命めいを大おおきく変かえる瞬しゅん間かんだったのだ。




　龍神たつみを乗のせた車くるまが、国こく道どうを北ほく上じょうしてゆく。

　流ながれ去さる窓まどの景け色しきを見みていた龍神たつみだが、途と中ちゅうから思おもわず身みを乗のり出だしてしまった。

「あれ？　あれ？　この道みちって……」

　龍神たつみにとって、あまりにも見み覚おぼえのある道みちを、見み覚おぼえのある景け色しきの中なかを、車くるまは突つき進すすんでゆく。

（そうか……天てん神じんの磯いそへ行いくんだ！）

　そう考かんがえて納なっ得とくがいった。そりゃあ本ほん当とうになにもないけれど、こんな初しょ夏かの日ひにぶらぶら散さん歩ぽするにはもってこいの場ば所しょだ。功こうは、まさかその場ば所しょに、小しょう学がく六年ねん生せいが一時じ間かんもかけて毎まい週しゅうのように通かよっているだなんて思おもいもよらないだろう。

（初はじめて来きたフリをしなくちゃ！）

　と、龍神たつみは気きを引ひきしめた。こんな所ところまで来きていることがばれたら心しん配ぱいをかけるし、サイクリングそのものを禁きん止しされかねない。

　しかし、そんな龍神たつみの予よ想そうを裏うら切ぎって、車くるまは天てん神じんの磯いそへの入いり口ぐちを素す通どおりした。そればかりか、功こうの目め指ざす目もく的てき地ちは、龍神たつみの予よ想そうをはるかに超こえた場ば所しょだった。

　車くるまは、マーメイドタウン天てん神じんへと入はいっていったのだ。

　龍神たつみは衝しょう撃げきを受うけた。

「なぜ？　……なんで？　なんでなんで？　なんでお父とうさんがここに来くるの??」

　車くるまは、あの岬みさきの、あの黒くろい塔とうの門もんの前まえで止とまった。




　門もんの前まえに、龍神たつみと功こうがならんで立たった。

「…………」

　龍神たつみの頭あたまの中なかは真まっ白しろで、どういうリアクションをしていいやらさっぱりわからない。

　呆ぼう然ぜんと功こうの方ほうを見み上あげると、功こうは龍神たつみの、その目めが点てんになっている顔かおを見みて、プッと笑わらった。

「どうだ？　お化ばけ屋や敷しきみたいだろう!?」

　龍神たつみは無む言ごんでコクコクうなずくしかなかった。

　岬みさきの塔とうは、木き々ぎの向むこうに相あい変かわらず黒くろ々ぐろとたたずんでいた。午ご前ぜん中ちゅうの雨あめがあたりの空くう気きをしっとりと湿しめらせて、周しゅう辺へんはいつもよりも静しずかな感かんじがした。幾いく重えにもさし込こむ木こ漏もれ日びもキラキラと輝かがやいている。

　功こうは、その様よう子すをじっと見みつめていた。なんだか複ふく雑ざつな表ひょう情じょうだ。龍神たつみは思おもいきって訊きいてみた。

「これは……なんなの、お父とうさん？」

　功こうは、塔とうを見みつめたまま答こたえた。

「これは、お父とうさんのお父とうさん、つまり龍神たつみのおじいちゃんが住すんでいた家いえだ」

　思おもいもかけない答こたえに、龍神たつみは絶ぜっ句くした。

「おじいちゃん!?　おじいちゃんの……家いえ!?」

「秀しゅう士じ郎ろうおじいちゃんは、龍神たつみが生うまれる前まえに亡なくなったけどな」

　龍神たつみにとっての祖そ父ふ母ぼといえば、母はは弘ひろ子この里さとの祖そ父ふ母ぼだった。父ちち功こうの方ほうにも祖そ父ふ母ぼがいるのは当あたり前まえだが、それを意い識しきしたことは一いち度どもなかった。そういえば、家いえには仏ぶつ壇だんがあるけども、功こうがその前まえに座すわっているのを見みたことはなかった。龍神たつみたちが仏ぶつ壇だんを拝おがめと言いわれたこともなかった。だから、すっかり忘わすれていたのだ。

「おじいちゃんの家いえ……」

　龍神たつみは一いっ歩ぽ踏ふみ出だした。そのときハッと気きがついた。先せん週しゅう、壊こわれて落おちたはずの南ナン京キン錠じょうが、今いま見みるとちゃんと門もんについていた。何なん重じゅうにも巻まかれた鎖くさりをとめて。

　一いっ瞬しゅん、龍神たつみは胸むねがすごくドキドキしたが、なんのことはない。管かん理り人にんがいるのだ。その人ひとが直なおしたのだろう。

「この家いえはな、おじいちゃんが友とも達だちと協きょう力りょくして、自じ分ぶんたちで造つくったものなんだ」

「ええっ、ホント!?　すごいや!!」

　龍神たつみの胸むねがまたドキドキした。門もんにかじりついて、あらためて塔とうを見みつめる。

　龍神たつみが偶ぐう然ぜん見みつけた不ふ思し議ぎな塔とうは、自じ分ぶんの祖そ父ふが住すんでいた家いえだった。祖そ父ふが自じ力りきで建たてた家いえだった。

　言こと葉ばでは言いい表あらわせないなにかが、龍神たつみの胸むねいっぱいに広ひろがってゆく。頭あたまが真まっ白しろになる気き持もちがする。

　とても立りっ派ぱな大人おとなでかっこいい男おとこだけれど、本ほん当とうにごく普ふ通つうの人ひとと思おもっていた父ちちに、こんな変かわった秘ひ密みつがあったなんて！　そして、今いまの今いままで、父ちちが一ひと言ことも口くちにしなかった祖そ父ふ。「陣じん内ない秀しゅう士じ郎ろう」とは、いったい……？

「いったい……どんな人ひとだったんだ？」

　龍神たつみは、胸むねが高たか鳴なる思おもいがした。

　友ゆう人じんたちと力ちからを合あわせ、自じ分ぶんたちの家いえを丸まるごと一つ造つくってしまうなんて。しかもこんな変かわった家いえを。それは、おだやかで単たん調ちょうな生せい活かつを送おくっている龍神たつみには、信しんじられない行こう動どうだった。

　龍神たつみは、この不ふ思し議ぎな塔とうと祖そ父ふ秀しゅう士じ郎ろうについて、とても、とても知しりたくなった。この塔とうと、祖そ父ふの存そん在ざいが結むすびついた瞬しゅん間かんから、とても強つよいなにかが、それまでの自じ分ぶんとはまったくちがうなにかが、龍神たつみの中なかに生うまれた。そんな感かんじだった。

　功こうは、じっと塔とうを見みつめたままだった。
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「こんなすごいこと、どうして今いままで教おしえてくれなかったの？」

　龍神たつみがそう問とうと、功こうは少すこし口くちごもった。

「お父とうさんとおじいちゃんは、あまり仲なか良よくなかったんだ」

「ケンカしたの？」

「まあね」

　初はじめて見みる父ちちの顔かおが、そこにあった。いつも堂どう々どうとしていてかっこよくて、自じ分ぶんの道みちを大おお股またでさっそうと歩あるく父ちちが、なんだかとても困こまっている。どうしていいかわからない顔かおをしている。龍神たつみは「おじいちゃんのことは、訊きいたらいけないことなんだ」とすぐにわかった。

（お父とうさんはおじいちゃんとケンカして、きっと仲なか直なおりしないままおじいちゃんが死しんじゃったんだ。お父とうさんはそのことを後こう悔かいしてるんだ）

　龍神たつみはそう思おもった。だがそれはそれで置おいておいて、龍神たつみは、この塔とうと祖そ父ふ秀しゅう士じ郎ろうのことが知しりたくて知しりたくてたまらなかった。

「そうだ！　お母かあさんにこっそり訊きいてみよう」

　龍神たつみと功こうは、しばらく門もんの前まえにいたが、中なかに入はいれないのでそこを後あとにした。

「鍵かぎをなくしちゃってなあ」

　と、さして残ざん念ねんそうでもなく、功こうは言いった。




　天てん神じんの磯いそへもどり、磯いそから岬みさきの塔とうを眺ながめる。

「お父とうさんが住すんでたころは、あのあたりは本ほん当とうになにもなくて森もりばっかりで、学がっ校こうへ行いくにも買かい物ものに行いくにも苦く労ろうしたもんだ」

　思おもい出でをたぐるように、功こうは話はなした。

「塔とうの岬みさき側がわに庭にわがあって、湧わき水みずが湧わいてるんだ。縁えん日にちですくってきた金きん魚ぎょを放はなしたっけ……。庭にわには梅うめやら桜さくらやら桃ももやら、いろんな木きが植うえられててな、林りん檎ごもあったよ。秋あきになるとでかい実みがなった。小こ鳥とりがたくさん来きてなあ」

　ぽつりぽつりと話はなす父ちちの思おもい出での中なかに、秀しゅう士じ郎ろうの話はなしは出でなかった。思おもい出で話ばなしそのものは楽たのしそうなのに、それを話はなす功こうの表ひょう情じょうはさえなかった。

「龍神たつみ」

　功こうは立たち止どまり、龍神たつみと向むき合あった。

「あの塔とうのことは、和かず人とと晶あき子こには内ない緒しょだぞ。お父とうさんと龍神たつみだけの秘ひ密みつだ」

　功こうの表ひょう情じょうには「後こう悔かい」が見みてとれた。「やはり来くるべきではなかった」と思おもっているようだ。龍神たつみは、こっくりとうなずいた。




　家か族ぞくが帰かえってくる前まえになんとか家いえにもどれた龍神たつみと功こうは、その日ひはどこへも出でかけなかったことにした。

　しかしあくる日ひ、龍神たつみは母ははにこっそり事じ情じょうを話はなして、秀しゅう士じ郎ろうのことを訊たずねてみた。

「秀しゅう士じ郎ろうおじいちゃんはね、彫ちょう刻こく家かだったの」

「彫ちょう刻こく家か？　銅どう像ぞうとかを作つくる人ひと？」

「まあ、銅どう像ぞうだけじゃないけど……。おじいちゃんは、銅どう像ぞうよりもオブジェとかモニュメントが得とく意いな方かただったわね。日に本ほんよりも外がい国こくで、とても人にん気きのある芸げい術じゅつ家かだったのよ。あの塔とうはおじいちゃんが芸げい術じゅつ家かの仲なか間まの人ひとたちと共きょう同どうで建たてて、そこでみんなで暮くらしていたんですって」

　功こうが、祖そ父ふの話はなしも祖そ母ぼの話はなしもまったくしないので、仏ぶつ壇だんがあるにもかかわらず、龍神たつみは祖そ父ふ母ぼの存そん在ざいを忘わすれていた。弘ひろ子こも、秀しゅう士じ郎ろうに会あったのは病びょう院いんで亡なくなったときだったという。秀しゅう士じ郎ろうが生いきている間あいだも、この家いえとあの塔とうはまったく切きり離はなされていたのだ。

　弘ひろ子この話はなしによると、秀しゅう士じ郎ろうは変かわり者もので、人ひと嫌ぎらいで、仲なか間ま以い外がいの人ひととは一いっ切さい付つき合あわなかったとか、芸げい術じゅつ関かん係けいのえらい人ひとたちのパーティに乱らん入にゅうして、全ぜん員いんにペンキをぶっかけたとか、ある富ふ豪ごうの庭にわに飾かざるオブジェをたのまれて、できあがった彫ちょう刻こくは「ばか」という文も字じだったとか、とにもかくにも、そんなハチャメチャな話はなしが山やまほどあるらしいのだ。

「なるほど。お父とうさんとケンカするわけだ」

　と、龍神たつみは納なっ得とくしてしまった。

　真面目まじめ一いっ直ちょく線せんで、規き律りつや上じょう下げ関かん係けいに固かたく、地じ道みちに、堅けん実じつに生いきることを尊とうとぶ功こうとは、まったく正せい反はん対たいなのだ、秀しゅう士じ郎ろうという人ひとは。でも、そんな祖そ父ふのことをあれこれ考かんがえていると、龍神たつみはとても愉ゆ快かいな気き分ぶんになった。




　そして、次つぎの日にち曜よう日び。龍神たつみはそれっとばかりに自じ転てん車しゃで家いえを飛とび出だしていった。

　あの塔とうの敷しき地ちへはもう入はいれないかもしれないが、それでも行いってみたかった。「秀しゅう士じ郎ろうおじいちゃんの家いえ」へ。







　　　　おじいちゃんと魔ま法ほうの塔とう







　岬みさきの塔とうは、木こ漏もれ陽びの中なかに今日きょうも静しずかにたたずんでいた。




　門もんの前まえに立たつ。今いままでとは違ちがった感かん慨がいが、龍神たつみの胸むねに迫せまる感かんじがした。

「はじめましておじいちゃん、龍神たつみです……」

　すると、

　ギ、ギィイイ───ッ！

　ひときわ大おおきな音おとをたて、龍神たつみの目めの前まえで門もんが開ひらいた。

「うわ!?」

　龍神たつみはびっくりして飛とびのいた。

「あ、あれ？」

　確たしか門もんは鎖くさりと南ナン京キン錠じょうで封ふう印いんされていたはずだと思おもったのだが、今いま見みると門もんには鎖くさりも鍵かぎもついていなかった。

「あれ？　変へんだな……？　あ、ひょっとして管かん理り人にんさんが来きてるのかも！」

　合ごう理り的てきな解かい釈しゃくをして納なっ得とくすると、龍神たつみは門もんの中なかへと入はいっていった。

　玄げん関かんは開あいていなかったので、庭にわへ回まわってみる。花はなの香かおりがただよった。秘ひ密みつの庭にわは、この前まえよりもずっと多おおくの花はな々ばなに彩いろどられていた。ひときわ美うつくしく咲さき乱みだれているのは、燃もえるような赤あかい石榴ざくろだった。

「ああ、やっぱり綺き麗れいだ……！」

　花はなたちの美うつくしさに、龍神たつみは心こころ打うたれた。花はなを見みてこんなに感かん激げきするのも初はじめてだった。




　その景け色しきの中なかに、人ひとがいた。




　龍神たつみは、ドキリとした。それは、若わかい男おとこだった。池いけのほとりの楡にれの木きの下したに座すわり、分ぶ厚あつい本ほんを読よんでいる。頭あたまに巻まいた真まっ赤かなバンダナから、黒くろ髪かみが肩かたまでたれている。そして、その男おとこは袴はかま姿すがただった。バンダナ頭あたまに袴はかまに緋ひ色いろのたすきがけ、しかも裸足はだしという、なんとも変かわったかっこうをしている。

「管かん理り人にんさん……じゃない？」

　龍神たつみは、どうしようか迷まよった。もしかして不ふ法ほう侵しん入にゅう者しゃかもしれない。自じ分ぶんもそうであることは置おいておいて。

「お兄にいちゃん……誰だれっ？」

　龍神たつみは、思おもい切きって声こえをかけた。下か半はん身しんはいつでも逃にげられる体たい勢せいをとっておいた。

　男おとこは、チラリと目めだけ動うごかして龍神たつみを見みた。
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「か、管かん理り人にんの人ひと？」

　いささか腰こしがひけている龍神たつみを見みて、男おとこはおもしろそうに口くち許もとをゆがませた。男おとこは、本ほんから顔かおを上あげて答こたえた。

「わしは、この塔とうの主あるじじゃ」

　若わかいくせに、なんだかジジむさいしゃべり方かただ。

「この塔とうの？　主あるじ？」

　小こ首くびをかしげる龍神たつみを、男おとこはびしっと指ゆび差さした。

「お前まえは、功こうの息むす子この龍神たつみだな」

「えっ！　なんで知しってるの??」

　龍神たつみは、飛とび上あがるほど驚おどろいた。男おとこは、分ぶ厚あつい本ほんを、バン！　と閉とじ立たち上あがると、いきなり龍神たつみの方ほうに向むかって来きた。

「……ッ!!」

　反はん射しゃ的てきに龍神たつみは逃にげ出だした。しかし、振ふり返かえったその先さきに、龍神たつみの進しん路ろをふさぐように犬いぬがいたのだ。しかもただの犬いぬではない。とんでもなくでかい、灰はい色いろの犬いぬだった。見みたこともないようなでかさ！　犬いぬは平へい気きな龍神たつみだが、この図ずう体たいにはビビッた。思おもわず足あしが止とまる。

「なかなかすばやい逃にげ足あしだな」

　すぐ後うしろに、あの男おとこが迫せまっていた。

「あ……わ！」

　龍神たつみのえり首くびが、むんずと摑つかまれた。

「わ、わ、わ!!」

　ぐい!!　と、すごい力ちからで男おとこの方ほうへ引ひき寄よせられた。目めの前まえに、男おとこの顔かおがあった。

「そのぐらいの臆おく病びょうさは持もっていていい。身みを助たすけるためには必ひつ要ようなもンだ」

　ニヤリと笑わらったその、なんだかものすごく人ひとの悪わるそうな顔かおに、龍神たつみは人じん生せい最さい大だいの危き機きを感かんじて泣なきそうになった。しかし、

「わしは功こうの父ちち親おや、秀しゅう士じ郎ろう。お前まえのジジィだヨ、龍神たつみ」

　そう言いった男おとこの笑え顔がおが、やわらかく溶とけた。

「…………は？」

　男おとこは龍神たつみを放はなすと、その場ばにどっかりとあぐらをかいた。見みると、馬ば鹿かでかい犬いぬもお座すわりをしている。龍神たつみは、なにがなんだか目めをパチクリさせた。

「お父とうさんのお父とうさん……秀しゅう士じ郎ろう？　秀しゅう士じ郎ろうおじいちゃん??」

　男おとこはうんうんと頷うなずいた。

「お前まえの名な前まえの『龍神たつみ』は、わしがつけたのサ。お前まえが生うまれたときインスピレーションがわいてな、功こうの頭あたまに電でん波ぱを送おくってやったのだ」

　カカカと大おお笑わらいする男おとこ。龍神たつみはますますわけがわからない。

「お、おじいちゃんって……秀しゅう士じ郎ろうおじいちゃんって……死しんだんじゃなかったっけ？」

「おう！　ま、生いきてても死しんでても、あまり変かわらんがな」

　男おとこはしれっとそう言いった。龍神たつみは、頭あたまがゴチャゴチャになりそうなのを懸けん命めいにこらえた。

「でもでもっ、お兄にいちゃん……おじいちゃんじゃないじゃん。僕ぼくのお父とうさんより若わかいもん」

　そう言いわれた男おとこは、目めを丸まるくした。

「おお!?　お前まえにはそう見みえるのか？　コリャおもしろいなあ。わしはぜんぜん変かわらんつもりだがなあ」

　秀しゅう士じ郎ろうおじいちゃんは、自じ分ぶんの顔かおをぺちぺちと叩たたいた。

「そういやあ、訊きいたことがなかったな。お前まえにはわしはどう見みえるんだ、ギルバルス？」と、秀しゅう士じ郎ろうが、あのでかい犬いぬにむかって訊たずねると、

「まあ、二十から三十ってとこかな。お前まえが一いち番ばん思い入れがあった時じ期きの姿すがたってわけだ」

　と、犬いぬはなかなかシブい低てい音おんで答こたえた。

「……」

　十秒びょうほどおいて、犬いぬを見みていた龍神たつみが飛とび上あがった。

「い、い、い、犬いぬが!!　しゃ、しゃ、しゃ、しゃべった──っっ!!」
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　驚おどろきのあまり、龍神たつみは秀しゅう士じ郎ろうにしがみついた。秀しゅう士じ郎ろうは大おお笑わらいした。

「こいつは、ギルバルス。わしの使つかい魔まだ。犬いぬの姿すがたをしちゃいるが、これは仮かりの姿すがたでな。本ほん性しょうは、まあわかりやすくいうと、化ばけ物ものかの」

「ばっ……化ばけ物もの??」

　龍神たつみは、口くちをパクパクさせるしかなかった。ギルバルスは、人にん間げんのようにあぐらをかいて座すわり直なおした。そして何なにかを口くちにくわえた。それは火ひのついた煙草たばこだった。フーッと、うまそうに煙けむりを吐はく。その右みぎ目めには眼がん帯たいをしており、黒くろ光びかりする革かわの胴どう輪わのようなものを着つけていた。

「言いっとくがな、ギルバルスってのも仮か名めいなんだ。俺おれはそんな名な前まえは認みとめちゃいねぇからな、秀しゅう士じ郎ろう」

　ギルバルスが、秀しゅう士じ郎ろうをギロリと睨にらむ。

「何なん度どその議ぎ論ろんを蒸むし返かえしゃあ気きがすむんだィ？」

「何なん度どでも蒸むし返かえしてやらあ！　人ひとの名な前まえをいいかげんに付つけやがって!!」

「お前めぇが『飛ひ燕えん』を嫌いやだってぬかしやがるからだろーが！」

「なんで、ツバメなんだよ!!」

「ツバメじゃねえ！　大だい日にっ本ぽん帝てい国こく陸りく軍ぐんがほこる名めい戦せん闘とう機きの名な前まえじゃ!!」

「古ふるくせーんだよ!!」

「だから新あたらしげな横よこ文も字じの名な前まえを付つけてやったんだろーが!!　お前めぇ、それでいいって言いったじゃねぇか！」

「よくよく調しらべてみて、猫ねこの名な前まえだってわかったんだよ！　漫まん画がなんぞからとりやがって!!」

「眼がん帯たいがおんなじだったんじゃ!!」

「ツバメの次つぎは猫ねこかよ!!」

　人ひとと犬いぬが、摑つかみかからんばかりの罵ののしり合あいをしているさまを、龍神たつみは呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。その小ちいさな胸むねが、ドンドンと今いまにも爆ばく発はつせんばかりにときめいている。

　信しんじられないものを見みている。目めの前まえで、信しんじられないことが起おこっている。

　死しんだはずの祖そ父ふが生いきて？いる。人ひとの言こと葉ばをしゃべる犬いぬ？がいる。

　龍神たつみの頭あたまの中なかが、ものすごい勢いきおいでグルグル回まわった。

　そして、ポン！　とはじけた。その中なかから出でてきた答こたえは……




「…………すごいや」




　龍神たつみは、自じ分ぶんでもそんな風ふうに感かんじるなんて思おもってもみなかった。でも手て足あしがしびれるような、全ぜん身しんが震ふるえるような「うれしさ」を感かんじたのだ。そのうれしさとは「全ぜん然ぜん別べつの世せ界かいを知しった」うれしさだった。

「すごいや！　おじいちゃんって……オバケなんだ!!　それで、オバケの友とも達だちもいるんだ!!　すごいや！　すごいすごいすご───い!!」

　龍神たつみは、その場ばで飛とび上あがり、跳はね回まわった。

　未み知ちの世せ界かいへの扉とびらが開ひらいた。

　子こどもには、この扉とびらをいとも簡かん単たんに開あけてしまう力ちからがある。扉とびらの向むこうに足あしを踏ふみ出だす勇ゆう気きがある。目めの前まえのものを、子こどもらしい純じゅん粋すいさで受うけ入いれる心こころの広ひろさ、器うつわの大おおきさがあるのだ。

　そんな龍神たつみを、秀しゅう士じ郎ろうとギルバルスは、どこか満まん足ぞく気げに見みた。

「へっ。血ちは争あらそえねぇなあ、秀しゅう士じ郎ろうよ？」

　ギルバルスは煙草たばこをうまそうにくゆらせた。秀しゅう士じ郎ろうは、ニヤリと笑わらってみせた。それから、興こう奮ふんしまくりで跳はね回まわる龍神たつみの手てをとると、じっと顔かおをのぞき込こんで言いった。やさしげな笑え顔がおだった。

「お前まえが来くることを知しっておったよ、龍神たつみ。弟おとうとの和かず人とでもなく、妹いもうとの晶あき子こでもなく、ましてや功こうではない。お前まえだとな」

　重かさねた手てには、体たい温おんがなかった。そのかわり、確たしかななにかがあった。

「…………うん」

　龍神たつみも知しっていた。身体からだのどこかで。「自じ分ぶんが選えらばれた」のだと知しっていた。

　秀しゅう士じ郎ろうはそれから、笑え顔がおをスッと引ひきしめた。

「このことは、功こうには黙だまっておれよ」

「えっ、なんで？」

　龍神たつみは、これは父ちちと祖そ父ふが仲なか直なおりするチャンスだと思おもったのだ。祖そ父ふはお化ばけかもしれないが、こんなにハッキリ見みえるし触さわれるのだから、いくらお化ばけが嫌きらいな父ちちでも大だい丈じょう夫ぶだと思おもった。しかし、秀しゅう士じ郎ろうは静しずかに首くびを振ふった。

「住すむ世せ界かいがちがうのだ」

　秀しゅう士じ郎ろうのこの言こと葉ばの意い味みは、そのときの龍神たつみにはわからなかった。

ただ、とても大だい事じなことを言いわれたようで、龍神たつみは素す直なおにうなずいた。

「塔とうの中なかへ入はいりたいのだろう、龍神たつみ？　ホレ！」

　秀しゅう士じ郎ろうは、龍神たつみに金きん色いろの鍵かぎを握にぎらせた。

「ワ───イ！　やったあ!!」

　龍神たつみは再ふたたび飛とび上あがった。うれしさに顔かおを真まっ赤かにして、

玄げん関かんへと突とっ進しんしてゆく。

　あのとき、ふと自じ分ぶんの目めを引ひいた、黒くろい塔とうの小ちいさな姿すがたを思おもい出だす。なぜだか近ちかくへ行いきたくなった。なぜだか惹ひきつけられた。あの不ふ思し議ぎを思おもい出だす。

　龍神たつみを塔とうへと惹ひきつけたのは、偶ぐう然ぜんではなかったのだ。岬みさきの黒くろい塔とうは、ただの古ふるい灯とう台だいでもなく、誰だれかの別べっ荘そうでもなく、正しょう真しん正しょう銘めい「魔ま法ほうの塔とう」だった。そして、龍神たつみの身体からだを流ながれる「血ち」が、龍神たつみをここへ呼よんだのだ。

　運うん命めいという言こと葉ばの意い味みを、龍神たつみは今いま初はじめて知しる。

　龍神たつみが天てん神じんの磯いそへ来きたのは偶ぐう然ぜんなのか、秀しゅう士じ郎ろうが呼よんだからなのかはわからない。だがそのいずれにせよ、こうなることは運うん命めいだったのだ。

　運うん命めいとは、なんて突とつ然ぜんに、なんて激はげしくすべてを変かえてしまうのだろう。それまでの龍神たつみの日にち常じょうからは想そう像ぞうもできない「非ひ日にち常じょう」に、今いま自じ分ぶんはいるのだと思おもうと、龍神たつみは怖こわいようなうれしいような、なんともいえない気き分ぶんで胸むねが苦くるしくなるほどだった。

「とりあえず、入はいりたかった塔とうの中なかへ入はいれるんだ。うん。それは間ま違ちがいなくうれしい。ウン！」

　龍神たつみは自じ分ぶんを必ひっ死しで落おち着つかせた。




　見み上あげるくらい大おおきな鉄てつ製せいの、観かん音のん開びらきのドア。鬼おにの首くびをデザインした鍵かぎ穴あなに、龍神たつみは高たか鳴なる胸むねをおさえながら金きん色いろの鍵かぎを差さし込こんだ。それは、ガチャン!!　とすごく大おおきな音おとを響ひびかせ、龍神たつみの胸むねをさらにときめかせた。

　龍神たつみは、ドアを力ちからいっぱい押おした。長ながい間あいだ閉しめきられていた鉄てつの扉とびらは、ウーンとうめくように開ひらいていった。

　しんと静しずまり返かえった塔とうの中なか。ひんやりとした空くう気きがただよっている。

　不ふ規き則そくに並ならんだたくさんの窓まどから初しょ夏かの明あかるい光ひかりが幾いく筋すじも射さし込こみ、塔とうの中なかは思おもいのほか明あかるかった。

　龍神たつみの目めにまず飛とび込こんできたのは、壁かべ一いち面めんを飾かざる壁へき画がだった。

「これ……見みたことある！」

　それは、ヴァチカンのシスティーナ礼れい拝はい堂どうの天てん井じょうを飾かざる、天てん才さいミケランジェロの「創そう世せい記き」の精せい密みつな模も写しゃだった。その本ほん物ものと寸すん分ぶんたがわぬ迫はく力りょく！　龍神たつみは圧あっ倒とうされ、呆ぼう然ぜんとした。

　塔とうの中なかは、さながら芸げい術じゅつの迷めい宮きゅうのようだった。

　ステンドグラスの色いろとりどりの妖あやしい光ひかりに浮うかび上あがる壁かべや廊ろう下かは、生いき物ものの体たい内ないのようにうねうねと曲まがりくねっていた。その壁かべから突とつ然ぜん、ランプを持もった手て首くびがはえていたりした。

　いたるところに脈みゃく絡らくもなく置おかれたさまざまなオブジェ。動どう物ぶつをかたどったものから、わけのわからぬ前ぜん衛えい的てきなものまで。柱はしらや壁かべに無む造ぞう作さに彫ほられた像ぞうの数かず々かず。螺ら旋せん階かい段だんや手てすりを飾かざる、すばらしく精せい密みつなアイアンワーク。壁かべに延えん々えんと詩しが書かかれているところもある。

　なにもかもが情じょう熱ねつ的てきで、緻ち密みつで、ムチャクチャで、美うつくしくて、あやうくて、まるで美びの坩堝るつぼのようだった。この混こん沌とんの中なかから、まさになにかが生うまれようとしているような、その瞬しゅん間かんに居い合あわせているような、龍神たつみはそんな興こう奮ふんに震ふるえる思おもいがした。

「そうだった……ここには、画が家かとか詩し人じんとか、彫ちょう刻こく家かのおじいちゃんの芸げい術じゅつ家かの仲なか間まが暮くらしていたんだ」

　龍神たつみは、ただただ呆ぼう然ぜんと、何なん十じゅう年ねんたった今いまなお色いろあせぬ美うつくしさにみとれるばかりだった。

　秀しゅう士じ郎ろうとその仲なか間またちが、ここでどんな風ふうに過すごしていたかが、龍神たつみにはまるで見みえるようだった。

　若わかき芸げい術じゅつ家かたちは、この塔とうで、そのほとばしるような若わかいエネルギーを思おもう存ぞん分ぶんぶつけ合あい、磨みがき合あっていたのだ。そしてそれを思おもい思おもいに表ひょう現げんした。壁かべに、床ゆかに、天てん井じょうに。それは、子こどもが襖ふすまにイタズラ描がきするのとまったく同おなじだ。でも、イタズラを思おもい切きりできるというのは、なんて幸しあわせなことだろう。

「みんな楽たのしそう……」

　龍神たつみは、心こころからうらやましく思おもった。ムチャクチャができることを、ムチャクチャが許ゆるされることをうらやましく思おもった。

　ホールらしき場ば所しょへ出でた。

「うわあ……!!」

　見み上あげると、天てん井じょうは吹ふき抜ぬけになっていた。ヨーロッパの寺じ院いんを思おもわせるような荘そう厳ごんさ。

　そしてホールには、泉せん水すいがあった。ガラス張ばりの窓まどから射さし込こむ光ひかりに、水すい面めんがキラキラと輝かがやいている。蓮はすの葉は陰かげに赤あかい金きん魚ぎょがゆらめいている。

「外そとの池いけだ！　外そとの池いけとつながっているんだ!!」

　龍神たつみは、今こん度どこの汚よごれたガラスを磨みがこうと思おもった。塔とうの中なかから庭にわが見みえるように。

　楽たのしさに思おもわずスキップしながら、くねくねの廊ろう下かの奥おくへ奥おくへとさらに分わけ入いってゆく。

　すばらしいレリーフが彫ほり込こまれたドアがあった。

　それは、裸はだかの男だん女じょが蛇へびから林りん檎ごを渡わたされている図ずで、そのかたわらには「読どく書しょとは罪つみのない悪あく徳とくである」という言こと葉ばが刻きざまれていた。その意い味みはわからなかったが、いかにも意い味みあり気げな部へ屋やだったので、龍神たつみはさっそくドアを開あけてみた。そして、またまた度ど肝ぎもを抜ぬかれてしまった。

　そこは、書しょ庫こだった。といっても、学がっ校こうの図と書しょ室しつも「参まいりました！」と言いいそうな、見みたこともないような膨ぼう大だいな量りょうの本ほんが集あつめられた、すごい書しょ庫こだったのだ。

「すすす……すごいや！」

　本ほん好ずきの龍神たつみの胸むねが、またさらに高たか鳴なる。

　部へ屋やの四し方ほうを埋うめ尽つくして、なお棚たなに入はいりきれない本ほんがところどころにうずたかく積つまれ、さながら本ほんの森もりのようだった。龍神たつみは口くちをポカンと開あけたまま、森もりの中なかへ足あしを踏ふみ入いれた。

　本ほんの森もりは、まるで本ほん物ものの森もりのように薄うす暗ぐらく沈しずんでいた。その中なかに、天てん井じょうの明あかり取とりの窓まどから幾いく筋すじかの光ひかりが射さし込こんでいる。龍神たつみは、かつて見みたこともないような膨ぼう大だいな本ほんに四し方ほうを囲かこまれて、それだけでドキドキした。

　並ならべられている本ほんは大おおきさも種しゅ類るいもムチャクチャで、外がい国こく語ごで書かかれていて、いったいなんの本ほんなのかまるでわからないものも多おおかった。龍神たつみは試ためしに、一冊さつを手てに取とってみた。

　そのページをめくったとたん、薄うす暗ぐらい書しょ庫この中なかで、そこだけがパッと明あかるくなったような感かんじがした。

「あ、綺き麗れいだ……！」

　それは、植しょく物ぶつの本ほんだった。が、描えがかれた花はなたちがあまりにも美うつくしくて、龍神たつみの目めはくぎ付づけになった。

「それは、ボタニカル・アートというのだ」

　龍神たつみの頭あたまの上うえから、突とつ然ぜん声こえがした。驚おどろいて見み上あげると、山やまのように積つまれた本ほんの上うえに、秀しゅう士じ郎ろうが座すわっていた。

「お、おじいちゃん、いつの間まに!?　はっ！　さすがオバケだ……!!」

　龍神たつみはこの瞬しゅん間かん、秀しゅう士じ郎ろうはやっぱりお化ばけなのだと、あらためて実じっ感かんした。生いきた人にん間げんが、見み上あげるような本ほんの山やまの上うえに、音おともなく気け配はいも立たてず登のぼれるわけがない。その龍神たつみの横よこを、眼がん帯たいをして煙草たばこをくわえた犬いぬ、ギルバルスが通とおっていった。

　幽ゆう霊れいとか妖よう怪かいが目めの前まえにいる。本ほん当とうならその事じ実じつに驚きょう愕がくせねばならないところだが、今いまの龍神たつみはそれどころではなかった。初はじめて見みるボタニカル・アートに、すっかり心こころを奪うばわれていたのだ。

「おじいちゃん、これは誰だれが描かいた絵えなの？」

「作さく者しゃはバラバラだ。クララ・マリア・ホープ、エイレット、シデナム・エドワーズ。いずれも世せ界かいを代だい表ひょうする植しょく物ぶつ画が家かたちだ」

「植しょく物ぶつ画が家か……。ふつうの絵え描かきさんとは違ちがうの？」

「ボタニカル・アートとは、絵かい画がではなく主おもに図ず鑑かんなどにのせる挿さし絵えのことを指さす。植しょく物ぶつ画が家かとは、その専せん門もん家かだ」

　秀しゅう士じ郎ろうの解かい説せつに、龍神たつみは大おおきくうなずいた。

「ああ、だからすごく細こまかく描えがかれてるんだね！」

　龍神たつみは、あらためて本ほんの中なかの花はな々ばなに見み入いった。写しゃ真しんのように精せい密みつだが、絵かい画がのように美うつくしく、そしてどこかなまめかしい花はなたち。

　このとき、龍神たつみの世せ界かいの扉とびらがまた一つ大おおきく音おとをたてて開ひらかれたことに、龍神たつみ自じ身しんはまだ気きづいていなかった。




「うわあ──っ!!　すごいいい眺ながめ──!!」

　秀しゅう士じ郎ろうに連つれられて、龍神たつみは塔とうのてっぺんに登のぼってきた。

　ビルの高たかさにして四、五階かい建だてほどだろうか、岬みさきの塔とうの上うえからは、太たい平へい洋ようの水すい平へい線せんが視し界かいの端はしから端はしまで広ひろがり、大おお空ぞらを黄おう金ごんに染そめて太たい陽ようが夕ゆう陽ひに変かわろうとしているのが、手てに取とるように見みえた。

　天てん壌じょう無む窮きゅう。今いまこの空くう間かんは、別べっ世せ界かいへもつながっているのだと、龍神たつみには実じっ感かんできた。びゅうびゅうと吹ふき上あがってくる海うみ風かぜに吹ふかれ、翼つばさがあったら舞まい上あがっていけそうな気き分ぶんだった。

　屋おく上じょうは一いち面めんが色いろとりどりのタイルでびっしりとおおわれ、塔とうの縁ふちは、ベンチのように座すわれるようになっていた。
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「このタイルのようなものは、色いろ皿ざらを砕くだいたものだ」

「お皿さらなの？」

「スペインの建けん築ちく家かアントニオ・ガウディに心しん酔すいしとる奴やつがいてなあ。この色いろをここにこう貼はれと書かいた図ず面めんを渡わたされて、わしら総そう出でで、何なん日にちもここにしゃがみこんで貼はらされたもんだ」

「アハハハ！」

「この排はい気き口こうもガウディ風ふうに造つくられている」

　屋おく上じょうに立たつ排はい気き口こうは、赤あかいとんがり帽ぼうをかぶった人ひとの顔かおを模もしていた。

「すごいなあ」

「だがそいつは、結けっ局きょくはアートで食くっていけなかったがな。田舎いなかに帰かえって家か業ぎょうを継ついだよ」

「もったいないね」

「なに、それもまた人じん生せいサ。ここで好すき勝かっ手てやった思おもい出では、そいつの一いっ生しょうの宝たからになった。それでいい」

　玄げん関かんのミケランジェロの「創そう世せい記き」の模も写しゃもそうだが、若わかい芸げい術じゅつ家かたちの情じょう熱ねつと惜おしみない努ど力りょく。自じ分ぶんの時じ間かんのすべて、人じん生せいのすべてを捧ささげる生いき方かたに、龍神たつみは感かん動どうした。

　たとえそれが、青せい春しゅんの一いっ時ときのことであっても。たとえその情じょう熱ねつや努ど力りょくのすべてが、結けっ局きょくは報むくわれなかったとしても。ここに集あつまった人ひとたちは、間ま違ちがいなく輝かがやいていた。それだけで、なんだか人じん生せいはもうＯＫなんじゃないだろうか。龍神たつみは、秀しゅう士じ郎ろうの言こと葉ばを聞きいてそう思おもった。

　陣じん内ない家けでは、芸げい術じゅつといえばクラシック音おん楽がくを聴きくぐらいだろうか。母ははが手しゅ芸げいや生いけ花ばなをたしなんでいるが、あくまでも趣しゅ味みにしかすぎない。龍神たつみも和かず人とも晶あき子こも、絵えを描かくとかピアノを習ならうとか、そういうこともあまりしない。父ちちがそういう人ひとではないからだ。

　功こうが秀しゅう士じ郎ろうの子こどもであることが信しんじられないくらい、功こうは芸げい術じゅつに無む関かん心しんだ。絵かい画がも音おん楽がくも、「いい趣しゅ味み」であるぐらいにしか認みとめていない。功こうが認みとめるのは、もっと実じつのあるもの。身体からだを健けん康こうにするスポーツ。頭あたまを良よくする珠しゅ算ざん。将しょう来らいに役やく立だつパソコンなどの「資し格かく」だった。たとえ一いっ時ときであっても、芸げい術じゅつに生せい活かつのすべてを捧ささげるなんてことは、時じ間かんの浪ろう費ひ以い外がいのなにものでもなかった。

　龍神たつみは、それでいいと思おもっていた。功こうのすることは間ま違ちがいないと思おもっていたから。功こう自じ身しんがそうやって、今いま立りっ派ぱな大人おとなになっているのだから、その功こうの言いうこと、することを見み習ならっていればいいのだと思おもっていた。

　でもこの塔とうの中なかの、無む茶ちゃ苦く茶ちゃだけど完かん璧ぺきに美うつくしいものたちを見みせつけられて、龍神たつみは身体からだを揺ゆさぶられるような思おもいでいる。

　なんの役やくにも立たたず、誰だれにも認みとめられず、一いち文もんの儲もうけにもならず。それでも若わか者ものたちは、自じ分ぶんのありったけを燃もやし、ぶつけ、砕くだけ散ちるように生いきていた。その砕くだけ散ちるかけら一ひと粒つぶ一ひと粒つぶが、宝ほう石せきよりも美うつくしく輝かがやいているようで……

「眩まぶしい」

　と、思おもった。

　この屋おく上じょうで、青あおい空そらの下した海うみ風かぜに吹ふかれながら、いい大人おとなたちが集あつまって背せ中なかを丸まるめて、小ちいさな色いろ皿ざらのかけらをちまちまと貼はっている。文もん句くを言いい合あいながら、大おお声ごえで笑わらい合あいながら。その姿すがたを想そう像ぞうすると、龍神たつみは、とてもとても眩まぶしい思おもいがした。そして、そんな姿すがたは、今いまの自じ分ぶんの未み来らいにはありえないような気きがした。




　夕ゆう陽ひとなった太たい陽ようが、するすると空そらを滑すべってゆく。なんだか今日きょうは長ながい一いち日にちだった。龍神たつみは大おおきく一ひと息いきついた。

　ドキドキして、ワクワクして、突とつ然ぜんの不ふ思し議ぎに一いっ生しょう分ぶんぐらい驚おどろき、感かん動どうした。うれしさと、まだ信しんじられない気き持もちが渦うず巻まいている。

　そんな龍神たつみを見みていた秀しゅう士じ郎ろうは、やがて龍神たつみの前まえにしゃがんで言いった。

「龍神たつみ。わしはお前まえにどうせよとは言いわん。なにをするのも、お前まえの自じ由ゆうだ。ここに来くるのも、来こんのも自じ由ゆうだ」

「……」

「すべてお前まえの自じ由ゆうにするがいい。だが、なにをするにも、すべてお前まえが自じ分ぶんで決きめねばならんのだ」

「自じ分ぶんで……」

「あらゆる可か能のう性せいと方ほう法ほうが、お前まえの前まえにある。自じ分ぶんで選せん択たくし、決けっ定ていせよ」

　龍神たつみは、秀しゅう士じ郎ろうのこの言こと葉ばの意い味みを全ぜん部ぶ理り解かいすることはできなかった。

　それでも「好すきにしていい」と言いってもらえてうれしかった。なんだか、繫つないでいた手てをいきなり離はなされたようで少すこし不ふ安あんな気きもするけど、すべてが自じ由ゆうなのだということが、今いまの龍神たつみにとってはとても魅み力りょく的てきに感かんじられた。

「さあ、今日きょうはもう帰かえれ。いろいろあって疲つかれたろう」

　秀しゅう士じ郎ろうは笑わらった。

「また、遊あそびに来こい」

　遊あそびに来こい──この言こと葉ばで、龍神たつみの胸むねはいっぱいになった。

「うん!!」




　次つぎの日にち曜よう日びも、龍神たつみはもちろん秀しゅう士じ郎ろうの魔ま法ほうの塔とうへと自じ転てん車しゃを飛とばした。

　塔とうの中なかのまだ見みていない場ば所しょを探さがして楽たのしんだあとは、お気きに入いりのボタニカル・アート本ぼんを小こ脇わきに本ほんの森もりを彷徨さまよった。

　この塔とうの内ない部ぶは、建たて物ものの構こう造ぞう自じ体たいも無む秩ちつ序じょで、行いき止どまりの階かい段だんや廊ろう下かがあったり、ドアだけがあって部へ屋やがなかったり（つまり壁かべに直ちょく接せつドアが張はり付ついているだけ）、秀しゅう士じ郎ろうたちが、いかにもおもしろがって造つくったということがよく表あらわれている。

　書しょ庫こ内ないも同おなじで、意い味みもなく廊ろう下かや部へ屋やが枝えだ分わかれしていたりして、まるで迷めい路ろのようだった。龍神たつみは、それすらも楽たのしかった。そして気きまぐれに本ほんを手てに取とりページをめくってはウットリした。

　そこには、多おおくの驚おどろきや発はっ見けんがあった。学がっ校こうの図と書しょ室しつでは決けっして味あじわえない、ましてや自じ分ぶんの家いえにいては、まず一いっ生しょうお目めにかかれないような、実じつにさまざまな種しゅ類るいの本ほんが、それこそ山やまのようにあったのだから。例たとえば劇げき画がの漫まん画が本ぼんとかヌード写しゃ真しん集しゅうとか。怖こわい本ほんもあった。ただ怖こわいのではなく「残ざん酷こく画が」などという、とんでもない本ほんも。

「外がい国こくの本ほんが多おおいねえ。おじいちゃん、読よめるの？」

　本ほんの山やまの上うえで、分ぶ厚あつく馬ば鹿かでかい本ほんを読よんでいた秀しゅう士じ郎ろうに、龍神たつみは訊たずねた。

「読よめるともよ。今いまお前まえが持もっている本ほんなんぞは、今いまでも諳そらんじることができるぞ。なにせページが擦すり切きれるほど勉べん強きょうした本ほんだからな」

　秀しゅう士じ郎ろうは、ニヤニヤしながら言いった。確たしかに本ほんのページには、いろいろメモしたような跡あとがある。

「うわあ、すごいね！　おじいちゃんって勉べん強きょう家かなんだ。これはなんの本ほんなの？」

「フランスの大だい作さっ家かマルキ・ド・サドの『悪あく徳とくの栄さかえ』だ。恐おそろしく助すけ平べえな本ほんサ」

「えっ、エッチな本ほんなのっ!?」

　龍神たつみは、思おもわず本ほんを落おとしそうになった。

「れっきとした大だい、大だい文ぶん学がく作さく品ひんなんだぞ、お前まえ」

　秀しゅう士じ郎ろうはカカカと大おお笑わらいした。

「昔むかしは、官かん憲けんによる検けん閲えつがあってな。政せい治じ的てきな本ほんや助すけ平べえな本ほんは、のきなみ文ぶん章しょうを削けずられたもんだ。ちゃんとした本ほんを読よみたかったら、原げん書しょを手てに入いれるしかなかったのさ」

　秀しゅう士じ郎ろうは、昔むかしを思おもい出だして愉ゆ快かいそうだった。

「イヤー、そりゃーもう、勉べん強きょうしたした。仲なか間まと寄よってたかってなあ。あんなに勉べん強きょうしたのは、あのときだけだわイ」

　祖そ父ふと仲なか間またちは、この助すけ平べえな本ほん読よみたさに、とうとうフランス語ごをマスターしてしまったのだ。龍神たつみは呆あきれ返かえった。

「……そんなにしてまで読よみたかったの？」

「当あたり前まえじゃ！　若わかいころというのはなんでもするのよ。特とくに昔むかしは官かん憲けんの締しめ付つけが厳きびしいし、街まちにはなぁんにもなかったからな。自じ分ぶんらでできることは、それこそ死しにものぐるいでやったサ」

　秀しゅう士じ郎ろうは龍神たつみを見みて、フンと鼻はなを鳴ならした。

「なんでもありすぎる今いまの時じ代だいのお前まえらは、不ふ幸こう者ものよな」

　その言こと葉ばは、龍神たつみの胸むねにチクリと刺ささった。

「興きょう味みがあるなら、日に本ほん語ごに訳やくしてやろうか？」

　スケベそうに笑わらう秀しゅう士じ郎ろうに、

「いっ、いいよ、別べつに……」

　と、龍神たつみは言いったが、すぐに、

「読よみたくなったらね」

　と、言いい直なおした。

　普ふ通つうの大人おとななら、まなじり吊つり上あげ、「子こどもに良よくない本ほん！」とわめき散ちらし、「子こどもに読よませない、子こどもの目めに触ふれさせない」となるのに、秀しゅう士じ郎ろうはそうしない。読よみたければ読よめと言いってくれる。

「そりゃあ、なかには本ほん当とうにガキには見みせられんものもあるが、例たとえばさっきお前まえが見みたヌード写しゃ真しんの本ほんを見みて、お前まえはどう思おもった？　あれはただの助すけ平べえな写しゃ真しん集しゅうではなく、芸げい術じゅつ家かが芸げい術じゅつ的てきに撮とったものだが、それでも丸見えだったろう!?」

　秀しゅう士じ郎ろうは、ことさらニヤニヤしながら言いった。どうやら、開ひらいたページに（驚おどろいたとはいえ）思おもわず目めが釘くぎ付づけになってしまったのを、見みられていたらしい。龍神たつみは真まっ赤かになってしまった。

「裸はだかに興きょう味みがあって、なにが悪わるい？　ああ？　女おんなの身体からだも男おとこの身体からだも美うつくしかったろう？　そこに触ふれたい、その奥おくにあるものを探さぐりたいと思おもって、なにが悪わるい？　それがなければ人じん類るいは滅ほろぶではないか！」

「そ、それはそうだけど……」

　そんなことを、正しょう面めん切きって言いわれたことなどない龍神たつみは、ドギマギした。

「なのに、世よの馬ば鹿かどもは他た人にんに、特とくにお前まえたち子こどもに押おし付つけてくる。『健けん全ぜんであれ！』とな。いったい、なにが健けん全ぜんなのか？　己おのれのことは棚たなに上あげておいてなあ！　一いっ方ぽうで、今いまどきの性せい教きょう育いくというものの中なかには、人にん形ぎょうを使つかって子こ作づくりのやり方かたを実じっ践せんして見みせるのがあるそうじゃないか。普ふ通つうの学がっ校こうでだぞ!?　まったく狂くるっとる！　それが理り想そうか？　理り想そう！　理り想そう!?　生身の人間に、理り想そうが実じっ践せんできるものか!!」

　秀しゅう士じ郎ろうは大おお笑わらいした。とても乾かわいた笑わらい声ごえだった。

　龍神たつみは、秀しゅう士じ郎ろうがいったいなにを言いいたいのか、よくわからなかった。でも、これだけはわかった。

　秀しゅう士じ郎ろうは、子こどもに聞きかせる話はなしを差別していないのだ。

　これがもし父ちちなら、初はじめから「子こどもはそんな話はなしはしなくていい」「そんな馬ば鹿かな話はなしをするな」で終おわってしまうだろう。そんなとき、龍神たつみはいつも話さないで終わらせないで、納なっ得とくしなくても、もっと話はなして欲ほしいと思おもっていた。秀しゅう士じ郎ろうは、そうしてくれるのだ。

「もともと人にん間げんというやつはな、助すけ平べえで、残ざん酷こくで、不ぶ器き用ようで、馬ば鹿かなんだ。それがガキなら、なおさらだ！　だが、ガキだからこそしぶとく、力ちから強づよいものよ。大おおらかに育そだててやりさえすれば、その余よ裕ゆうの中なかで善ぜんも悪あくも溶とかし合あい、自じ分ぶんの養よう分ぶんにしてしまうんじゃ。だが、大人おとなはそれを信しんじられない。なぜなら、自じ分ぶんらが堅かた苦くるしい生いき方かたをしとるからだ。自じ分ぶんらにできないことを、子こどもができるはずがないと思おもい込こんでいる。だから子こどもにも同おなじく、堅かた苦くるしい生いき方かたをさせたがる。『善ぜんは良よい、悪あくは悪わるい』。なんと単たん純じゅんで、あさはかな考かんがえか!!」

「えっ？　ち、違ちがうの!?」

「違ちがうとも!!」

　秀しゅう士じ郎ろうは、きっぱりと言いった。

「善ぜんは良よい、悪あくは悪わるい。世よの中なかがこんなに単たん純じゅんに割わり切きれるものならば、戦せん争そうも貧ひん困こんもとうになくなっとるわ！　それでもなお大人おとなどもは、しゃあしゃあと言いうだろう？　『善ぜん人にんであれ』と。よくもまあ恥はずかしげもなく、こんなタワ言ごとをほざけるもんだ！」

　秀しゅう士じ郎ろうの高たからかな笑わらいは、ますます乾かわいていた。龍神たつみには、なにがなんだかさっぱりわからなくなった。

「じゃあ……善ぜんは悪わるくて、悪あくはいいってこと？」

「お前まえの頭あたまも相そう当とう単たん純じゅんだな、龍神たつみ!?　ふだん脳のうみそを使つかっとらん証しょう拠こだ」

　秀しゅう士じ郎ろうは呆あきれ返かえったようだった。功こうの指し導どうのもと、真面目まじめにしっかり勉べん強きょうしているつもりの龍神たつみは、ショックを受うけた。

「べ、勉べん強きょうはちゃんとしてるよ！」

「なにが勉べん強きょうなのやら？」

　秀しゅう士じ郎ろうは、またひときわ高たからかに笑わらう。それから、本ほんの山やまの上うえから龍神たつみを見み下くだすように、えらそうに言いった。

「では聞きこう、龍神たつみ！　そも、善ぜんとは？　悪あくとはなんぞや？」

「は??」

　龍神たつみは、まるでテストされているようで緊きん張ちょうした。

「えっと……えっと……、善ぜんはいいことで……例たとえば人ひとに親しん切せつにするとか、ウソをつかないとか……えーと、友とも達だちと仲なか良よくするとか……」

「なるほど。教きょう科か書しょ通どおりだな。つまらん答こたえだ。まあ、十二のガキではこの程てい度どか」

　秀しゅう士じ郎ろうは、「ケッ」という風ふうに言いった。ちゃんとした答こたえを言いったつもりの龍神たつみは、またまたショックを受うけた。

「だが龍神たつみよ。たとえお前まえが十二歳さいのガキでも、世よの中なかの仕し組くみ、人にん間げん関かん係けいというものは、大人おとなの世せ界かいとまったく変かわらんのだぞ」

「どういう意い味み？」

「大人おとなの世せ界かいもガキの世せ界かいも、人ひとは人ひとであるということだ。そのあり方かた、その関かかわり方かたも同おなじなのだ。大人おとなの、ガキどもに対たいする最さい大だいの間ま違ちがいは、この点てんを理り解かいしないことにある。大人おとなどもの中なかに『子こどもは天てん使し』とほざく連れん中ちゅうがいる限かぎり、大人おとなと子こどもの間あいだの溝みぞは、永えい遠えんに埋うまらんだろうよ」

　秀しゅう士じ郎ろうの話はなしは難むずかしかった。なにを言いっているのか、その本ほん当とうのところがよくわからず、龍神たつみは一いっ生しょう懸けん命めいわかろうと努ど力りょくした。その龍神たつみに、いつの間まに側そばに来きたのか、秀しゅう士じ郎ろうはズイと迫せまった。

「いいか、龍神たつみ。お前まえは天てん使しではない。一人ひとりの人にん間げんだ。教きょう科か書しょに載のっとることは、ただの記き号ごうにすぎん。記き号ごうを勉べん強きょうするのは頭あたまの体たい操そうにはなるが、本ほん当とうの勉べん強きょうとはいえんのだ。お前まえは、生身の人間としてどう生きるかの勉べん強きょうをせねばならん」

「どうしたらいいの？」

「実じっ践せんで勉べん強きょうするチャンスは、いずれ来くるだろうよ。それまでは、わしの言いったことをしっかり覚おぼえておくがいい。ためになるぞ」

　秀しゅう士じ郎ろうは、意い地じ悪わるそうに笑わらった。本ほん当とうになにからなにまで、なんて父ちちと違ちがうのだろうと、龍神たつみは息いきを吞のんだ。

　龍神たつみは、こういう秀しゅう士じ郎ろうに接せっして初はじめて、父ちちや自じ分ぶんが見みえてきたような気きがした。

　それまで自じ分ぶんの考かんがえというものに、なんの疑ぎ問もんも持もたなかった龍神たつみ。父ちちの言いう通とおりに考かんがえ、行こう動どうしてきた。それがすべてだった。だが自じ分ぶんの考かんがえは、他ほかの考かんがえと比くらべてみて、初はじめてどういうものなのかわかる、ということを知しったのだ。

「これって……。これが、僕ぼくが感かんじていたイガイガの正しょう体たい？」

　龍神たつみは、そんな気きがした。まだハッキリわかったわけではないが、なんだか自じ分ぶんは、今いま「入いり口ぐち」に立たっている。そんな気きがしたのだ。

　秀しゅう士じ郎ろうに「つまらん」と言いわれた。「ケッ」と鼻はなであしらわれた。ショックだった。だが同どう時じに龍神たつみは、自じ分ぶんの考かんがえというものを考かんがえ、見みつめ直なおす気きになった。

「僕ぼくの考かんがえってなんだろう？　おじいちゃんの考かんがえってなんだろう？」

　この瞬しゅん間かん、龍神たつみは自じ分ぶんの世せ界かいがまた広ひろがった感かんじがした。

「もっと知しりたい。もっと自じ分ぶんの考かんがえを知しりたい。おじいちゃんの考かんがえが知しりたいよ！」







　　　　塔とうの秘ひ密みつ







　夏なつ休やすみが始はじまった。

　龍神たつみは、毎まい日にち秀しゅう士じ郎ろうのもとへ通かよった。

　本ほんも読よみたい。秀しゅう士じ郎ろうとも話はなしたい。塔とうの中なかを探たん検けんしたい。でも日ひが沈しずむ前まえには帰かえらねばならない。

　時じ間かんがとても足たりなかった。龍神たつみは朝ちょう食しょくを食たべるやいなや、自じ分ぶんでおにぎりを作つくり、水すい筒とうを下さげて家いえを出でると（毎まい日にちとなるとコンビニのお弁べん当とうは高たかくつくので）、暗くらくなるギリギリに帰かえってくる、をくり返かえした。

「龍神たつみったら、毎まい日にちなにをしているの？」

　夕ゆう食しょくの時じ間かんに、母はは弘ひろ子こはちょっと心しん配ぱいそうに言いった。夏なつ休やすみだというのに、もうずいぶん家か族ぞくで過すごしていない。でも龍神たつみは男おとこの子こだから、いつまでも家か族ぞくとベッタリしてはいないとも思おもうし。弘ひろ子こは複ふく雑ざつだった。

「まさか……お前まえ、あの塔とうへ通かよっているんじゃないだろうな？」

　父ちち功こうの顔かお色いろが、少すこし変かわった。龍神たつみは、その変化を敏びん感かんに感かんじ取とり、とっさに首くびを振ふった。

「あの塔とうって？」

　和かず人とと晶あき子こが首くびをかしげた。功こうは、ほんの少すこし間まをおいたあと言いった。

「車くるまで三十分ぷんほど北きたへ行いったところに、お父とうさんのお父とうさんが住すんでいた家いえがあるんだよ。ちょっと前まえに、龍神たつみとドライブがてらそこへ行いったんだ」

「お父とうさんのお父とうさん……」

「え～、龍たつ兄にいちゃんとドライブヘ行いったの～？　ズル～イ」

「自じ転てん車しゃだと、一時じ間かん以い上じょうかかるんじゃない？　そんな遠とおくへ行いっているの、龍神たつみ？」

「違ちがうよ！」

　龍神たつみは、みんなをさえぎるようにキッパリと否ひ定ていした。龍神たつみの大おお声ごえに、家か族ぞく全ぜん員いんがちょっとびっくりした。龍神たつみは、この場ばをなんとかしなければと必ひっ死しに考かんがえた。

「違ちがうよ。あの……あの……。僕ぼく……その……絵えを描かいているんだ」

「絵え？」

　龍神たつみはうなずいた。噓うそではなかった。あのボタニカル・アートに心こころを奪うばわれて以い来らい、龍神たつみは、自じ分ぶんでもこんな絵えが描かきたいと強つよく思おもうようになっていた。そして、まだまだ戯たわむれに過すぎないけれども、スケッチブックに鉛えん筆ぴつで花はなを描かいてみたりしていた。

「自じ転てん車しゃでけっこう遠とおくへ行いってるのは本ほん当とうだけど……。絵えを描かきに行いってるんだ。海うみとか、山やまとかへ……」

「龍たつ兄にいちゃんが、絵えねぇ」

　家か族ぞくは、どう反はん応のうしていいかわからない様よう子すだった。あまり興きょう味みもないようだった。

「ただサイクリングするよりも、なにか目もく的てきがあった方ほうがいいかと思おもって。サイクリングに行いった先さきでスケッチしたら、いい記き念ねんになるかな～って。それが楽たのしくなっちゃって」

「なるほど」

　目的がハッキリしたことで、功こうは納なっ得とくしたようだ。

「うん。それっていいね！」

　和かず人とも同どう意いしてくれた。

「あまり遠とおくへ行いかないでね」

　弘ひろ子こはやさしく言いった。

　龍神たつみは、急きゅう場ばをうまく切きり抜ぬけたことにホッとしつつ、心こころの中なかでガッツポーズをとっていた。今いままでになく爽そう快かいな気き分ぶんになった。







　暑あつい夏なつでも、魔ま法ほうの塔とうの中なかは涼すずしかった。

　龍神たつみはほぼ毎まい日にちのように、膨ぼう大だいな本ほんの森もりをうっとりとただよいながら、おもしろそうな本ほんを見みつけては夢む中ちゅうで読よみふけっていた。ときおり顔かおを上あげると、同おなじように読どく書しょに夢む中ちゅうになっている秀しゅう士じ郎ろうの丸まるい背せ中なかが見みえたりした。

「おじいちゃんも本ほんが大だい好すきなんだ。これだけ本ほんがいっぱいあったら、生いきているうちに読よみ切きれないもんね」

　死しんでからもまだ本ほんが読よめるということを、龍神たつみはちょっとうらやましいと思おもった。もうスッカリ、秀しゅう士じ郎ろうが「幽ゆう霊れい」だということ、ギルバルスという「化ばけ物もの」がいることに慣なれてしまった龍神たつみだった。ギルバルスは、いつもヒマそうに煙草たばこを吹ふかしていた。




　その日ひも、くねくねと入いり組くんだ図と書しょ室しつの中なかを彷徨さまよっていた龍神たつみだが、ふと、妙みょうな場ば所しょへ出でた。

　床ゆかも壁かべも天てん井じょうも、妙みょうな文も字じみたいな記き号ごうみたいなもので埋うめ尽つくされていた。

「なにこれ？　なんかのデザイン？」

　その先さきにある観かん音のん開びらきのドアには、円えんの中なかに星ほしのマークがあり、その周まわりを記き号ごうがびっしり取とり巻まいている図ずが描えがかれていた。なんだかひどく妖あやしい雰ふん囲い気きがする。龍神たつみは、ちょっとためらったが、思おもいきってそのドアを開あけてみた。

「…………」

　正しょう面めんの壁かべに大おおきな丸まるい窓まど。すりガラスのようなそこにも、星ほしと記き号ごうと文も字じが描えがかれている。床ゆかから天てん井じょうまである本ほん棚だなには、ここにもぎっしりと本ほんがつまっていた。怪かい物ぶつの口くちをデザインした暖だん炉ろ。天てん井じょうからは空からの鳥とり籠かごがいくつも吊つり下さがっている。床ゆかには、これまた大おおきな円えんが描えがかれていた。複ふく雑ざつな記き号ごうや模も様ようがびっしり描かき込こまれている。

　大おおきなテーブルの上うえには、フラスコや試し験けん管かん、薬くすりビンのようなもの、針はりやピンセット、その他た雑ざっ多たなものが山やま積づみになっている。

「……理り科か室しつ？」
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　奇き妙みょうな気け配はいが満みちていた。明あきらかに、ここは他ほかの場ば所しょと違ちがう空くう間かんだった。龍神たつみは本ほん棚だなに近ちか寄よると、本ほんの中なかの一冊さつに手てをかけようとした。そのとき、

「気きをつけろ」

　すぐ耳みみ元もとで、秀しゅう士じ郎ろうがささやいた。龍神たつみは飛とび上あがった。

「おじいちゃん！　おどかさないでよ!!」

　秀しゅう士じ郎ろうは大おお笑わらいした。

「本ほん当とうのことを言いったんじゃ。龍神たつみ、この部へ屋やの本ほんだけは、うっかり読よむなよ」

「どういう意い味み？　この部へ屋やってなに？」

　秀しゅう士じ郎ろうは、ほんの少すこし口くちごもったようだったが、やがてニヤリと笑わらった。

「ま、いずれわかろうて」

　秀しゅう士じ郎ろうは、それだけしか言いわなかった。龍神たつみは首くびをかしげながら、しばらくその部へ屋やにたたずんでいた。

　それから、わずか二ふつ日か後ごのことだった。

　龍神たつみがいつものように塔とうへ入はいったその瞬しゅん間かん。

「!?」

　その瞬しゅん間かんから、龍神たつみには「なにかが違ちがう」とわかった。

「……なに？　なんだろう？」

　空くう気きが違ちがう。いつもと同おなじなのに、いつもと全ぜん然ぜん違ちがう。小こ鳥とりたちは梢こずえでさえずり、泉せん水すいの水みずはぷくぷくと湧わき、花はなの間あいだを蝶ちょうが舞まっている。

「でも違ちがうよ……！　なにが違ちがうんだろう？」

　そう思おもいつつ、龍神たつみは身体からだをさすった。いつの間まにか、鳥とり肌はだが立たっていた。

「おじいちゃん？」

　いつもはそう呼よびかけると、どこからともなく現あらわれる秀しゅう士じ郎ろうだが、今日きょうはその気け配はいがない。龍神たつみは、不ふ安あんになった。だが、ハッと思おもいついた。

「あの部へ屋や……」

　なぜそう思おもったのかはわからない。ただの偶ぐう然ぜんだったのかもしれない。だが龍神たつみは、あの謎なぞの部へ屋やへ駆かけ上あがっていた。

　円えんの中なかに星ほしのマークのあるドアからは、やはりいっそう妖あやしい気け配はいがしていた。

「やっぱり！」

　違ちがう空くう気きはここから流ながれ出でて、塔とうの中なかに満みちていたのだ。龍神たつみは、久ひさしぶりに胸むねが締しめ付つけられるようにドキドキした。初はじめて秀しゅう士じ郎ろうやギルバルスに会あったときと同おなじ気き持もち。あのときの「別べっ世せ界かいを知しった」ときの気き持もちがする。

「誰だれか……なにかがいるんだ。この向むこうに！」

　龍神たつみは、迷まようことなくドアを開あけた。

　部へ屋やの中ちゅう央おう。床ゆかに描えがかれた大おおきな円えんの中なかに、椅い子すに座すわった黒くろずくめの人じん物ぶつがいた。

「！」

　龍神たつみは、違い和わ感かんを覚おぼえた。ここに客がいる、それ以い上じょうの違い和わ感かんを。

「あら、可か愛わいいボーヤ。これが、龍神たつみ？」

　その声こえを聞きいて、龍神たつみは全ぜん身しんがゾッとした。恐おそろしいような、わけのわからない感かん覚かくだった。未み知ちのものに対たいして、身体からだが本ほん能のう的てきに警けい戒かいした、そんな感かんじだった。

「龍神たつみ、こっちへ来こい」

　部へ屋やには、秀しゅう士じ郎ろうとギルバルスがいた。秀しゅう士じ郎ろうの姿すがたを見みて、龍神たつみは心こころからほっとした。

　秀しゅう士じ郎ろうは、ソファに寝ねそべったギルバルスの横よこに龍神たつみを座すわらせた。

「ここから動うごくなよ」

　龍神たつみはうなずき、やっと落おち着ついてそのものを見みた。

　それは、女おんなだった。真まっ黒くろいストレートの長ながい髪かみ。真まっ黒くろの瞳ひとみの目め元もとに青あおい紅べに。露ろ出しゅつの多おおい黒くろい服ふくから、真まっ白しろい肌はだがはじけそうになっている。女おんなは、青あおい唇くちびるをゆがませるようにして微ほほ笑えんでいた。

　人にん間げんの女おんなのように見みえる。しかし、違ちがうのだと龍神たつみにはわかった。これがなんなのかはわからない。しかし、少すくなくとも自じ分ぶんと同おなじ人にん間げんではない。秀しゅう士じ郎ろうとも少すこし違ちがう気きがする。どちらかというと、ギルバルスに近ちかいような……。

「そんなに睨にらまなくても、なんにもしないわ。できないし」

　女おんなは優ゆう雅がに言いった。

「あたしは、ヒルデガルド。これから何なん度ども会あうことになるでしょう、龍神たつみ。よろしくね」

　そう挨あい拶さつされて、龍神たつみは思おもわず返へん礼れいした。

「あ、ハイ。よろしくお願ねがいします」

「まあ、可か愛わいいこと！」

　女おんなは、高たからかに笑わらった。無む邪じゃ気きな笑わらいだったが、その響ひびきには、人ひとの無む邪じゃ気きさとかけ離はなれたものがあった。

「もういいだろう、ヒルデガルド。そろそろ帰かえれ」

　と、秀しゅう士じ郎ろうが言いった。

「そうね。龍神たつみともっと話はなしたい気きもするけど。それはまた次つぎにするわ」

　ヒルデガルドは椅い子すから立たち上あがり、舐なめるように龍神たつみを見みると、投なげキッスをした。

「バァイ、龍神たつみ。またね」

　その姿すがたが、ス──ッと、床ゆかに吸すい込こまれて行いった。
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「う、うわっ!?」

　龍神たつみが思おもわず立たち上あがる。

　円えんの中なかには、椅い子すだけが残のこされた。そのあたりの空くう間かんに、パリパリッと小ちいさな放ほう電でんがあり、やがてそれも消きえた。それと同どう時じに、塔とうの中なかに満みちていた妖あやしい気け配はいもすべて消きえ去さった。

「……」

　龍神たつみは、呆ぼう然ぜんと女おんなの消きえた床ゆかを見みていた。

　カチッという音おとがした。ギルバルスが煙草たばこにライターで火ひをつけたのだ。

「おじいちゃん！　今いまのなに？」

　秀しゅう士じ郎ろうは、別べつにいつもと変かわらぬ表ひょう情じょうをしていた。龍神たつみは、秀しゅう士じ郎ろうにすがり付ついた。

「今いまの、人ひとじゃないよね！　床ゆかに消きえちゃったよ！　スーッて消きえちゃったよ！　あれもオバケなの？　おじいちゃんみたいじゃないけど、ひょっとしてギルバルスの仲なか間ま？　なんでここに居いたの？」

「まぁまぁ、落おち着つけ、龍神たつみ」

　秀しゅう士じ郎ろうは龍神たつみの頭あたまを撫なでた。それから龍神たつみをソファに座すわらせ、自じ分ぶんは大おおきな椅い子すにどっかりと腰こし掛かけた。

「この部へ屋やではな、龍神たつみ。魔ま術じゅつが実じっ践せんされておったのよ」

「魔ま術じゅつ……？」

「魔ま法ほうじゃよ。絵え本ほんや童どう話わで読よんだことがあろうが？　箒ほうきに乗のって空そらを飛とぶ魔ま女じょ。悪あく魔まを呼よび出だし、宝たからを探さがさせる魔ま法ほう使つかい。呪じゅ文もんを唱となえ、動どう物ぶつに変へん身しんし、相あい手てを呪のろい殺ころしたり、恋こいの魔ま法ほうをかけたり」

「……」

　龍神たつみはポカンとした。龍神たつみも読よんだことのある『ハリー・ポッター』の物もの語がたりが、まさにそういう魔ま術じゅつや魔ま法ほう使つかいを描えがいたものだが、そういうことが実じっ際さいに行おこなわれているなんて、にわかに信しんじられるものじゃない。

「あ、でもおじいちゃんもギルバルスもオバケで……オバケがいるんなら魔ま法ほう使つかいもいる？」

　ギルバルスがむくりと頭あたまを起おこした。

「俺おれはオバケじゃねえ。使つかい魔まだ。頭あたまを撫なでんな」

「あっ、ごめん。つい。……使つかい魔まってなに？」

「魔ま道どう士しに使つかわれる妖よう魔まや精せい霊れいのことだ。魔ま界かいや妖よう精せい界かいから呼よび出だし、契けい約やくによって関かん係けいを結むすび、魔ま道どう士しの手てとなり足あしとなって働はたらくのヨ」

「……ハリー・ポッターの白しろ梟ふくろうだ！　じゃ、ギルバルスはおじいちゃんが呼よび出だして契けい約やくしたの？」

　秀しゅう士じ郎ろうは頭あたまを振ふった。

「ギルバルスは、わしがある友ゆう人じんから譲ゆずり受うけたのサ」

　そして、「塔とうの話はなし」を語かたり始はじめた。




　この岬みさきの塔とうに集あつまった芸げい術じゅつ家かたちは、誰だれはばかることもなく好すきなことをして暮くらしていた。ある者ものは絵えを描かき、ある者ものは詩しを書かき、建けん築ちく家かはデザインし、文ぶん学がく者しゃは本ほんを読よみ、音おん楽がく家かは音おん符ぷと格かく闘とうしていた。

　すでに名なの知しれた芸げい術じゅつ家かも何なん人にんかいて、金かねには困こまらなかった。秀しゅう士じ郎ろうには親おやの遺い産さんもかなりあった。皆みな、研けん究きゅうに必ひつ要ような資し料りょうや好すきな本ほんなどを、世せ界かい中じゅうから集あつめることができた。

「江え角すみは、宗しゅう教きょうの研けん究きゅうに没ぼっ頭とうしていた。ヨーロッパの古ふるい宗しゅう教きょうだ」

　秀しゅう士じ郎ろうは、心こころに遠とおい昔むかしの風ふう景けいを思おもい描えがく。

「芸げい術じゅつ家かや研けん究きゅう者しゃなんてものは、どこか頭あたまのネジが飛とんでいるような奴やつらばかりだが、江え角すみもまさにそれでなあ。狂きょう気きのようにのめり込こむタイプだった。研けん究きゅうのことを語かたらせればおもしろかったんだが……。恋こい人びとを事じ故こで失なくしてからは、ますます異い常じょうに拍はく車しゃがかかってな」

　部へ屋やに閉とじこもったっきり、何なん日にちも出でてこない江え角すみを、秀しゅう士じ郎ろうたちはずいぶん心しん配ぱいした。江え角すみは、枯かれ枝えだのようになって部へ屋やから出でてきて少すこし休やすむと、また何なん日にちも閉とじこもるということをくり返かえした。なにをしているのか聞きき出だすこともできなかった。始し終じゅうブツブツとなにかをつぶやき、分ぶ厚あつい本ほんを大だい事じそうに抱かかえて、イライラしたり泣なき出だしたりした。廊ろう下かや壁かべに、一いっ心しん不ふ乱らんに意い味み不ふ明めいな記き号ごうを書かき込こむこともあった。

「研けん究きゅうにのめり込こむあまり、頭あたまがイカレる奴やつぁ大おお勢ぜいいる。江え角すみもそうきたかと思おもっておったよ」

　ところが、そういう状じょう態たいが何なん年ねんか続つづいたある日ひ。江え角すみは突とつ然ぜん、正しょう気きにもどった。

「口くちもまともにきくし、態たい度ども落おち着ついて、飯めしもちゃんと食くうし、世せ間けん話ばなしだってできるようになったんじゃ。いや、あのときは驚おどろいたわぃ」

　秀しゅう士じ郎ろうは苦にが笑わらいした。龍神たつみは首くびをかしげた。

「病びょう気きが治なおったの？」

「治なおったというかなんというか……」

　江え角すみはしかし、相あい変かわらず研けん究きゅうは続つづけているらしく、部へ屋やに閉とじこもり、そこには決けっして誰だれも立たち入いらせなかった。フラスコや試し験けん管かんなど、江え角すみの研けん究きゅうには無む縁えんと思おもわれるような器き材ざいをたくさん持もち込こんだり、どうするのか、鳥とりや兎うさぎなどの小しょう動どう物ぶつも購こう入にゅうしたりした。

　髪かみを伸のばしやせた江え角すみだが、以い前ぜんの神しん経けい質しつそうな彼かれとはすっかり面おもがわりし、おだやかな中なかに目めだけが力ちからを持もった感かんじで、なにか凄すご味みを感かんじさせた。

「江え角すみさんがいた部へ屋やって……ここ？」

「そうだ。江え角すみはな、いつの間まにか魔ま術じゅつの研けん究きゅうに没ぼっ頭とうしておったのヨ。もともと宗しゅう教きょうと魔ま術じゅつは渾こん然ぜん一いっ体たいだから、江え角すみにはその垣かき根ねを越こえることなぞたやすかったんだろう。そして奴やつは……研けん究きゅうだけでなく、魔ま術じゅつを実践した」

　龍神たつみは話はなしの展てん開かいに息いきを吞のんだ。

「奴やつは、異い次じ元げんへの……魔ま法ほうの世せ界かいへの扉とびらを開ひらきおったんじゃ」

「ま、魔ま法ほうの世せ界かいへの……扉とびら？」

「そこから妖よう魔まを呼よび出だし、夜よ毎ごとそやつらと交こう流りゅうしておった。ここでな」

　秀しゅう士じ郎ろうは、床ゆかに描えがかれた円えんの図ずを指ゆび差さした。龍神たつみは、思おもわずビクッと身みを引ひいた。

「この丸まるい図ずは魔ま法ほう円えんというてな、魔ま法ほうの世せ界かいへの扉とびらであり、鍵かぎでもある」

　龍神たつみはあらためて魔ま法ほう円えんを見みた。

「魔ま法ほう円えん……！」

　そして龍神たつみは、ここまできて初はじめて疑ぎ問もんに思おもったことを秀しゅう士じ郎ろうに訊たずねてみた。

「おじいちゃんは……どうして幽ゆう霊れいになったの？　江え角すみさんの話はなしとなにか関かん係けいがあるの？」

「万ばん聖せい節せつの夜よるだったのぅ……忘わすれもせん」

　秀しゅう士じ郎ろうは、なつかしそうに目めを細ほそめた。その眼まな差ざしが遠とおくを見みている。とても遠とおくを。







「世せ話わになったな、秀しゅう士じ郎ろう。俺おれは今こん晩ばん発たつよ」

　夕ゆう食しょくを食たべながら、江え角すみはとうとつに言いった。

「発たつ？」

　秀しゅう士じ郎ろうにはその意い味みがわからなかった。

　岬みさきの塔とうは、食くえない芸げい術じゅつ家か仲なか間まのために建たてたといっていい。金かねのある奴やつがない奴やつを養やしなう。才さい能のうはあるが、まだ食くえない奴やつが食くえるようになるまで。才さい能のうはないが情じょう熱ねつだけはある奴やつの、その情じょう熱ねつが冷さめるまで。気き兼がねなしに創そう作さくや研けん究きゅうに没ぼっ頭とうできるようにと。

　才さい能のうを開かい花かさせ、塔とうを巣す立だった奴やつがいた。まともな職しょくにつくため、塔とうを去さった奴やつがいた。はじめに比くらべれば、塔とうの住じゅう人にんもずいぶん減へった。

　そんななかで、江え角すみは才さい能のうも情じょう熱ねつも充じゅう分ぶんあるが、いかんせんそれで身みを立たてることができない人じん種しゅだった。天てん涯がい孤こ独どくで、恋こい人びとを失うしない、行いくあてもない。秀しゅう士じ郎ろうは、死しぬまで面めん倒どうをみてやろうと思おもっていた。

「お前まえがどこへ行いくって、江え角すみ？　行いくとこなんざねぇだろうが」

　江え角すみは笑わらった。見みたこともない笑え顔がお。美うつくしいが、どこか不ふ吉きつな影かげが差さしているような、これはなにか重じゅう大だいな決けつ意いをした者ものの笑え顔がおだ。秀しゅう士じ郎ろうは江え角すみを睨にらみすえた。

「お前めぇ、まさか首くびでも吊つろうってんじゃねえだろうな？」

「はは」

　短みじかく笑わらって、江え角すみは席せきを立たった。

「あとで俺おれの部へ屋やへ来きてくれ。見みせたいものがある。たのみたいこともな」

「……」

　江え角すみがこの塔とうへ来きて、十五年ねんが過すぎていた。




　日ひが変かわろうかというころ、書しょ庫この奥おく、十年ねん以い上じょうも閉とざされたままだった江え角すみの部へ屋やの扉とびらが、開ひらかれようとしていた。

　不ふ吉きつな図ず柄がらが描えがかれた扉とびらの前まえで、秀しゅう士じ郎ろうは全ぜん身しんに鳥とり肌はだを立たたせていた。扉とびらの向むこうから漏もれくる妖あやしい気け配はいに、神しん経けいがピリピリと警けい報ほうを鳴ならしている。尋じん常じょうでないものが、この向むこうにいる。

「……くそったれ！」

　秀しゅう士じ郎ろうは、思おもい切きって扉とびらを開あけた。とたんに、ゾッとするような冷つめたい風かぜに吹ふかれた。

「!?」

　扉とびらの正しょう面めんの大おおきな丸まるい窓まどが開ひらいていた。風かぜはそこから、渦うずを巻まくように吹ふいてくる。しかし、夜よ中なかだというのに、窓まどの外そとは異い様ように明あかるかった。しかも丸まるい窓まどの外そとだけが明あかるいのだ。他ほかの窓まどはすべて夜よるの闇やみに染そまっているのに。

　部へ屋やを見み回まわせば、机つくえの上うえには山やまのような実じっ験けん道どう具ぐ。天てん井じょうから吊つり下さげられたいくつもの籠かごの中なかでは、見みたこともない姿すがたの鳥とりのような生いき物ものが汚きたない鳴なき声ごえをあげ、バタバタと暴あばれている。

　机つくえの向むこうの大おおきな椅い子すに腰こし掛かけていた江え角すみが立たち上あがった。黒くろいコートのすそが風かぜにはためく。

「お前まえはここで……いったいなにをしていたんだ、江え角すみ!?」

　呆ぼう然ぜんと問とう秀しゅう士じ郎ろうに、江え角すみはおだやかな口く調ちょうで答こたえた。

「弓ゆみ子こを失うしなったとき、俺おれの中なかの宗しゅう教きょうも死しんだ。どの宗しゅう教きょうの、どんな祈いのりも教きょう義ぎも規き範はんも、俺おれを救すくってはくれなかった。それなら……別べつのアプローチをしてみようと思おもったのさ」

　江え角すみは、黒くろい分ぶ厚あつい本ほんを広ひろげて見みせた。扉とびらや床ゆかに描えがかれているような図ずが載のっていた。

「死し者しゃを呼よび出だす魔ま法ほう円えんだ。エリザベス朝ちょう時じ代だい、占せん星せい学がく博はく士しのジョン・ディと錬れん金きん術じゅつ師しのケリィが行おこなったとされている」

「魔ま法ほうだと……!?」

「そうさ、秀しゅう士じ郎ろう。魔ま術じゅつだ。俺おれはここで、ずっと魔ま術じゅつを研けん究きゅうしていた。実じっ践せんするために！」

「実じっ践せん」という言こと葉ばに、秀しゅう士じ郎ろうは慄りつ然ぜんとした。丸まるい窓まどの向むこうから吹ふき荒あれる風かぜ、描えがかれた魔ま法ほう円えん、実じっ験けん道どう具ぐ、得え体たいの知しれない動どう物ぶつ、すべてが「魔ま術じゅつの実じっ践せん」という言こと葉ばとあいまって身みに迫せまってくる。

「幸こうか不ふ幸こうか、俺おれには才さい能のうがあったようなんだ。俺おれは……異い次じ元げんへの扉とびらを開ひらくことができたんだ」

「……」

「素す晴ばらしい体たい験けんだった。俺おれたちが生いきているこの世よが、なんてちっぽけな世せ界かいだったか思おもい知しらされたよ。俺おれはもう、弓ゆみ子このことはどうでもよくなった。もっともっと、別べつの世せ界かいのことが知しりたくなったんだ」

「江え角すみ……」

「俺おれは行いくよ。あっちの世せ界かいへ。もうすぐ迎むかえが来くる……」

「江え角すみ！」

　丸まる窓まどから吹ふき荒あれる風かぜが、いっそう異い様ような気け配はいを増ました。鳥とり籠かごがガタガタ揺ゆれ、ついに口くちのあいたそこから生いき物ものが飛とび出だし、部へ屋やの中なかを飛とび回まわった。

「秀しゅう士じ郎ろう。お前まえにはどれほど礼れいを言いっていいかわからない。こんな俺おれの面めん倒どうを見み続つづけてくれて……。でも、世せ話わになったついでにもう少すこしたのまれてくれ。この部へ屋やの管かん理りをたのむ。ここは異い次じ元げんとつながった空くう間かんなんだ。俺おれが帰かえってくるとしたら……ここだから」

[image: ]

　江え角すみは笑わらった。清すが々すがしい笑え顔がおだった。すべてをふっきって、生うまれ暮くらしてきた世せ界かいそのものを捨すてて、まったく違ちがう次じ元げんと時じ間かんの旅たびへ。まったく違ちがう可か能のう性せいを追おって……。

（こんな生いき方かたが……！）

　差さし出だされた江え角すみの手てを、秀しゅう士じ郎ろうは黙だまって握にぎった。これが最さい後ごの握あく手しゅになるのか。

　幽ゆう霊れいの話はなしも妖よう怪かいの話はなしも、異い次じ元げんの話はなしも魔ま法ほうの話はなしも、仲なか間またちとさんざんしてきた。皆みなこのての話はなしが大だい好すきだった。そういう本ほんも山やまほど集あつめた。なのに、今いま目めの前まえで実じっ際さいに起おこっていることが信しんじられない。

「……帰かえってこいよ……。あっちの世せ界かいの話はなしを聞きくのを楽たのしみにしてるぞ」

　いつの間まにか肌はだから寒さむ気けは消きえ、かわりに秀しゅう士じ郎ろうの胸むねは高たか鳴なった。こんなすごい事じ実じつを見みせつけられては、胸むねが躍おどらないわけがない。世せ界かいは広ひろいのだ。果はてしなく。とてつもなく。その証しょう拠こが目めの前まえにある！

　江え角すみはうれしそうに目めを細ほそめた。それから、重かさねた秀しゅう士じ郎ろうの手ての中なかに指ゆび輪わを一つ握にぎらせた。

「俺おれからの贈おくり物ものだ。きっと役やくに立たつ」

　丸まる窓まどの向むこうの光ひかりが強つよくなった。獣けものが吠ほえるような声こえが聞きこえた。

「下さがれ!!」

　激はげしく渦うず巻まく風かぜ。試し験けん管かんやフラスコが吹ふき飛とばされて割われた。

　目めもくらむような光ひかりを放はなつ丸まる窓まどの向むこうに、なにかがやってきた。

「江え角すみ──っ!!」







　龍神たつみは冷ひや汗あせをかいていた。胸むねがドッドッドッと大おおきく弾はずんでいる。

「それで？　それでどうしたの？　窓まどの外そとに来きたのはなんだったの？」

「さぁて。眩まぶしくてよく見みえんかった」

　秀しゅう士じ郎ろうは、顎あごをこすりながらのんびり言いった。

「おじいちゃ～～ん」

「ひひひひ……本ほん当とうじゃよ。逆ぎゃっ光こうの中なかにかろうじて見みえたのは、馬ば鹿かでかい巨きょ人じんのような奴やつで、つるつるの頭あたまをして、蝙こう蝠もりのような羽はねをはやしておった姿すがただ」

　龍神たつみは、ごくりと生なま唾つばを飲のんだ。

「江え角すみさんは、そいつと……別べつの世せ界かいへ行いっちゃったんだ」

「ああ」

　秀しゅう士じ郎ろうはうなずいた。







　丸まる窓まどの側そばから江え角すみの姿すがたが消きえると同どう時じに、吹ふき荒あれていた風かぜがピタリとやみ、部へ屋やの中なかはなにごともなかったように静しずまり返かえった。得え体たいの知しれない生いき物ものの姿すがたもなかった。魔ま法ほう円えんの描えがかれた丸まる窓まども閉とじていて、その向むこうには夜よるの闇やみが広ひろがっていた。

　カチリと、柱はしら時ど計けいが午ご前ぜん零れい時じ一分ぷんをさした。たしか部へ屋やに入はいる前まえがちょうど午ご前ぜん零れい時じぐらいかと思おもっていたが、一、二分ふんしかたっていないということなのか？　秀しゅう士じ郎ろうは、しばらく呆ぼう然ぜんとするばかりだった。







「はあ～～～っ」

　龍神たつみは、やっと一ひと息いきついた。全ぜん身しんから力ちからが抜ぬけてゆく。

「おい！」

　ギルバルスの不ふ機き嫌げんそうな声こえがした。はっと気きづくと、龍神たつみはギルバルスの身体からだを思おもい切きり抱だきしめていた。緊きん張ちょうのあまりしがみついていたらしい。

「あっ、ご、ごめん！　つい……」

　龍神たつみは頭あたまをかいた。

「おじいちゃんは、それからどうしたの？」

「江え角すみがくれた指ゆび輪わをはめてみた」

　秀しゅう士じ郎ろうは、龍神たつみに左ひだり手てを見みせた。薬くすり指ゆびにその指ゆび輪わははまっていた。渋しぶい金きん台だいに、ルビーのような赤あかい石いしが嵌はめ込こまれている。

「江え角すみさんが、役やくに立たつって言いってた指ゆび輪わだね。はめてみて、どうなったの？」

「こいつが出でてきた」

　秀しゅう士じ郎ろうはギルバルスを指ゆび差さした。







　秀しゅう士じ郎ろうが指ゆび輪わをはめたとたん、目めの前まえにビュオッ!!　とつむじ風かぜが起おこった。

「うおっ!?」

　風かぜが去さったあとに、犬いぬがいた。馬ば鹿かでかい犬いぬが。片かた目めに眼がん帯たいを付つけて。

「…………っ」

　突とつ然ぜん現あらわれた巨きょ大だいな犬いぬに、秀しゅう士じ郎ろうは度ど肝ぎもを抜ぬかれた。しかもその犬いぬは、秀しゅう士じ郎ろうをジロジロ眺ながめたあげく、人にん間げんの言こと葉ばでこう言いったのだ。

「こんなド素人しろうとに、俺おれが使つかいこなせんのかあ？　どういうつもりだよ、江え角すみのヤロー」

「お、お前まえ！　口くちがきける犬いぬなのか!!」

「犬いぬの姿すがたはしてるが、俺おれは犬いぬじゃねえ。江え角すみの契けい約やく妖よう魔まだ。あいつに、てめぇのことをたのまれたのヨ、秀しゅう士じ郎ろう」

「!!」

　そのときの秀しゅう士じ郎ろうの驚おどろきたるや…………龍神たつみと同おなじだった。







「ガキみたいに大おお喜よろこびしやがった。お前まえとまるっきりおんなじだったぜ、龍神たつみ」

　ギルバルスにそう言いわれて、龍神たつみはなんだかうれしかった。

「えへへ」

　龍神たつみは秀しゅう士じ郎ろうと顔かおを見み合あわせて笑わらった。

「だってそーだろーが？　魔ま法ほうの生いき物ものだぞ！　そいつがわしの役やくに立たつってんだから、これが喜よろこばずにいられるかい」




　しかし、本ほん格かく的てきな魔ま術じゅつのことはまったく知しらなかった秀しゅう士じ郎ろうは、ギルバルスの助たすけを借かりて魔ま術じゅつの勉べん強きょうをはじめることとなった。

　江え角すみの部へ屋やには、江え角すみが使つかっていた道どう具ぐやら本ほんやら、魔ま術じゅつに関かんするものがすべて残のこっていた。




「その棚たなにあるのは、すべて魔ま法ほう書しょだ。しかもとびきりのな。本ほんそのものが魔ま力りょくを持もっておって、へたに扱あつかうことができんシロモノばかりよ」

　秀しゅう士じ郎ろうは、棚たなにズラリと並ならんだ本ほんを指ゆび差さした。

「そ、そうだったんだ」

　龍神たつみは冷ひや汗あせがでた。

「だがまあ、いくら環かん境きょうが整ととのっておっても、しょせんわしには魔ま道どう士しになれる才さい能のうというやつがない。まあ、魔ま道どう士しになろうとも思おもわんがな。それでも魔ま術じゅつの勉べん強きょうはおもしろかったぞ。それに江え角すみが言いったように、この部へ屋やは奴やつが開ひらいた次元とつながった場所なもんでな。ときおり、向こうから客がやってくるのヨ」

「……向むこうから客きゃく……って!?　あ」

「そう。ヒルデガルドが、その一人ひとりだ。江え角すみと交こう流りゅうを持もっておった妖よう魔まやら魔ま道どう士しやらの『魔ま物もの』だ」

「ま、魔ま物もの!?　あの女おんなの人ひと、魔ま物ものなんだ!?　そんなのが来きてあぶなくないのっ??」

　秀しゅう士じ郎ろうは笑わらった。

「魔ま物ものというても、吸きゅう血けつ鬼きやら人ひと喰くいやらってぇ化ばけ物ものじゃないし、凶きょう悪あくな連れん中ちゅうでもない。それに、奴やつらはこの魔ま法ほう円えんから外そとへは出でられねぇのサ。奴やつらと話はなすのは、なかなか興きょう味み深ぶかいぞ。人にん間げん以い外がいのモノと喋しゃべる機き会かいなぞ、ふつうはないもんだからな」

　今いまや、自じ分ぶんが「人にん間げん以い外がいのモノ」となっていることはとりあえず棚たなの上うえに上あげておいて、秀しゅう士じ郎ろうは大おお笑わらいした。

　龍神たつみは床ゆかに描えがかれた魔ま法ほう円えんを見みた。魔ま法ほう円えんの直ちょっ径けいは二メートルほど。複ふく雑ざつに描かき込こまれた文も字じやら記き号ごうやらに、あらためて鳥とり肌はだが立たつ思おもいがする。ここに、異い世せ界かいの住じゅう人にんたちがやってくる。ヒルデガルドの姿すがたを思おもい返かえし、龍神たつみはあらためて、恐おそろしいような楽たのしいような、わけがわからない気き持もちに襲おそわれ、胸むねがまた締しめつけられた。

　秀しゅう士じ郎ろうは窓まど辺べに立たち、外そとを眺ながめた。ここで話はなされている事じ実じつがまったくの夢ゆめ物もの語がたりのような、のどかな空そらと海うみが広ひろがっている。陽ひ射ざしはキラキラと輝かがやいている。

「それから時ときがたって、塔とうで暮くらす仲なか間まもいなくなったが、わしはここで魔ま術じゅつの勉べん強きょうを続つづけた。せめてこの部へ屋やを管かん理りできるくらいの知ち識しきを身みに付つけんとな。ギルバルスは確たしかに役やくに立たったぞ。魔ま術じゅつの勉べん強きょうの助たすけに話はなし相あい手てに喧けん嘩か相あい手て。食くい物ものの買かい出だしとかも行いってくれたしな」

　と、秀しゅう士じ郎ろうは笑わらった。ギルバルスは不ふ満まんそうに唸うなった。

「けっ！　てめぇにかかっちゃあ、俺おれぁ単たんなる雑ざつ用よう係がかりだぜ。使つかい魔まってえのは、だいたいが『呪のろいの運はこび屋や』なんだぜ。その俺おれが、なんでスーパーで豆とう腐ふとか買かわなきゃならねぇんだっての！」

「かの大だい魔ま道どう士し安あ倍べの晴せい明めいだとて、使つかい魔まに戸との開あけ閉しめをさせてたっていうじゃねぇか」

「あはははは！」

　龍神たつみは笑わらってから、ハタと疑ぎ問もんに思おもった。

「犬いぬの姿すがたで買かい物ものできたの？」

「ギルバルスは人ひと形がたに変へん身しんできるのヨ」

「変へん身しん!!　す、すごいや、ギルバルス！　変へん身しんしてみて！　してみてよ!!」

「アホか、見み世せ物ものじゃねえ！」

　そう言いうと、ギルバルスはくるりと丸まるくなった。




　いつの間まにか昼ひるも過すぎ、開あけ放はなした窓まどから心ここ地ちよい風かぜが入はいってきた。

　すきっ腹ぱらも忘わすれて話はなしに聞きき入いっていた龍神たつみは、ようやく弁べん当とうを広ひろげた。のどがカラカラだ。水すい筒とうのお茶ちゃをゴクゴク飲のむ。

「おじいちゃんも食たべる？　僕ぼくが握にぎったおにぎりだけど」

　秀しゅう士じ郎ろうは首くびを振ふった。

「おかしなものでな。死しんだ直ちょく後ごは、食べるという習慣が残のこっていたが、さすがに幽ゆう霊れいの身みでは腹はらはへらん。だからそのうち忘わすれちまったよ。ところが冷ひや奴やっこだけは、今いまでも無む性しょうに食くいたくなるときがあるんじゃ」

「へぇ～、不ふ思し議ぎだなあ。味あじとか匂においとかはわかるの？」

「記憶としてだがな。感かんじる力ちから、考かんがえる力ちからというのは、物ぶっ質しつ化かすることができるのよ」

　なんだか難むずかしげな話はなしだ。龍神たつみにはよくわからなかった。

「おじいちゃんは、僕ぼくが生うまれる前まえの年としに死しんだって、お父とうさんが」

「ああ。自じ分ぶんが死しぬことはわかっておったよ」

「本ほん当とう？　それって……怖こわくなかったの？」

「わしが死しんだのは七十のときだからな。生いきているうちにやれることはやり尽つくしたし、肉にく体たいに未み練れんなぞはなかったサ。お前まえも、いつ死しんでもいいように、未み練れんたらしい生いき方かたはするなよ、龍神たつみ」

　そう言いわれても、未み練れんのない生いき方かたとはどんなものか、今いまの龍神たつみにはさっぱりわからない。

「弁べん護ご士しのところで、この塔とうの管かん理りについて話はなし終おわったときに心しん臓ぞう発ほっ作さを起おこしたようだ。急きゅうに胸むねが苦くるしくなって視し界かいがせばまってな。ああ、来きたかと思おもった。だが次つぎに気きがつくと、わしはこの塔とうへもどっておったんじゃ。あの庭にわへな」

　秀しゅう士じ郎ろうは、感かん慨がい深ぶかげに小ちいさな庭にわを見み下おろした。

「幽ゆう霊れいになって……!?」

「そうだ。でも言いうたろう。生いきていても死しんでいても、あまり変かわらんと」







　春はるだった。

　海うみは青あおく、空そらは透すき通とおり、風かぜは花はなの香かおりがした。池いけの水すい面めんに桜さくらの花はなびらがはらはらと散ちり、温あたたかい陽ひ射ざしが小ちいさな庭にわいっぱいにあふれていた。

「よう、どうだ秀しゅう士じ郎ろう。死しんだ気き分ぶんは？」

　池いけのほとりにギルバルスが座すわっていた。そのかたわらに立たっているはずの自じ分ぶんの姿すがたが水すい面めんに映うつっていないことに、秀しゅう士じ郎ろうは万ばん感かん胸むねに迫せまる思おもいがした。

　風かぜのささやきも、花はなの香かおりも、陽ひ射ざしの温あたたかさも、記き憶おくが感かんじるものに過すぎない。それでも、ぬるい池いけの水みずをすくうと、おたまじゃくしが掌てのひらにさわるくすぐったさが伝つたわってくる。今いまはじめて、それを愛いとしいと思おもう。

「人にん間げんとは……不ぶ器き用ような生いき物ものよなあ、ギルバルス……」

「だから、皆みな異い界かいに思おもいを馳はせるのさ。高たかみへ、高たかみへとな」

　ギルバルスは、ふーっと大おおきく煙けむりを吐はいた。







「わしが、ここにくくられておるのは、江え角すみの力ちからによるものかはわからん。ま、幽ゆう霊れい生せい活かつをエンジョイしとるからいいんだがな。話はなし相あい手てもおるしの」

　秀しゅう士じ郎ろうは、ギルバルスを見みて笑わらった。龍神たつみも笑わらった。龍神たつみはまた無む意い識しきに、ギルバルスの頭あたまを撫なでていた。ギルバルスはもう文もん句くを言いわなかった。

　こんなことを考かんがえては悪わるいのかもしれないけれど、龍神たつみは、秀しゅう士じ郎ろうじいちゃんが成じょう仏ぶつせず幽ゆう霊れいになってこの塔とうにいてくれて良よかったと思おもった。そうでなければ、こんなすごい体たい験けんはできなかったのだから。

「そういえば、おじいちゃん……お父とうさんはここで暮くらしていたの？」

「功こうか？　まあ、ここで暮くらしていたことは暮くらしていたが、奴やつはこの塔とうやここに集あつまる連れん中ちゅうが嫌きらいでなあ。あれは真面目まじめで融ゆう通ずうのきかん朴ぼく念ねん仁じんじゃろう？　あの頭あたまの固かたさは、いったい誰だれに似にたのやら！　お前まえもそう思おもうだろう、龍神たつみ？」

　秀しゅう士じ郎ろうにそう問とわれて、龍神たつみはどう答こたえていいものか苦にが笑わらいした。

「確たしかにここに集あつまっていた連れん中ちゅうは、凡ぼん人じんからすれば理り解かいしがたい天てん才さい肌はだの奴やつが多おおかった。奇き行こうや妄もう言げんは当あたり前まえ。まともに社しゃ会かい生せい活かつを送おくれない奴やつらが集あつまって、理り想そうや夢ゆめばかりを語かたっておる姿すがたは、功こうにはさぞや馬ば鹿かげて映うつったろう。奴やつは寮りょうのある高こう校こうへ進しん学がくし、さっさとここを出でて行いきおった。江え角すみが向むこうへ行いった二、三年ねんあとぐらいだったかの。次つぎに会おうたのは、栄さかえが死しんだときだ」

「栄さかえ……栄さかえおばあちゃん」

「功こうは、栄さかえが苦く労ろうして不ふ幸こうだったように思おもっとるみたいだが、あれはいつも笑わらっていたぞ」

　秀しゅう士じ郎ろう自じ身しんも充じゅう分ぶん奇き人じん変へん人じんなのに、同おなじような奇き人じんや変へん人じんどもにかこまれて、こんな変へんな家いえで暮くらす日ひ々びというのは、実じっ際さいのところいったいどういうものだっただろう。

　今いまの父ちちが真面目まじめすぎるぐらい真面目まじめでお堅かたい性せい格かくなのは、ここで暮くらした反はん動どうなのではないかと、龍神たつみは思おもった。

　功こうが、魔ま法ほうとか非ひ科か学がく的てきなことが大だい嫌きらいな理り由ゆうもわかった。功こうが中ちゅう学がく生せいぐらいのころ、ちょうど秀しゅう士じ郎ろうが魔ま術じゅつについて勉べん強きょう中ちゅうだったのだ。功こうは、秀しゅう士じ郎ろうが真面目まじめに魔ま術じゅつに取とり組くむことが理り解かいできなかったのだ。それはひどく馬ば鹿か馬ば鹿かしく、異い様ようなことに思おもえたのだ。だから、拒きょ絶ぜつした。

「お父とうさんは、ギルバルスのことは知しってたの？」

「いや、この塔とうに人ひとがおる間あいだは、ギルバルスはこの部へ屋やから出でなんだ。しばらくは、わしもコレをどう扱あつかっていいかわからなんだしな」

　ギルバルスは、ソファの上うえで丸まるまったままだった。

「本ほん当とうに……本ほん物ものの魔ま法ほうの塔とう……」

　龍神たつみは、感かん慨がい深ぶかかった。目めの廻まわるような特とく殊しゅなことなのだが、なんだか素す直なおに、真面目まじめに受うけ取とることができる感かんじがした。

（だって、おじいちゃんその人ひとが幽ゆう霊れいなんだもん……いや、そうじゃなくて……）

「だが、江え角すみの話はなしも魔ま術じゅつの話はなしも、お前まえには関かん係けいのないことだ、龍神たつみ」

「え？　ど、どういうこと？」

「お前まえは、わしの存そん在ざいもふくめて、世よの中なかにはこういうこともあるのだと、それぐらいの気き持もちでいればいいのだ。ことさら、魔ま法ほうだ幽ゆう霊れいだ化ばけ物ものだと思おもう必ひつ要ようはない。また、こちらの世せ界かいへ踏ふみ入いってくる必ひつ要ようもない」

　そう言いう秀しゅう士じ郎ろうの声こえは、今いままでになくおだやかで、深ふかい音おとに満みちていた。

「それよりもお前まえは、本ほんを読よみ、景け色しきを見み、絵えを描かくことに専せん念ねんせよ。それが、お前まえの在あるべき姿すがただ」

「……」

　ああ、そうか。こういうことだったのかと、龍神たつみは深ふかく納なっ得とくした。

（魔ま法ほうも幽ゆう霊れいも、あることは、あること。そして、僕ぼくは僕ぼく。僕ぼくらがあることは、特とく別べつなことじゃないんだ。ただ僕ぼくは、僕らしくあること。そうなんだ……）

「うん」

　龍神たつみは、笑え顔がおでうなずいた。なんだか初はじめて秀しゅう士じ郎ろうの難むずかしい言こと葉ばが理り解かいできたようで、とてもうれしかった。







　　　　龍神たつみはいろいろ考かんがえる







「兄にいさん、まだ絵えを描かいてるの？」

　夕ゆう食しょくの席せきで、和かず人とがこう訊たずねてきた。

「あ？　ああ、うん。まぁね」

　和かず人とが自じ分ぶんに話はなしを振ふってくるなんてめずらしいと、龍神たつみは思おもった。おもしろい話はなしもなく、しゃべることも大たいして得とく意いではない長ちょう男なんの代かわりに、家か族ぞくの食しょく卓たくを盛もり上あげてくれるのは和かず人との得とく意い技わざであり、「役やく目め」でもあった。和かず人とも、そして龍神たつみもそれはわかっていた。

「このごろ、楽たのしそうだよ、兄にいさん」

「そ、そうかな？　うん、まぁ楽たのしいけど」

　毎まい日にち毎まい日にち、朝あさ早はやくから夕ゆう方がたまで、魔ま法ほうの塔とうで秀しゅう士じ郎ろうとさまざまに話はなし、本ほんを読よみ、絵えを描かいている龍神たつみに、目めに見みえる変へん化かが現あらわれて当とう然ぜんだった。往おう復ふく二時じ間かんのサイクリングで、日ひ焼やけし、筋きん力りょくもついてきていた。

「なんか、元げん気きになったよね、龍たつ兄にいちゃん」

　晶あき子こが無む邪じゃ気きに言いった。しかし、母はは弘ひろ子こは少すこし不ふ安あんそうだった。

「毎まい日にち出でて行いかずに、たまにはみんなで一いっ緒しょにいましょうよ、龍神たつみ？」

「あ、ん……」

「そうだな。本ほん当とうにここんとこ、ずっとお前まえはいなかったから……。日にち曜ようには、みんなでどこかへ行いこうか」

　父ちち功こうは、悪わるささえしていなければ、龍神たつみは男おとこの子こだし、一人ひとりでなにをしようがかまわないと思おもっていた。それでも、それまでの龍神たつみとは急きゅう速そくに変かわりつつあることに、妻つまと同おなじような不ふ安あんを頭あたまの隅すみで感かんじていた。

　そしてそれは、和かず人とも感かんじていたことだった。

「僕ぼく、友とも達だちのとこへ行いくんだったけど延のばしてもらうよ！」

　龍神たつみの、どこがどういう風ふうに変かわりつつあるのか、はっきりとはわからなかった。日ひ焼やけしてたくましくなってきたこととは違ちがう。身体からだが成せい長ちょうしていることとは違ちがう。そういうこととは違ちがうなにかが、激はげしく龍神たつみを変かえていっている。功こうと弘ひろ子こと和かず人とは、なぜかそう感かんじて漠ばく然ぜんとした不ふ安あんを抱いだかずにいられなかった。

「わあーい！　行いこう、行いこう!!」

　晶あき子こが万ばん歳ざいした。

　龍神たつみは、苦にが笑わらいした。

（そうだよな。あんまり毎まい日にち出でていってちゃ、怪あやしまれるかな）

「うん。いいね」

　龍神たつみがそう言いうと、両りょう親しんと和かず人とはホッとしてうれしそうに笑わらった。

「ねえ、兄にいさんはどんな絵えを描かいているの？　見みせてよ」

「あっ、あたしも見みたーい！」

　今日きょうはずいぶん自じ分ぶんに話はなしを振ふるなあと、龍神たつみは和かず人とを見みて思おもった。和かず人とは、仔こ犬いぬのように龍神たつみを待まっていた。

「まぁ、あんまり人ひとにお見みせできるようなものでもありませんが……」

　と頭あたまを搔かきながら、龍神たつみはスケッチブックを出だしてきた。晶あき子こが、アハハと笑わらった。しかし、龍神たつみがこんな風ふうな物もの言いいをすることにも、功こうたちは違い和わ感かんを覚おぼえた。

「わぁ、綺き麗れい！」

　スケッチブックには、花はなや虫むしの色いろ鉛えん筆ぴつ画がが何なん枚まいか描えがかれていた。

「ほぉ、けっこう上手うまいじゃないか、龍神たつみ」

「うん、上手うまい！」

「お母かあさん、もっとマンガみたいなものかと思おもっていたわ。ちゃんとした写しゃ生せい画がなのね」

　皆みな、感かん心しんしたようだった。

「えへへ」

　龍神たつみは皆みなに褒ほめられてうれしかった。
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「色いろ鉛えん筆ぴつの次つぎは、水すい彩さいをやりたいんだ」

　と、龍神たつみが言いったときだった。功こうが笑わらって言いった。

「絵えを描かくのは、いい趣しゅ味みだな。でも、学がっ校こうの勉べん強きょうも忘わすれずにな」

　龍神たつみは、ハッとした。心こころの中なかに、ピン！　ときた感かんじだった。

『でも、学がっ校こうの勉べん強きょうも忘わすれずにな』──龍神たつみはここに、功こうの明あきらかな「反はん感かん」を感かんじた。

『学がっ校こうの勉べん強きょうをおろそかにしてまでするものではない』

　父ちちは、こう言いっているのだ。もちろん、無む意い識しきだろうが。でも、龍神たつみにはわかった。

　龍神たつみは、試ためしに言いってみた。

「僕ぼく、将しょう来らいは画が家かになろうかなぁ～」

　すると、龍神たつみの予よ想そう通どおりの答こたえが、家か族ぞく中じゅうから返かえってきた。

「なにをバカなことを……」

「まあ、夢ゆめみたいなことを言いって！」

「龍たつ兄にいちゃんに似に合あわな～い」

「兄にいさん、お父とうさんみたいな、福ふく祉しの仕し事ごとをするって言いってたじゃない」

　皆みな、笑わらっていた。そこには悪あく意いなど、微み塵じんもなかった。

「でも、芸げい術じゅつ家かなんてカッコイイじゃない？　大だい学がくは美び術じゅつ大だい目め指ざしてみようかなぁ」

　と、さらに言いってみる。

　晶あき子こが「アハハ」と笑わらう横よこで、和かず人とは困こまったように眉まゆをひそめた。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。そんなことに金かねを出だせるか」

　父ちちの声こえの調ちょう子しは軽かるいものだったが、目めは笑わらっていなかった。

「自じ分ぶんの将しょう来らいのことを、ふざけて言いうものじゃありませんよ、龍神たつみ」

　母ははは、ピシャリと言いった。

「ごめんなさい」

　龍神たつみは、軽かるめに頭あたまを下さげた。しかし、その胸むねはつまりそうだった。顔かおが引ひきつる。

（もし……、もしも僕ぼくが、本ほん当とうに画が家かになるって言いい出だしたら……なにを言いわれるだろう？）

　龍神たつみは、なんだかうすら寒さむい思おもいがした。

　家か族ぞくは皆みな、龍神たつみは「公こう務む員いんになる」と思おもい込こんでいる。それ以い外がいの道みち、ましてや画が家かのような特とく別べつな可か能のう性せいは……間ま違ちがいなく否ひ定ていされると感かんじた。

　そして龍神たつみは、今いまはじめて、自じ分ぶんが今いままでそのことに「疑ぎ問もんを感かんじなかった」ことに気きづいた。

　それでいいと、思おもっていた。

　だが、今いまはもう違ちがった。

「みんなは、絶ぜっ対たい認みとめてくれない。画が家かになるなんていう僕ぼくの可か能のう性せいを。僕ぼくは、お父とうさんのような仕し事ごとをしないと……。それに近ちかい仕し事ごとをしないと……認みとめてもらえない……！」

　龍神たつみは、目めの前まえが暗くらくなるのを感かんじた。







　魔ま法ほうの塔とうの一階かいホールの泉せん水すいが、夏なつの光ひかりを受うけてキラキラと輝かがやいていた。龍神たつみがガラスを磨みがいたかいがあり、ガラスの向むこうには美うつくしい庭にわの景け色しきが見みえ、透とう明めいな光ひかりが窓まどいっぱいにあふれていた。それはまるで、一枚まいの絵かい画がのようだった。

　龍神たつみは泉せん水すいに足あしをつけ、ボタニカル・アートの本ほんを広ひろげたままボンヤリとしていた。

　家か族ぞくの考かんがえがよくわかった龍神たつみは、自じ分ぶんの一つの可か能のう性せいを思おもうことも悲かなしかった。皆みなが思おもっている以い上じょうのことは、結けっ局きょくは「バカなこと」とか「適てき当とうにしておけ」と否ひ定ていされるかと思おもうと、なんだかなにもかもやる気きが失うせてしまった。そんな感かんじだった。

「お前まえは、よくその本ほんを見みているな」

　龍神たつみがハッと見み上あげると、秀しゅう士じ郎ろうが龍神たつみをのぞき込こんでいた。

「絵えもよく花はなを描かいているようだが……。花はなが好すきか」

「あ、うん。この本ほんの絵えって、写しゃ真しんみたいに綺き麗れいだけど写しゃ真しんじゃなくて、なんだか薔ば薇らの花はなも違ちがうなにかに見みえてくるから不ふ思し議ぎなんだ」

　秀しゅう士じ郎ろうは「ふむ」とうなずくと、やがて言いった。

「いいものを見みせてやろう」

　秀しゅう士じ郎ろうは、一ひと抱かかえもある大おおきな絵えを持もってきた。

「わ……、綺き麗れいだ！」

　垂たれ下さがったチューリップのような大おおきな花はなの中なかから、美うつくしい女おんなが生うまれようとしている。そんな幻げん想そう的てきな絵えだった。

「わしの友ゆう人じんが描かいたものだ。これが絶ぜっ筆ぴつとなった」

　龍神たつみのお気きに入いりのボタニカル・アートの中なかの花はなのように、あざやかで繊せん細さいな花はなの描びょう写しゃ、色しき彩さい。長ながい黒くろ髪かみの女おんなのなまめかしさ、夢ゆめ見みるような眼まな差ざし。

「遠とおい遠とおい南みなみの島しまに、女おんなを生うむワクワクという植しょく物ぶつがあるそうな」

「ホ、ホント!?　これは、そのワクワクの花はなを見みて描かいたの!?」

「まさか。ただの御お伽とぎ噺ばなしじゃよ。でもこれを見みると、そんな気きがするだろう？　画が家かのただの想そう像ぞう力りょくの産さん物ぶつには見みえん。生なま々なましく、活いき活いきとしている」

「……うん」

「江え角すみのように本ほん物ものの異い世せ界かいへ行いかずとも、芸げい術じゅつ家かは充じゅう分ぶんに広こう大だいな、想そう像ぞう力りょくという異い世せ界かいを持もっているのだ」

「うん」

　龍神たつみは大おおきくうなずいた。

「僕ぼくもこんな風ふうに描かけたらいいなぁ……」

「描かけるとも」

「ホントッ!?」

　龍神たつみは驚おどろいて秀しゅう士じ郎ろうを見みた。

「お前まえは花はなを描かくといい、龍神たつみ。お前まえは水みずだから、花はなと引ひき合あうのだ。お前まえなら瑞みず々みずしい花はなが描かけるだろう」

　秀しゅう士じ郎ろうのこの言こと葉ばの意い味みは、龍神たつみにはよくわからなかった。でも、自じ分ぶんのしたいことを「良よし」と言いってもらえて、とてもうれしかった。もちろん、将しょう来らい本ほん当とうに画が家かになるかなんて龍神たつみにもわからない。それでも、秀しゅう士じ郎ろうの言こと葉ばはうれしかった。自じ分ぶんの可か能のう性せいを認みとめてもらえてうれしかった。

「これからも、僕ぼくは絵えを描かいてゆこう」

　龍神たつみは、そう思おもった。




　夏なつ休やすみの間あいだ、龍神たつみは家か族ぞくに注ちゅう意いされぬよう帰かえる時じ間かんなどを工く夫ふうしつつ、魔ま法ほうの塔とうへせっせと通かよった。

　絵えを描かきながら、本ほんを読よみながら、屋おく上じょうから海うみを眺ながめながら、秀しゅう士じ郎ろうといろいろなことを話はなした。自じ分ぶんのこと、家か族ぞくのこと、学がっ校こうのこと。最さい近きんのニュースや秀しゅう士じ郎ろうの若わかいころの話はなし、そして魔ま術じゅつの話はなしもちょっと。

　秀しゅう士じ郎ろうと話はなすごとに、龍神たつみは自じ分ぶんがよく見みえ、自じ分ぶんの考かんがえを練ねり直なおすことができた。秀しゅう士じ郎ろうの話はなしに納なっ得とくしたり反はん発ぱつしたり、驚おどろいたり感かん心しんしたり、それは新しん鮮せんな刺し激げきの連れん続ぞくだった。別べつの考かんがえの人ひとと話はなし合あうことが、こんなにもおもしろいと思おもわなかった。

「そうか。これがおじいちゃんの言いう『勉べん強きょう』なんだ！」

　龍神たつみは、頭あたまの中なかがスカーッとするようだった。

　龍神たつみの夏なつ休やすみは、今いままでで一いち番ばん充じゅう実じつし、そしてあっという間まに過すぎていったのだった。







　そうこうしているうちに、運うん動どう会かいの季き節せつがやってきた。




「運うん動どう会かいの順じゅん位いが無なくなるんだって！」

　クラスメイトが、大おおきなニュースを持もってやってきた。

「えっ、どういうこと？」

　クラスの皆みなが、わっと集あつまった。

「だから、徒と競きょう走そうとかの一番ばんとか二番ばんとかっていうのが無なくなるんだって」

　皆みなは顔かおを見み合あわせた。

「それじゃ、どうするの？」

「走はしるだけ。みんなで手てをつないで」

「はあ、なにソレ？」

「なんか、鈴すず江え君くんのためらしいよ」

　この春はる、条じょう北ほく小しょう学がっ校こう六年ねん二組くみに転てん入にゅうしてきた男おとこの子こがいる。鈴すず江え信のぶ久ひさだ。信のぶ久ひさは、右みぎ足あしが不ふ自じ由ゆうだった。体たい育いくの授じゅ業ぎょうで、皆みなにまじって懸けん命めいに走はしっている信のぶ久ひさの姿すがたを、三組くみの窓まどから誰だれもが、一いち度どならずも見みていた。ふだんはそうでもないようだが、走はしることはどうしても他ほかの子このようにいかない。信のぶ久ひさのゴールは、いつも最さい後ごだった。

「その鈴すず江え君くんのお母かあさんが言いったんだって。運うん動どう会かいで順じゅん位いをつけるのをやめろって」

　皆みなは、「あ～」とうなずきあった。

「鈴すず江え君くんのお母かあさんって、有ゆう名めい人じんだったよね」

「そうそう。テレビで見みたことある。身体からだに障しょう害がいを持もつ人ひとを助たすける仕し事ごとをしてるんだって。本ほんもいっぱい出だしてたよね」

「そうかあ、足あしが悪わるくて走はしれない人ひとと走はしれる人ひとは、競きょう走そうできないよね」

「それって不ふ公こう平へいだよね」

「鈴すず江え君くんと一いっ緒しょに走はしってあげようよ」

「そうね。それがいいわ」

　笑え顔がおでそう言いい合あう子こどもたち。龍神たつみも、一いっ瞬しゅん皆みなと同おなじように思おもった。しかし、龍神たつみの口くちからは、まったく違ちがう言こと葉ばが出でた。

「でも、それって本ほん当とうにいいことなのかな？」

　皆みなが、パッと龍神たつみの方ほうを見みた。

「鈴すず江え君くん一人ひとりのために、運うん動どう会かい全ぜん部ぶのルールを変かえちゃうなんて、それがいいことなのかなぁ」

　と、龍神たつみはつぶやくように言こと葉ばを続つづけた。女おんなの子この一人ひとりが言いった。

「だって陣じん内ない君くん、鈴すず江え君くんは足あしが悪わるいのよ!?　かわいそうじゃない。走はしる前まえからビリが決きまってるなんてさ」

　皆みながそれに続つづいた。

「鈴すず江え君くんがビリにならないのは、いいことじゃないか。これでみんな平びょう等どうだろ!?」

「いいこと」なのか？

　ルールを変かえて信のぶ久ひさをビリにしないことが「平びょう等どう」なのか？

　龍神たつみの頭あたまの中なかで、つぶやきは確かく信しんに変かわっていった。

「そうに決きまってんじゃん。なに言いってるの？」

　クラスの女おんなの子こたちが、龍神たつみに少すこしずつ迫せまってきた。その顔かおは、妙みょうに無む表ひょう情じょうで冷つめたかった。

「陣じん内ない君くんは、鈴すず江え君くんがビリでもいいってわけ？　足あしが悪わるくて走はしれないのに？」

「そんなかわいそうな鈴すず江え君くんを、陣じん内ない君くんは平へい気きで追おい抜ぬけるってわけ？」

「それは……。でも、それは鈴すず江え君くんが一いち番ばんよく知しってるわけだし」

「陣じん内ない君くんって、イジワルね」

　その一ひと言ことで、皆みなの雰ふん囲い気きがサッと変かわった。

「鈴すず江え君くんだって、好すきで足あしが悪わるいんじゃないのよ!?　走はしるのすごくツライと思おもうの。私わたしたちは、そんな人ひとより幸しあわせなんだよ」

「そうよ！　だからこそ、あたしたちは鈴すず江え君くんのことを思おもってあげなきゃダメなのよ」

「陣じん内ない君くんは、鈴すず江え君くんをかわいそうだって思おもわないの？　陣じん内ない君くんってイジワルだよ！」

　女おんなの子この一人ひとりが涙なみだ声ごえでこう叫さけぶと、他ほかの女おんなの子こたちもいっせいに涙なみだぐんだ。それから龍神たつみにこれ見みよがしに、プイッとそっぽを向むいた。男おとこの子こたちもそれにならった。

　龍神たつみは、いったいなにが起おこったのか理り解かい不ふ能のうだった。

　クラスの皆みなが、信のぶ久ひさを思おもいやってやさしい心こころ遣づかいをしていることはわかる。だけど、どこか違ちがう。なにか違ちがう。それをうまく表ひょう現げんできなかった自じ分ぶんが悪わるかったからかもしれないが、女おんなの子こたちの雰ふん囲い気きが、みるみるエスカレートしていったのには啞あ然ぜんとした。

「なんか……みんな、悲ひ劇げきのヒロインみたい？」

　龍神たつみは、女おんなの子こたちがドラマの主しゅ役やくを演えんじているような印いん象しょうを受うけた。

　そして、さらに龍神たつみを啞あ然ぜんとさせたのは、その日ひから、クラスメイトたちが龍神たつみを無む視しするようになったことだった。

「イジワルな子ことは口くちをきかないの。イジワルが移うつるから」

　と、女おんなの子こたちは囁ささやき合あった。

「なんなのコレ？　どうなってんの？」

　龍神たつみは、ますますわけがわからなくなった。信のぶ久ひさをやさしくかばったはずの皆みなが、クラスメイトを無む視しとはどういうことなのだろう？

　あくる日ひも、またあくる日ひも、龍神たつみに対たいする無む視しは続つづいた。

　好このんで独ひとりになることとはまったく違ちがい、集しゅう団だんに無む視しされて独ひとりになることに龍神たつみは傷きずついた。悲かなしくて、わけがわからなくて、龍神たつみは母はは弘ひろ子こに話はなしてみた。




　うんうんと、龍神たつみの話はなしを聞きいていた弘ひろ子こだったが、開かい口こう一いち番ばんこう言いった。

「みんなと鈴すず江え君くんに謝あやまりなさい、龍神たつみ」

　龍神たつみは驚おどろいた。

「で、でもお母かあさん。僕ぼくはイジワルなんかじゃなくて、競きょう走そうを無なくすのが本ほん当とうに鈴すず江え君くんのためなのかなって……」

「はぁ───っ……！」

　と、弘ひろ子こは大おおきくため息いきをついた。

「鈴すず江え君くんもお母かあ様さまも、さぞご苦く労ろうされているでしょうね。お気きの毒どくに……。でもお二人ふたりとも、その悲かなしみや苦くるしみに毅き然ぜんと立たち向むかっていらっしゃるわ。なんて立りっ派ぱなんでしょうね」

　龍神たつみは、母ははが自じ分ぶんの話はなしを聞きいていないことに気きがついた。

「順じゅん位いを無なくすことは悪わるいことだなんて、そんなかわいそうなことを言いわないであげて。ね、龍神たつみ。鈴すず江え君くんとお母かあ様さまのことを応おう援えんしてあげましょうね」

　弘ひろ子こは涙なみだぐみながらも、その言こと葉ばは「自じ分ぶんは正ただしいのだ」「かわいそうな母はは子このために良よいことを言いっているのだ」という、揺ゆるぎない自じ信しんに満みちていた。まるで、そんな自じ分ぶんに酔よっているように思おもえた。

「あのときの、クラスの女おんなの子こたちと同おなじだ……！」

　そう感かんじた龍神たつみの頭あたまの中なかに、突とつ然ぜん秀しゅう士じ郎ろうの言こと葉ばが電でん撃げきのようにひらめいた。




『善ぜんとは？　悪あくとはなんぞや？』




「そ……そうか───!!」

　龍神たつみは、この瞬しゅん間かん理り解かいした。

「これだね、おじいちゃん！　おじいちゃんが言いってたことは、こういうことだったんだね……!!」

　良よいことをしようと言いってるはずのクラスメイトが、龍神たつみを無む視しする。

　自じ分ぶんは正ただしいと思おもっているがゆえに、龍神たつみの話はなしを聞きいてくれない母はは。

「善ぜんは良よい、悪あくは悪わるい。こんな単たん純じゅんな話はなしじゃない。人ひとのあり方かた、関かかわり方かたは、大人おとなも子こどもも同おなじ……。わかったよ、おじいちゃん！」

　龍神たつみは秀しゅう士じ郎ろうにたまらなく会あいたくなり、魔ま法ほうの塔とうへすっ飛とんでいった。







　ぐんと高たかくなった青あお空ぞらに、秀しゅう士じ郎ろうとギルバルスの高たか笑わらいが響ひびきわたった。

「ギャハハハハ！　まったくガキはなにやってんだろーねぇ！　ガキじゃ、しょーがねぇかあ!!」

「いかにも！　いかにも、功こうの嫁よめ!!　いや実じつにまったく、わかりやすいわい!!」

　秀しゅう士じ郎ろうとギルバルスはひっくり返かえり、腹はらを抱かかえて大おお笑わらいした。龍神たつみは、二人ふたりがあんまり笑わらうので、なんだか皆みなをかばいたくなってしまった。

「あ、あのね、二人ふたりとも。クラスのみんなもお母かあさんもやさしいから、本ほん当とうに鈴すず江え君くんのことを思おもってだね……」

「おお、そうだろうとも！」

　秀しゅう士じ郎ろうは、人ひと差さし指ゆびをビシッと立たてた。

「それが問もん題だいなのだ、龍神たつみ。この世よでもっとも性質たちの悪わるい人じん種しゅとは『善ぜん人にん』なのよ」

　秀しゅう士じ郎ろうは、そう言いってまた笑わらった。ギルバルスは肩かたをすくめて煙草たばこを吸すい始はじめた。

　秀しゅう士じ郎ろうのこの言こと葉ばは、龍神たつみには身みにしみてわかった。

　母ははもクラスメイトも、そして信のぶ久ひさの母ははも、とても「いい人ひと」だ。「いいこと」に、一いっ生しょう懸けん命めいだ。自じ分ぶんが正ただしいことをしているという自じ信しんがある。

　だからこそ、自じ分ぶんが正ただしいと思おもっている場ば所しょから動うごかないのだ。別べつの場ば所しょから自じ分ぶんを見みようともしない。別べつの可か能のう性せいも考かんがえない。今いまの龍神たつみには、その構こう図ずがよく理り解かいできた。

　そして龍神たつみの母ははばかりでなく、父ちちも、弟おとうとも妹いもうとも、「同おなじ人ひと」なのだということに、龍神たつみはため息いきが出でた。学がっ校こうにも家いえにも、龍神たつみの味み方かたはいないのだ。

「孤こ独どくを嫌きらってやるなよ、龍神たつみ」

　キラキラ光ひかる泉せん水すいの水すい面めんを見みながら、秀しゅう士じ郎ろうがつぶやくように言いった。龍神たつみは、その声こえの静しずかさにハッとした。

「孤こ独どくを悪わる者ものだと思おもうな。孤こ独どくを嫌いやだと思おもうな。孤こ独どくとは、気け高だかく優やさしい友ゆう人じんだ。じっくり付つき合あってみるがいい」

「……独ひとりぼっちはさびしいよ!?」

「さびしいのが悪わるいのか？」

「え？」

　秀しゅう士じ郎ろうが、ニヤリと笑わらう。

「さびしいと思おもうことも必ひつ要ようだ。悲かなしいと思おもうことも必ひつ要ようだ。それらを養よう分ぶんにして、孤こ独どくの中なかで自じ分ぶんを育そだててみろ」

　龍神たつみが、初はじめて聞きく言こと葉ばだった。

　龍神たつみは、さびしいことは悪わるいことだと思おもっていた。だから、家か族ぞくと離はなれて独ひとりで行こう動どうすることに後うしろめたさがあった。本ほん来らいは、人ひととは常つねに明あかるく楽たのしく、家か族ぞくや友ゆう人じんとワイワイと過すごすべきなのだと思おもっていた。そう教おしえられていた。ましてや、悲かなしいことなどは。




「独ひとりぼっちでも……悪わるくないんだ」




　こう思おもうと、龍神たつみの肩かたから力ちからが抜ぬけた。無む視しされても平へい気きになった。

　もともと本ほんや絵えが好すきな龍神たつみは、本ほんを読よんでいたら集しゅう団だんの中なかで独ひとりになっても全ぜん然ぜん大だい丈じょう夫ぶなことを知しった。そして独ひとりでいると、いろいろなことを深ふかくじっくりと考かんがえられるようになった。教きょう室しつの窓まどから、グラウンドで遊あそぶ皆みなを眺ながめることがけっこうおもしろいこともわかった。

「おじいちゃん。僕ぼく、孤こ独どくって好すきかもしれないよ。向むいてるかも」

　龍神たつみは、なんだか笑わらえてきてしまった。

　だがそんな龍神たつみを、龍神たつみを無む視ししている子こどもたちは苦にが々にがしく思おもっていた。せっかく「悪わるい子こ」を懲こらしめてやろうとしているのに、当とうの本ほん人にんが平へい気きでは意い味みがない。勢いきおい、龍神たつみに対たいするいじめがエスカレートし始はじめた。消けしゴムや鉛えん筆ぴつを隠かくす、ノートにイタズラ書かきをする、などなど。

「やれやれ」

　龍神たつみは、些さ細さいなことだとそれこそ無む視ししていたが、ある日ひ帰かえろうとすると、靴くつがなくなっていた。

「あれ？　……ひょっとして、これもイジメ？」

　靴くつ箱ばこの前まえで困こまっている龍神たつみに、わざとらしく声こえをかける者ものがいた。

「あれ～、陣じん内ないくん？　靴くつをどうしたの～？」

「今日きょうは履はいてこなかったの～？」

　それは、あのとき龍神たつみをイジワルと罵ののしった女おんなの子こたちだった。女おんなの子こたちは龍神たつみを見みて、おもしろそうにキャッキャと笑わらった。

（本ほん当とうに、どういうことをしているのかわかってんの、君きみたちは！）

　と、これには龍神たつみもとうとうプチンときた。その瞬しゅん間かん、龍神たつみの口くちから別べつ人じんの声こえが出でた。





『こんなことをしていたら、ろくなことにならんぞ。馬ば鹿か者ものども！』






「ひっ!?」

　それは、生いきた人にん間げんの声こえではなかった。その人にん間げんでない声こえの波は動どうが、女おんなの子こたちを飛とび上あがらせた。

「キャ───ッ!!」

　女おんなの子こたちは、真まっ青さおになって逃にげっ飛とんだ。龍神たつみは、キョトンとした。

「あれっ？　今いまの、僕ぼくが言いったの??」

「ワハハハハ!!」

　靴くつ箱ばこの上うえに、秀しゅう士じ郎ろうがドッカリと座すわっていた。

「おじいちゃん!?、なんでここにっ??　塔とうにくくられているんじゃなかったっけ？」

[image: ]

　秀しゅう士じ郎ろうは、ひらりと降おりてきた。手てには龍神たつみの靴くつを持もっていた。

「いや～、わしもそう思おもってたんだが、お前まえを通路にすれば、どこへでも行いけることがわかったんじゃ。いや、久ひさ々びさの娑しゃ婆ばはおもしろいわい！」

「通つう路ろ？」

　よくわからないが、秀しゅう士じ郎ろうは龍神たつみにくっ付ついていればどこへでも行いけるらしい。ただし、龍神たつみからあまり離はなれられない。

「まさしく背はい後ご霊れいというわけだ!!」

　秀しゅう士じ郎ろうは、自じ分ぶんで言いって自じ分ぶんで大おお笑わらいした。

「やっぱりおじいちゃんって、オバケなんだなぁ～」

　龍神たつみは妙みょうに感かん心しんした。

「さっきみたいに、僕ぼくの身体からだを使つかって勝かっ手てにしゃべらないでよ。女おんなの子こたち、すごく怖こわがってたじゃないか」

「なぁに、軽かるいお灸きゅうさ。固かたいことを言いうな。靴くつを見みつけてやったろうが」

　秀しゅう士じ郎ろうは、感かん慨がい深ぶかげに校こう舎しゃを眺ながめた。

「昔むかしもイジメってやつはあったが、このごろのガキはイジメ方かたも幼よう稚ちだな。入いれ物ものは大たいそうリッパだが」

　二人ふたりは並ならんで校こう舎しゃを出でた。

「和かず人とと晶あき子こはどこだ？」

　キョロキョロする秀しゅう士じ郎ろうに、龍神たつみは、二人ふたりに秀しゅう士じ郎ろうが見みえたらどうするんだと思おもった。

「晶あき子こはもう帰かえったんじゃないかな。和かず人とはテニスクラブだよ。もうすぐ試し合あいがあるから、このごろは学がっ校こうが終おわるギリギリまで練れん習しゅうしてるんだ」

「お前まえはクラブをしてなかったっけか？」

「僕ぼくは図と書しょクラブで読どく書しょを……」

　龍神たつみは頭あたまを搔かいた。秀しゅう士じ郎ろうは、フフンと意い地じ悪わるそうに笑わらった。

「まったくなにからなにまで、和かず人とと違ちがうのぅ」

　龍神たつみはウッとつまったが、プイと横よこを向むいて言いい返かえした。

「いいんだよ。僕ぼくは僕ぼくなんだから」

「ヒヒヒヒ、その調ちょう子しだ」

　秀しゅう士じ郎ろうの姿すがたは他ほかの子こどもたちには見みえないので、龍神たつみは独ひとり言ごとを言いっているように見みえる。すれ違ちがった子こが変へんな目めで見みていった。

　そのときだった。

「陣じん内ない君くん」

　校こう門もんのそばで、龍神たつみは声こえをかけられた。

「六年ねん三組くみの、陣じん内ない龍神たつみ君くんだろ!?」

「あ、うん!?」

　声こえをかけてきた男おとこの子こは、右みぎ手てに杖つえを持もっていた。

「俺おれ、鈴すず江え信のぶ久ひさ」

「あ……」

　信のぶ久ひさは、杖つえを使つかわずに歩あるいた。右みぎ足あしが少すこし不ふ自じ由ゆうそうだ。

「これ？　普ふ通つうに歩あるくときは、杖つえは使つかわないんだ。そんなに困こまらないし」

　信のぶ久ひさはにこやかに言いった。龍神たつみは、どんな顔かおをしていいものかとまどった。隣となりでは秀しゅう士じ郎ろうがニヤニヤしているし。

「陣じん内ない君くんさあ……、運うん動どう会かいの平びょう等どうルールに反はん対たいしたんだってね」

　龍神たつみは息いきを吞のんだ。信のぶ久ひさは、なにが言いいたいのだろう。ひょっとして文もん句くを言いわれるんじゃないかと、そのとき自じ分ぶんはなにを言いったらいいのかと、ドキドキした。

　しかし、緊きん張ちょうする龍神たつみの顔かおを見みて、信のぶ久ひさはニカッと笑わらって言いった。

「俺おれも、平びょう等どうルールには大だい反はん対たいなんだ。良よかった、仲なか間まがいて！」

「えっ!?」

「運うん動どう会かいの順じゅん位いをなくしてどうすんだっての！　そんなのつまんねぇよなあ!!」

　大おお笑わらいする信のぶ久ひさを見みて、龍神たつみは啞あ然ぜんとした。

　胸むねがつまるというかスカッとするというか。まさか信のぶ久ひさ自じ身しんにこう言いわれるなんて、夢ゆめにも思おもわなかった龍神たつみだった。たちまち口くち許もとがゆるんでしまう。

「エ、エヘヘヘ……」

「ほぅ……、なかなか物もの分わかりのいいガキだな」

　と、かたわらで秀しゅう士じ郎ろうも感かん心しんしている。

　その秀しゅう士じ郎ろうの方ほうを見みて、信のぶ久ひさが言いった。

「この人ひと、誰だれ？　着き物もの着きてるし裸足はだしだし……。変へんなの」

「え───っ??」

　龍神たつみは、飛とび上あがるほど驚おどろいた。

「す、鈴すず江え君くんっっ！　み、見みえるの、コレ!!」

「コレとはなんじゃイ」

「？　見みえるよ。目めは悪わるくないもん」

　龍神たつみは、秀しゅう士じ郎ろうと信のぶ久ひさを交こう互ごに見みた。信のぶ久ひさも、龍神たつみと秀しゅう士じ郎ろうを交こう互ごに見みた。

「ほぉ～……」

　秀しゅう士じ郎ろうは、さらに感かん心しんしているようだった。

「なに？」

「す、す、す、鈴すず江え君くんっ、ちょっと！」

「な、なにっ??」

　龍神たつみは、信のぶ久ひさを近ちかくの家いえと家いえのものかげへ引ひっぱって行いくと、秀しゅう士じ郎ろうの話はなしをした。

「は??　陣じん内ない君くんの亡なくなったおじいさん??」

　秀しゅう士じ郎ろうが「オバケ」であると告つげられた信のぶ久ひさは、さすがに信しんじられないという顔かおをした。

「なに言いってんの？」

「イヤ、だから……」

「こんな昼ひる間まにさぁ、こんなにハッキリ見みえるオバケがいるわけないじゃん」

「だって鈴すず江え君くん、こんな変へんな人ひとがいると思おもう？　着き物もの着きてタスキかけてさぁ、しかも裸足はだしだよ、裸足はだし」

「だからそれは、ただの着き物もの着きて裸足はだしの変へんな人ひとってだけだろ？」

「お前まえらなぁ……」

「じゃあ、オバケってことを証しょう明めいしてよ、お・じ・い・ちゃん」

　信のぶ久ひさは、歯はをむいて笑わらった。

「生なま意い気きな小こ僧ぞうだの～」

　と、腕うでを組くんだ秀しゅう士じ郎ろうの姿すがたが、フッと信のぶ久ひさの目めの前まえから消きえた。

「えっ!?」

「こっちだ」

　秀しゅう士じ郎ろうの声こえは頭ず上じょうからした。

　信のぶ久ひさと龍神たつみが見み上あげると、傍かたわらに建たつ家いえの屋や根ねに腰こしかけて、秀しゅう士じ郎ろうが手てを振ふっていた。

「えっっ??」

　目めが点てんになる信のぶ久ひさ。苦にが笑わらいする龍神たつみ。

「たいがいの超ちょう常じょう現げん象しょうというのは手て品じなで再さい現げんできるが……」

　今こん度どは秀しゅう士じ郎ろうは、信のぶ久ひさの真ま後うしろに立たっていた。信のぶ久ひさは飛とび上あがった。

「わしが、人じん外がいだということは証しょう明めいできたかの？」

　ニヤニヤと人ひとが悪わるそうに笑わらう秀しゅう士じ郎ろうを見みて冷ひや汗あせをかく信のぶ久ひさ。しかし、

「オバケ……ホントに!?」

　秀しゅう士じ郎ろうが「本ほん物もの」であるとわかった信のぶ久ひさは龍神たつみと同おなじ、いやそれ以い上じょうの反はん応のうをした。

「すっげ───っ!!　幽ゆう霊れい!!　本ほん物ものの幽ゆう霊れい───っ!!　すっげ───っ!!　カッコイ───ッ!!」

　信のぶ久ひさは、足あしが不ふ自じ由ゆうとは思おもえないほど飛とび回まわって喜よろこんだ。今こん度どは、龍神たつみの目めが点てんになった。

「……カッコイイだって。良よかったね、おじいちゃん」

　信のぶ久ひさは、顔かおを真まっ赤かにして龍神たつみに迫せまった。

「龍神たつみぃ！　俺おれも秀しゅうジィの友とも達だちになっていい？　いい!?」

　早さっ速そく「龍神たつみ」「秀しゅうジィ」と呼よぶその馴なれ馴なれしさに、龍神たつみはうなずくしかなかった。

「こいつは大おお物ものだわィ」

　秀しゅう士じ郎ろうは、カッカッカと笑わらった。
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　　　　本ほん当とうの気き持もちを







　龍神たつみに、いきなり「親しん友ゆう」ができた。

　つい数すう日じつ前まえに初はじめて言こと葉ばを交かわしたばかりなのに、もう「龍神たつみ」「ノブ」と呼よび合あい、毎まい日にち連つれ立だって帰かえるその姿すがたを誰だれよりも不ふ思し議ぎに思おもったのは、龍神たつみのクラスメイトたちだったろう。

　その話はなしを聞きいた龍神たつみの母はは弘ひろ子こは「龍神たつみが信のぶ久ひさに謝しゃ罪ざいし、だから友とも達だちになった」と勝かっ手てに解かい釈しゃくして、とても満まん足ぞくそうだった。




　信のぶ久ひさは、毎まい日にち昼ひる休やすみに龍神たつみに会あいに来きては「今日きょうは秀しゅうジィは来きてないのか」と、秀しゅう士じ郎ろうに会あいたがった。

　秀しゅう士じ郎ろうが龍神たつみにくっ付ついて来きている日ひは、三人にんは放ほう課か後ごあちらこちらを遊あそび回まわった。といっても、小しょう学がく生せいが行いける場ば所しょは限かぎられているが。それでも、龍神たつみも秀しゅう士じ郎ろうも、ハンバーガーショップやゲームセンターへ行いくのは初はじめてだった。

「僕ぼくっていつも、家いえにはまっすぐ帰かえるのが当あたり前まえだったから」

　と、龍神たつみは頭あたまを搔かいた。

「スゴイもんだ」を連れん発ぱつしながらゲームセンター内ないをキョロキョロ見み回まわっている秀しゅう士じ郎ろうを見みながら信のぶ久ひさが言いった。

「俺おれもこういうとこへ来くるのは初はじめてなんだ。いつもは、すぐに母かあさんが迎むかえに来くるから。このごろは、友とも達だちと遊あそぶからって、迎むかえに来くる時じ間かんをズラしてもらってるけど」

「ノブのことをすごく気き遣づかってるんだね、お母かあさんは」

「そうなんだろうけど……」

　信のぶ久ひさは複ふく雑ざつな顔かおをしていたが、その表ひょう情じょうをクルッと変かえて言いった。

「俺おれたちってスゲェな！　幽ゆう霊れいを連つれて歩あるいてるんだぜ!?　ク───ルだよ!!」

「ハハッ！　そうだよな!!」

　龍神たつみと信のぶ久ひさは、秀しゅう士じ郎ろうが行いきたいというので「大おお型がた量りょう販はん店てん」や「ホームセンター」「デパート」「大おお型がた書しょ店てん」などに行いった。そういう場ば所しょでも、幽ゆう霊れいと一いっ緒しょというだけで信のぶ久ひさは大おお喜よろこびだった。

　秘ひ密みつを共きょう有ゆうできる友ともができ、龍神たつみの世せ界かいはまた一いっ気きに広ひろがった。今いままでの自じ分ぶんでは考かんがえられなかった体たい験けんもしている。学がっ校こう帰がえりの買かい食ぐいとかゲームセンターで遊あそぶとか、それは他た愛わいも無ないことだけれど、陣じん内ない家けではありえないことだったからだ。

　学がっ校こうが終おわったらまっすぐ家いえに帰かえり、風ふ呂ろに入はいり、夕ゆう食しょく時じ間かんまではテレビを見みたり音おん楽がくを聴きいたり、勉べん強きょうをしたり静しずかに過すごす。外はずせない用ようがあるとき以い外がいは、父ちちは毎まい日にち定てい時じに帰き宅たくするので、父ちちを待まって一いっ家かそろって夕ゆう食しょくをとる。それが当とう然ぜんだった。龍神たつみは、なんの疑ぎ問もんも感かんじなかった。家いえに帰かえらなきゃならないからと、友とも達だちの誘さそいを断ことわったこともあった。

　今いまは───、なんの疑ぎ問もんも感かんじなかった自じ分ぶんが不ふ思し議ぎに思おもえた。

　だが龍神たつみは、まだそのことになんの疑ぎ問もんも感かんじていない両りょう親しんや弟てい妹まいの手て前まえ、夕ゆう食しょくにだけは遅おくれないように帰き宅たくすることを心こころがけていた。







　秋あきが深ふかまってきた。透すき通とおった青あお空ぞらにいわし雲ぐもが浮うかんでいる。

　条じょう北ほく小しょうでは、いよいよ運うん動どう会かいが近ちかづいてきた。




　ある日にち曜よう日び。龍神たつみと信のぶ久ひさは初はじめて休やすみの日ひに一いっ緒しょに遊あそんだ。

「母かあさんがさ、一いち日にち外そとで遊あそぶのは反はん対たいなんだ。家いえに友とも達だちが来くるのはかまわないんだけど」

　信のぶ久ひさは家いえの事じ情じょうを話はなした。今日きょうも、昼ひるから夕ゆう方がたまでならと、やっと母ははの了りょう解かいをもらって出でてきた信のぶ久ひさだった。

「俺おれに目めが届とどかないことが不ふ安あんみたいなんだ。ほら、俺おれってとっさの動うごきができないから」

　と、信のぶ久ひさは右みぎ足あしをポンと叩たたく。

　今日きょうは、二人ふたりは電でん車しゃに乗のって海うみを見みに来きていた。

　屋や台たいでクレープを買かい、砂すな浜はまに続つづく階かい段だんに座すわって青あおい海うみを眺ながめる。真まっ青さおな空そらと太たい陽ようを映うつして、秋あきの海うみは青あおい布ぬのの上うえにダイヤをちりばめたようだった。

「気き持もちいいな～！」

　龍神たつみも信のぶ久ひさも、ウーンと伸のびをした。

　砂すな浜はまにはまばらに人ひとがいた。ときおり犬いぬを連つれている人ひとが通とおり、犬いぬは必かならず龍神たつみのかたわらの空くう間かんに向むかって激はげしく吠ほえた。飼かい主ぬしはわけがわからず、龍神たつみらに謝あやまりながら飼かい犬いぬを引ひっぱって行いった。

「犬いぬには見みえるんだなぁ」

　龍神たつみも信のぶ久ひさも、感かん心しんして秀しゅう士じ郎ろうを見みた。

「お前まえらにもわしが見みえるということはだな、お前まえらも犬いぬ並なみということだな」

　秀しゅう士じ郎ろうは笑わらった。龍神たつみと信のぶ久ひさも顔かおを見み合あわせて笑わらった。

　そこに、ちょっと遠とおくからまた犬いぬの吠ほえる声こえがした。龍神たつみたちがその方ほう向こうを見みると、大おおきな犬いぬが一匹ぴき、散さん歩ぽ中ちゅうの犬いぬと吠ほえ合あっているのが見みえた。

「ちょっと……、あの犬いぬリードつけてない」

　飼かい主ぬしらしき中ちゅう年ねんの男おとこが、犬いぬの後こう方ほうからリードを手てにてれてれ歩あるいてきていた。よその犬いぬに吠ほえている飼かい犬いぬに知しらんぷりだ。

「あれって条じょう例れい違い反はんだぜ。あんな大おおきな犬いぬを放はなし飼がいなんて、すげぇルール違い反はんだよ！」

　そのとき、その犬いぬが龍神たつみたちに、正せい確かくには秀しゅう士じ郎ろうに気きづいたらしく、激はげしく吠ほえながら猛もう然ぜんと走はしってきた。

「あっ……ヤバ……！」

　逃にげようにも、信のぶ久ひさがいる。龍神たつみは思おもわず、信のぶ久ひさの手てを握にぎって固かたまってしまった。

「フン！」

　秀しゅう士じ郎ろうが二人ふたりの前まえに立たち、左ひだり手てをかざして叫さけんだ。

「ギルバルス！」

　ブワッ!!　と、あたりの砂すなが舞まい上あがった。

「ギャン!!」

　犬いぬの悲ひ鳴めいが上あがった。次つぎの瞬しゅん間かん。砂すなぼこりの中なかから現あらわれたのは、大おお型がた犬けんを押おし倒たおし、首くび根ねっこに嚙かみ付ついている、さらに大おおきな灰はい色いろの犬いぬだった。子こどもたちは飛とび上あがった。

「ギルバルス！　カッコイイ───ッ!!」

「あれが……ギルバルス！」
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　押おさえつけられた犬いぬは、「キャヒン、キャヒン」と、さっきまでと同おなじ犬いぬとは思おもえないほどか弱よわい可か愛わいい声こえで鳴ないた。大おお型がた犬けんの飼かい主ぬしが、血けっ相そう変かえて走はしってきた。

「人ひとんちの犬いぬになにしてくれてんだ、コラア！」

「よく言いう！」

　龍神たつみは呆あきれた。

　ギルバルスが口くちを離はなすと、大おお型がた犬けんは文も字じ通どおりしっぽを巻まいて逃にげっ飛とんで行いった。

「あっ、待まて……！　お前まえら！　警けい察さつに言いうからな！」

　飼かい主ぬしは携けい帯たいを取とり出だした。しかし、

「グダグダぬかしてねぇで、バカ犬いぬ連つれて、てめぇもとっとと失うせやがれ！」

　と、ドスの利きいた声こえでギルバルスに言いわれ、たちまち真まっ青さおになってしまった。

「ヒィイ───ッ!!」

　飼かい主ぬしも飼かい犬いぬ同どう様よう、しっぽを巻まいて逃にげて行いく。

「やっり──っ！　アハハハ！」

「スカッとしたあ!!　アハハハハ！」

　龍神たつみと信のぶ久ひさはハイタッチした。

「スッゲ──ッ！　カッコイイ～～～！　ギルバルス～～～ゥゥゥ!!」

　抱だきつきまくり、触さわりまくってくる信のぶ久ひさに、ギルバルスはウンザリした顔かおをした。

「また鬱うっ陶とうしいのが増ふえたのか」

「ヒヒヒヒ」

　秀しゅう士じ郎ろうと龍神たつみが愉ゆ快かいそうに笑わらった。




　午ご後ごの空そらと海うみは青あおみを増まし、風かぜのやんだ砂すな浜はまは静しずかだった。

　小ちいさな子こどもを連つれた家か族ぞく連づれが、楽たのしそうに波なみ打うち際ぎわをゆく。




　龍神たつみは、秀しゅう士じ郎ろうと塔とうと自じ分ぶんとの出で会あいのことを信のぶ久ひさに話はなした。

　秀しゅう士じ郎ろうに会あって自じ分ぶんの考かんがえが変かわったこと。家か族ぞくへの考かんがえが変かわったこと。

「ずっと違い和わ感かんがあったのは、僕ぼくが『自じ分ぶん』を自じ分ぶんの中なかに見みつけ始はじめたからだったと思おもうんだ。でも、それまでの自じ分ぶんってなんなのか考かんがえたこともなかったから……なんてゆーの？　比くらべるものがないから、よくわからないって感かんじ？　だからモヤモヤしてたんだ」

　龍神たつみの話はなしを、信のぶ久ひさは興きょう味み深ぶかそうに聞きいていた。

「おじいちゃんに会あって、いろんな話はなしをして、初はじめて『自じ分ぶんの中なかの自じ分ぶん』がわかった。それから、自じ分ぶんは自じ分ぶんでいいんだってこともわかった。それは、おじいちゃんが幽ゆう霊れいってことなんかより、ずっとスゴイことだったんだよ、僕ぼくにとっては」

　と、龍神たつみは笑わらった。信のぶ久ひさも笑わらった。

「おじいちゃんも、自じ分ぶんが幽ゆう霊れいだってことや、ギルバルスのことや魔ま術じゅつのことは置おいといて、まず僕ぼくがどうなのかってことを考かんがえろって言いってくれた。それは……すごくよくわかったんだ。おじいちゃんやギルバルスがなんなのかってことよりも、おじいちゃんたちに出で会あった『僕ぼく』はどうなんだってことなんだ」

　信のぶ久ひさは、うんうんとうなずいた。

「お父とうさんやお母かあさんを尊そん敬けいしてるし、弟おとうとや妹いもうとも大だい好すきだよ。でも、だから僕ぼくって、お父とうさんの言いうことを丸まる吞のみして、それが自じ分ぶんだって……勘かん違ちがいしてたんだよな、多た分ぶん」

　そして、龍神たつみは発はっ見けんした。

　自じ分ぶんは別べつにある。父ちちとは考かんがえの違ちがう自じ分ぶんがある。母ははに逆さからいたい自じ分ぶんがある。その発はっ見けんと新あたらしい自じ分ぶんを作つくり上あげてゆくことは、龍神たつみにとって大たい変へんな喜よろこびだった。そこには、今いままでの自じ分ぶんを否ひ定ていしなければならない部ぶ分ぶんもあり、つらいこともあるけれど、それ以い上じょうの刺し激げきと驚おどろきがあった。

「まったくコイツときたら、自じ主しゅ性せいはないわ、個こ性せいはないわ、頭あたまも悪わるいわ、根こん性じょうもないわ。どうしようもないヤツだったぞ。父ちち親おやの金きん魚ぎょのフン程てい度どの存そん在ざいだったな」

　そう秀しゅう士じ郎ろうに容よう赦しゃなく形けい容ようされて、龍神たつみはプゥーッと頰ほおをふくらませた。

「だって、それはしょうがないと思おもわない？　お父とうさんもお母かあさんも、家か族ぞくはみんな『出で来きた人ひと』でさあ。それでいいんだって思おもうじゃん！」

「それ……わかる！」

　信のぶ久ひさは深ふかくうなずいた。

「ケッ！　そういうのは仕し方かたないじゃなくてなぁ、『日ひ和よっとる』と言いうんじゃ！　つまるところ、自じ分ぶんで考かんがえぬ、行こう動どうせぬ方ほうが楽らくだからよ」

　と、秀しゅう士じ郎ろうに言いい放はなたれて、龍神たつみは口くちをとがらせた。信のぶ久ひさはうつむいた。なにかを考かんがえているようだった。

「秀しゅうジィ……、龍神たつみも。あのサ……」

　信のぶ久ひさは、龍神たつみと秀しゅう士じ郎ろうに、今いままで胸むねの奥おく底そこに秘ひめていた思おもいを打うち明あけ始はじめた。

　誰だれにも言いえなかったこと。誰だれにもわかってもらえなかったこと。




　それは、信のぶ久ひさと母はは公きみ恵えのことだった。




　信のぶ久ひさが小しょう学がっ校こう三年ねん生せいになったばかりのころ、公きみ恵えとデパートに出でかけたとき、公きみ恵えが少すこし目めを離はなしたすきに、信のぶ久ひさはエスカレータから転てん落らくした。複ふく雑ざつ骨こっ折せつをした信のぶ久ひさの右みぎ足あしは、一いっ生しょう完かん治ちはしないと言いいわたされた。

「母かあさんは自じ分ぶんを責せめた。父とうさんと別わかれて、自じ分ぶん一人ひとりで俺おれを育そだてるんだって、すごいがんばってたから余よ計けいに……」

　親おやが一人ひとりしかいないというハンデをすでに信のぶ久ひさに背せ負おわせているうえに、さらに障しょう害がい者しゃというハンデまで信のぶ久ひさに背せ負おわせてしまった公きみ恵えは、これ以い上じょう信のぶ久ひさになんの苦く労ろうもさせてはならぬと、世よの中なかの「ハンディキャップに対たいする偏へん見けん」と、炎ほのおとなって闘たたかった。今いまや、障しょう害がい者しゃ保ほ護ご運うん動どうの第だい一いち人にん者しゃである。

　だが当とうの信のぶ久ひさは、母ははの行こう動どうにずっと疑ぎ問もんを感かんじていた。

　自じ分ぶんをふくめた障しょう害がい者しゃのために働はたらいてくれるのはいい。障しょう害がい者しゃの苦く労ろうや悲かなしみを思おもいやってくれるのはいい。しかし、信のぶ久ひさは母ははの、

「あなたは足あしが悪わるいんだから」

　という考かんがえが、心こころに引ひっかかってならなかった。

「あなたにはハンデがあるんだから、健けん常じょう者しゃより優ゆう先せんされて当とう然ぜんでしょう？」

　公きみ恵えの考かんがえの基き本ほんはこれだった。

　公こう共きょう施し設せつで、車くるまイス用ようのトイレを使つかっている健けん常じょう者しゃを見みたとき、公きみ恵えはその人ひとを叱しかりつけた。

「健けん常じょう者しゃのくせになんですか！」

　と。信のぶ久ひさは、トイレを使つかうくらいいいじゃないかと思おもった。

「なんで俺おれが条じょう北ほくに転てん校こうしてきたと思おもう？　母かあさんは、前まえの学がっ校こうにスロープを作つくれって言いったんだ。でも、学がっ校こうは予よ算さんの都つ合ごうですぐにはできないって言いったら、即そく転てん校こうだぜ？」

「うちの学がっ校こうには……スロープがあるよね」

「うん。五、六年ねん生せいの教きょう室しつが一階かいにあるしね。家いえも引ひっ越こしたよ」

「スゴイな」

「で、今こん度どの学がっ校こうでも、運うん動どう会かいの順じゅん位いはなくせって言いい出だした。前まえの学がっ校こうでもそう言いった。俺おれは、またかって思おもった」

　自じ分ぶんのために、周まわりがなにかを我が慢まんしなければならない。信のぶ久ひさは、ずっとこれでいいのかと思おもい続つづけてきた。

「母かあさんは、俺おれの足あしのケガを自じ分ぶんのせいだと思おもい込こんでいるんだ。けど、そんなことないよ。ちょっと目めを離はなしたスキに子こどもが事じ故こにあうことって、それはただ運うんが悪わるかったってだけだろう？　誰だれのせいでもないよ！」

「その通とおりだ」

　秀しゅう士じ郎ろうにそう言いわれて、信のぶ久ひさの顔かおが輝かがやいた。

「母かあさんの考かんがえ方かたは間ま違ちがってるよね!?　俺おれに障しょう害がいがあるからって、なんでも俺おれが優ゆう先せんされていいはずないよね!?　俺おれって、特とく別べつなモノじゃないよね!?」

「その通とおりだ」

　信のぶ久ひさは、秀しゅう士じ郎ろうを見みつめて力ちから強づよくうなずいた。

「でも、ノブのお母かあさんは本ほん当とうにスゴイと思おもうよ？　それで障しょう害がい者しゃを守まもる女おんな闘とう士しになっちゃうんだもん。すごい行こう動どう力りょくだよな」

　と、龍神たつみは言いったが、秀しゅう士じ郎ろうは口くち許もとを皮ひ肉にくたっぷりにゆがませた。

「すべからく善ぜん人にんというものは、猪ちょ突とつ猛もう進しんだからな。障しょう害がい者しゃへの差さ別べつ反はん対たいと言いっているその本ほん人にんが、もっとも我わが子こを障しょう害がい者しゃだと思おもっとるとは、なんとも滑こっ稽けいな話はなしだ」

「おじいちゃん！」

「いいんだ。だって、秀しゅうジィの言いう通とおりだもん！」

　信のぶ久ひさは、唇くちびるを嚙かんだ。

　自じ分ぶんを大たい切せつに思おもうあまり、ゆきすぎた行こう動どうをとる母ははを、信のぶ久ひさはずっとずっと苦くるしい思おもいで見みつめ続つづけてきた。ずっとずっと、なんとかしたいと思おもい続つづけてきた。でも、その勇ゆう気きがなかった。自じ分ぶんが反はん対たいすれば、母はははどんなに悲かなしむだろう。信のぶ久ひさは、グッとこぶしを握にぎった。

「でも……いいんだよな。俺おれ、母かあさんに逆さからっていいんだよな!!」

「いいとも！　どんどんやれ!!　人にん間げんは体たい制せいに反はん抗こうするものだ。そうやって歴れき史しを作つくってきた。お前まえたちが親おやという体たい制せいに逆さからうのは、歴れき史しの必ひつ然ぜんというやつだ!!」

　秀しゅう士じ郎ろうは高たからかに笑わらった。

「俺おれ、龍神たつみと秀しゅうジィに会あって、勇ゆう気きが出でた！　俺おれも、俺おれでいいんだ!!」

　信のぶ久ひさは、龍神たつみとガッチリ握あく手しゅを交かわした。

「ノブは正ただしい。応おう援えんするよ」

　ここに、確たしかに味み方かたがいる。

　そのうれしさが、信のぶ久ひさの勇ゆう気きを百倍ばいにもした。







　運うん動どう会かいの日ひがやって来きた。

　行こう進しんやダンス、組くみ体たい操そうなどが華はなやかに行おこなわれ、ビデオ片かた手ての家か族ぞくたちからもヤンヤの声せい援えんが飛とんだ。

　しかし、いざ徒と競きょう走そうや障しょう害がい物ぶつレースとなると、子こどもたちが横よこ並ならびで歩あるいてゆくという光こう景けいに、会かい場じょう中じゅうがなんともいえない空くう気きに包つつまれた。保ほ護ご者しゃたちもそれが異い様ような光こう景けいであるとわかっていたが、誰だれもなにも言いえなかった。貴き賓ひん席せきに信のぶ久ひさの母はは公きみ恵えが、満まん足ぞくそうに座すわっていたからである。有ゆう名めい人じんが来らい賓ひんということで、学がっ校こう側がわはほこらしげだったが。




　そして、そのときはきた。六年ねん生せいの徒と競きょう走そうの番ばんだ。




　一組くみから生せい徒とが順じゅん々じゅんにスタートし、信のぶ久ひさのクラス二組くみの番ばんがきた。

　五人にん一ひと組くみで手てを繫つなぎスタートしようとしたとき、信のぶ久ひさは腕うでを組くみ、手てを繫つなぐことを拒きょ否ひした。会かい場じょうが一いっ気きにざわめく。

　すっ飛とんできた二組くみの担たん任にんに、信のぶ久ひさは言いった。

「行いくんなら勝かっ手てに行いって下ください。俺おれは、こんな競きょう技ぎには参さん加かしたくありません！」

「えっ、ど、どうして？」

　担たん任にんはオロオロした。その空くう気きがさらにグラウンドをざわつかせる。

　公きみ恵えが駆かけつけてきた。

「どうしたの、信のぶ久ひさ？　なにか嫌いやなことがあったの？　誰だれかになにか言いわれた？」

　その公きみ恵えの前まえに、信のぶ久ひさは仁に王おう立だちした。

「順じゅん位いのない徒と競きょう走そうなんて徒と競きょう走そうじゃないだろ！　こんな変へんなことしてらんないよ!!」

　周まわりの大人おとなも子こどもも固かたまってしまった。あまりにも「核かく心しんを突ついた」意い見けんを、まさか当とう事じ者しゃから聞きくとは思おもっていなかったからだ。
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「信のぶ久ひさ……？」

　公きみ恵えは驚おどろきのあまり絶ぜっ句くしている。

　龍神たつみは二人ふたりの様よう子すを、固かた唾ずを吞のんで見み守まもっていた。

「母かあさん、俺おれずっと言いおう言いおうって思おもってたんだ。俺おれのためって思おもってくれるのはうれしいよ。でも……、母かあさんのやり方かたは間ま違ちがってるよ!!」

　信のぶ久ひさの胸むねに秘ひめていた思おもいがあふれる。

　母ははと子こ。二人ふたりっきりの家か族ぞく。だからこそ、大たい切せつに思おもうあまりすれ違ちがってきた気き持もち。

「俺おれは足あしが悪わるい！　だからみんなと走はしればビリになる。そんなの当あたり前まえのことじゃないか。それがなんだっていうんだよ！　悪わるく言いう奴やつがいたら、そんな奴やつは放ほうっときゃいいんだ!!　それよりもこんな……いいことみたいなフリして、ほんとは間ま違ちがってることをみんなに押おし付つけるような……こんなことの方ほうが、俺おれはずっとずっと嫌いやだ!!」

　周まわりが、シンとした。

　公きみ恵えは、呆ぼう然ぜんと信のぶ久ひさを見みていた。信のぶ久ひさは、ちょっと右みぎ足あしを引ひくようにして公きみ恵えに近ちかづいた。

「母かあさん……。どうかもう、俺おれを特とく別べつ扱あつかいしないで下ください。俺おれのケガは、母かあさんのせいじゃない。誰だれのせいでもない。だからもうそのことを引ひきずらないでよ。他ほかの人ひとに押おし付つけないでよ。お願ねがいだよ！」

「信のぶ久ひさ……！」

　公きみ恵えの目めから大おお粒つぶの涙なみだがあふれ、身体からだがガクガクと震ふるえた。たまらず担たん任にんが割わって入はいった。

「鈴すず江えさん！　さ、あちらで休やすみましょう。鈴すず江え君くんも、ね」

　二人ふたりは担たん任にんに連つれられて、校こう舎しゃへと入はいっていった。後あとには気きまずい雰ふん囲い気きが残のこされた。

「ふぅ……」

　ドキドキしながら成なり行ゆきを見みていた龍神たつみは、大おおきく息いきを吐はいた。

　気きまずいまま六年ねん生せいの徒と競きょう走そうは続つづけられ、子こどもたちはぎこちなく横よこ並ならびで歩あるいたが、三組くみの龍神たつみの番ばんが回まわってきたとき、龍神たつみは信のぶ久ひさと同おなじく腕うでを組くんで競きょう技ぎへの参さん加かを拒きょ否ひした。

　会かい場じょうが再ふたたびざわめいた。参さん観かんに来きていた母はは弘ひろ子こと、和かず人とも晶あき子こも驚おどろき、ショックを受うけたが、龍神たつみ以い降こう競きょう技ぎ参さん加かを拒きょ否ひする子こどもが増ふえ、三組くみ以い降こうはほとんどの生せい徒とが平びょう等どうルールを拒きょ否ひ。運うん動どう会かいは大だい混こん乱らんとなり、途と中ちゅう打うち切きりとなった。しかし、保ほ護ご者しゃからの抗こう議ぎなどは、思おもったほど出でなかった。

　それから大人おとなたちは何なん度どか会かい議ぎを開ひらきいろいろ話はなし合あったようだが、生せい徒とたちには関かん係けいなかった。子こどもたちはすぐに理り解かいできたからだ。「信のぶ久ひさは正ただしかった」のだと。







　晩ばん秋しゅうの風かぜはもう冷つめたかったが、空そらは青あおく青あおく透すき通とおり、さわやかだった。

　龍神たつみと信のぶ久ひさは、屋おく上じょうで並ならんでその青あお空ぞらに見み入いっていた。

「母かあさんといろんなことを話はなし合あったよ」

　と、信のぶ久ひさはうれしそうに言いった。

「わかってくれた？」

　信のぶ久ひさは、深ふかくうなずいた。

「俺おれのこと、たくましいって言いってくれた」

「それって、すごい褒ほめ言こと葉ばじゃん！」

　信のぶ久ひさは、さらにうれしそうに言いった。

「これからは、母かあさんとなんでも言いい合あう！　楽たのしいことも嫌いやなことも。秀しゅうジィの言いってた善ぜんと悪あくのことも話はなし合あってみたい」

　フェンスの上うえにとまっている秀しゅう士じ郎ろうにＶサインを出だす信のぶ久ひさを、龍神たつみはまぶしそうに見みた。

　大たい切せつな家か族ぞくに立たち向むかった信のぶ久ひさの姿すがたは、龍神たつみの心こころの扉とびらをまた一つ開ひらかせた。

　しかし、「徒と競きょう走そうボイコット事じ件けん」は、陣じん内ない家けを大おおきく揺ゆさぶっていた。

　信のぶ久ひさら子こどもたちが、ああした行こう動どうに出でた理り由ゆうをじっくり考かんがえてみるとそれなりに理り解かいできるのだが、龍神たつみの父ちち功こうも、母はは弘ひろ子こも、あの龍神たつみが学がっ校こうの決きめたルールに反はん抗こうしたということそのものがショックだったのだ。

　このごろの龍神たつみは、平へい日じつも休きゅう日じつも家か族ぞくと過すごさずどこかへ出でかけてしまうし、家か族ぞくの会かい話わにもあまり入はいってこない。もともと口くち数かずの多おおい子こどもではないが、以い前ぜんのように、しゃべらなくても家か族ぞくの話はなしは聞きいているという風ふうではなく、日ひ々び自じ分ぶんの世せ界かいを強きょう固こに固かためていっているような印いん象しょうを受うける。

　それは、そういう風ふうに変かわっていくものなのだろうと、功こうも弘ひろ子こも思おもうようにしてきた。祖そ父ふの塔とうへも行いっているんだろうと、功こうはわかっていた。だがなにも言いわなかった。龍神たつみの自じ主しゅ性せいを尊そん重ちょうしていたのだ。悪わるいことさえしていなければ、それでいいと。

　しかし、龍神たつみは変かわってゆく。

　日ひ毎ごとに。劇げき的てきに。

　ここにきて、家か族ぞくの複ふく雑ざつな気き持もちは不ふ安あんへと変かわり始はじめた。

　それは、異い質しつなものが全ぜん体たいを壊こわしてしまうのではないかという不ふ安あんだった。「同おなじもの」の中なかに「異い質しつなもの」が混まじっているということは、やはりいけないのではないかという気き持もちだった。







「ねぇ、兄にいさん。兄にいさんは、どうしてあんなことしたの？」

　徒と競きょう走そうをボイコットしたことを、和かず人とが龍神たつみに訊たずねた。

「鈴すず江え君くんの気き持もちと同おなじだからだよ。お前まえも、あんな変へんなルールおかしいと思おもうだろ？」

「そ、それは……うん」

　龍神たつみの堂どう々どうとした返かえしに、和かず人とは押おされた。自じ分ぶんの意い見けんをこんなにもハッキリと言いう兄あにに、弟おとうとはとまどった。

「でもさ……一いち応おう学がっ校こうが決きめたことだから……それは守まもらなきゃならないかなって……」

「この場ば合あい、鈴すず江え君くん本ほん人にんが嫌いやがってたからね。僕ぼくだって、学がっ校こうに反はん抗こうしようと思おもってしたわけじゃないよ!?　学がっ校こうのすることがいつも正ただしいとも限かぎらないけどね」

　龍神たつみは、アハハと軽かるく笑わらった。

　龍神たつみの言いっていることは正ただしく思おもえた。だが和かず人とは、言いいようのない不ふ安あんを覚おぼえた。ずっとずっと変かわらないと思おもっていたものが、いつの間まにか劇げき的てきに変かわりつつある。和かず人とはそのことに、慄りつ然ぜんとする思おもいだった。

　だから、自じ転てん車しゃでこっそりと出でかけようとしている龍神たつみを見みたとき、和かず人とはすがりつくように言いった。

「兄にいさん……、なんで？　どこへ行いくの？」

「えっ、どこって……」

　龍神たつみは頭あたまを搔かいた。「なぜ？」と問とわれたのにもとまどった。

「今日きょうはどこへも行いかないのかと思おもって……。一いっ緒しょにビデオ観みない？」

「ちょっと……友とも達だちと約やく束そくがあるんだ」

　龍神たつみにそう言いわれ、めずらしくガッカリしたような顔かおをした和かず人とを見みて、龍神たつみはいたずらっぽく言いった。

「お父とうさんには内ない緒しょだよ、和かず人と。僕ぼく、おじいちゃんの家いえへ行いくんだ」

「前まえにお父とうさんが言いってたとこ？」

「うん。そこへ友とも達だちを連つれていくんだ。別べつになんにもないとこだけど、ちょっと秘ひ密みつ基き地ちみたいでおもしろいとこだよ」

「友とも達だちって……鈴すず江え君くん？」

　龍神たつみは、唇くちびるに人ひと差さし指ゆびをあててウィンクした。

「内ない緒しょな！」

　そう言いって、龍神たつみは自じ転てん車しゃを走はしらせて行いった。

　和かず人とは、いつまでもその場ばにボンヤリと立たっていた。







　　　　住すむ世せ界かいが違ちがうのだ







　信のぶ久ひさと龍神たつみは駅えきで落おち合あい、電でん車しゃで最も寄より駅えきまで行いくと、あとはタクシーで岬みさきの塔とうまで行いった。

　魔ま法ほうの塔とうを見みた信のぶ久ひさは、足あしが悪わるいとは思おもえないほどはしゃぎ回まわり、あとを追おう龍神たつみの方ほうがバテてしまったぐらいだった。江え角すみの部へ屋やを見みた信のぶ久ひさは、鳥とり肌はだを立たたせて震ふるえた。

「スッゲー……！　なんか、ぜんぜんわけわかんねーけど、とにかくスッゲーッ！　とにかくスッゲーってことだけはわかる！」

「それでよし」

　秀しゅう士じ郎ろうは笑わらった。

「お前まえたちにとって、江え角すみのことやわしらのことはその程てい度どの認にん識しきでよいのだ。だがそれだけでも、感かんじれば世せ界かいは広ひろがる！　なにも知しろうとせん奴やつらより、なにも感かんじない奴やつらより、お前まえらの世せ界かいは広ひろいんじゃ！　それだけで、もうお前まえらの勝かちだ!!」

「イエ──ッ!!　俺おれらの勝かち───っ!!」

　子こどもたちは手てを叩たたき合あった。

　ギルバルスは煙草たばこを吸すいながら、ソファの上うえで「けっ」と言いった。

　龍神たつみと信のぶ久ひさは、太たい平へい洋ようを眺ながめながらおやつを食たべたり、書しょ庫こで持もって帰かえる本ほんを選えらんだり、塔とうの中なかを冒ぼう険けんしたり、目めいっぱい楽たのしく過すごした。だから楽たのしすぎて、うっかり帰かえるのが遅おそくなってしまった。

「俺おれは大だい丈じょう夫ぶ。今日きょうは母かあさんも遅おそくなるって言いってたし」

　そう言いって、信のぶ久ひさは帰かえって行いった。

　龍神たつみも、大だい丈じょう夫ぶだと思おもっていた。少すこしぐらい遅おそくなっても、夕ゆう食しょくの時じ間かんに少すこし遅おくれるだけだ。これが「初しょ犯はん」だし。

「ごめんなさいって謝あやまって、今こん度どからは気きをつけようっと」

　だが、その程てい度どに考かんがえていたのは龍神たつみだけだった。







「龍神たつみ！　やっぱりお前まえは、あの塔とうへ行いっているんだな!!」

　帰き宅たくしたとたん、功こうに火ひを噴ふくように怒ど鳴なられて、龍神たつみは仰ぎょう天てんした。

「二度どや三度ど見みに行いくぐらいならと思おもっていたが、足あしの悪わるい友とも達だちまで連つれて行いってるそうじゃないか！　その子こになにかあったらどうするんだ！」

　父ちちの後うしろで、和かず人とが妙みょうに無む表ひょう情じょうな顔かおをして龍神たつみを見みていた。

（告つげ口ぐちした!?　和かず人とが……??）

　龍神たつみは、愕がく然ぜんとした。

「あの塔とうは崖がけの上うえに建たっているし、まわりの森もりの中なかには沼ぬまもあるし、蛇へびや虫むしもいる。それでなくても、あんな遠とおくまでお前まえのような子こどもが行いくのを、母かあさんがどれだけ心しん配ぱいしているか！」

　今いままで抱かかえていた不ふ安あんが苛いら立だちに変かわった功こうの様よう子すは、子こどもたちが見みたこともないほど激げき烈れつなものだった。龍神たつみはすごく慌あわててしまった。だから、つい口くちがすべってしまった。

「ぼ、僕ぼく、あぶないことなんてしてないよ！　塔とうの中なかで本ほんを読よんでるだけなんだ！」

　功こうは、ギョッとした。

「中なかへ!?　お前まえ、塔とうの中なかへ入はいっているのか!?　どうやって！」

「あ……う、えと」

「バカッ!!　中なかでなにかあったらどうするんだ！　あんな大おおきな家いえ、叫さけんだって誰だれも助たすけに来きてくれないんだぞ!!」

　父ちちのこの言こと葉ばに、龍神たつみは反はん射しゃ的てきに言いい返かえしてしまった。頭あたまの中なかは、もう真まっ白しろだった。

「おじいちゃんが助たすけてくれるよ!!」

「なにっ!?」

「お父とうさん、あの塔とうにはね、おじいちゃんが今いまでもちゃんと住すんでいるんだ！　いろんなおもしろい話はなしを聞きかせてくれるんだ！　僕ぼく、いつでもおじいちゃんと一いっ緒しょだったんだよ！」

　パアン!!　真しん剣けんにそう訴うったえる龍神たつみの頰ほおを、功こうは思おもいきり平ひら手て打うちした。

「なんてバカなことを!!」

「あなた!!」

　弘ひろ子こが、あわてて龍神たつみをかばった。龍神たつみも和かず人とも晶あき子こも、啞あ然ぜんとした。この父ちちが、子こどもに手てを上あげるなんて夢ゆめにも思おもわなかった。功こうは、顔かおを真まっ赤かにして声こえを荒あらげた。

「父とうさんが今いまでもいるなんて……！　バカな話はなしにも程ほどがあるっ!!　そんなこと、二に度どと口くちにするんじゃないぞ!!」

「子こどもの言いうことじゃありませんか。なにもぶたなくてもっ……」

「私わたしは、非ひ科か学がく的てきな話はなしは大だい嫌きらいだ!!」

　功こうは吐はき捨すてるように言いうと、部へ屋やを出でて行いった。

　龍神たつみは、呆ぼう然ぜんとしていた。驚おどろきのあまり泣なくことも忘わすれていた。こんなに怒おこることか？　と思おもった。しかし、

「お父とうさんが、あんな話はなしが嫌きらいなことぐらい知しってるくせに」

　と言いったのは、和かず人とだった。その顔かおは、やはり妙みょうに無む表ひょう情じょうだった。

「和かず人と……」

　別べつ人じんのような和かず人とが、そこにいた。あのほがらかでやさしい和かず人ととは思おもえない、温あたたかさが感かんじられない眼まな差ざし。

　龍神たつみは、和かず人とがなんのために父ちちに告つげ口ぐちをしたのかわからなかった。なぜ今いま、こんな目めで自じ分ぶんを見みているのかわからなかった。
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「びっくりしたぁ。あんなお父とうさん初はじめて見みたよ」

　怯おびえる晶あき子こに、和かず人とが言いった。

「龍神たつみ兄にいさんが、それだけ悪わるいことをしたってことなんだよ、晶あき子こ」

「そ、そうなの!?」

「そうでなきゃ、お父とうさんがあんなに怒おこるはずないじゃないか」

　龍神たつみは、絶ぜっ句くした。すがるように母ははを見みた。

　弘ひろ子こは、龍神たつみの頰ほおに濡ぬれタオルを当あてながら、少すこし悲かなしそうに微ほほ笑えんだ。

「あんなこと……人ひと様さまの前まえで言いっちゃダメよ」

　母ははと、弟おとうとと、妹いもうとが、同おなじ目めで龍神たつみを見みていた。

　それは、自じ分ぶんたちとは異い質しつなものを見みる目めだった。

　自じ分ぶんたちとは異い質しつなものを嫌けん悪おする目めだった。

　龍神たつみは、血ちの気けが引ひく思おもいがした。




　それからというもの、龍神たつみは家か族ぞくから厳げん重じゅうに監かん視しされ続つづけた。いつでも目めの届とどくところに置おかれ、学がっ校こうが終おわると和かず人とと晶あき子こが龍神たつみを教きょう室しつまで迎むかえに来きて、三人にんで帰かえった。休きゅう日じつには遊ゆう園えん地ちだ動どう物ぶつ園えんだと、あちこちに連つれてゆかれた。もう龍神たつみが一人ひとりで行こう動どうすることは許ゆるされなかった。

「一回かい帰かえりが遅おそくなったってだけで、お前まえんちの家か族ぞくも大おお袈げ裟さだなあ、龍神たつみ。このお仕し置おきは、いつまで続つづくんだ？」

　昼ひる休やすみに会あいに来きた信のぶ久ひさが龍神たつみに言いった。龍神たつみは、力ちからなく笑わらった。

「大だい丈じょう夫ぶか、龍神たつみ？　なんかこのごろ顔かお色いろ良よくないんじゃないか？」

「龍神たつみ兄にいさん」

　和かず人とが、龍神たつみの教きょう室しつにやってきた。

「うわ、もう来きたよ、お目め付つけ役やくが。毎まい日にち毎まい日にち、よく続つづくなあ」

　和かず人とは、昼ひる休やすみになると龍神たつみを図と書しょ室しつへ誘さそいに来くる。

「とことんお前まえを一人ひとりにさせないって、ちょっとやり過すぎじゃねぇ？」

　と信のぶ久ひさは言いうが、龍神たつみは大おおきなため息いきを吐つくばかりだった。

「それだけ……僕ぼくがお父とうさんを怒おこらせたってことなんだ……」

「俺おれ、そろそろ秀しゅうジィに会あいてぇな～」

　信のぶ久ひさは口くちをとがらせた。

　そういえば、秀しゅう士じ郎ろうはまったく姿すがたを現あらわさない。そのことを思おもうと、龍神たつみの気き持もちはますます重おもく沈しずんでいった。

　なんだかなにもかもに自じ信しんがない。あんなに元げん気きいっぱいだった心こころの中なかが急きゅうに空からっぽになって、どうしていいかわからないまま時じ間かんだけがどんどん過すぎてゆく感かんじだった。

「兄にいさん、これスッゴクおもしろかったよ！」

　和かず人とがお勧すすめの本ほんを差さし出だした。

「主しゅ人じん公こうがすごくいい奴やつでさぁ、憧あこがれちゃうよ」

　龍神たつみが家か族ぞくと過すごすようになって、和かず人とはまた元もとの和かず人とにもどった。以い前ぜんよりもっと明あかるくほがらかになった感かんじだ。友とも達だちとも遊あそばず、クラブにも行いかず、いつでもどこでも龍神たつみと一いっ緒しょにいて「兄にいさん、兄にいさん」と龍神たつみを慕したった。あのときの、能のう面めんのように冷つめたい顔かおをした和かず人とは、幻まぼろしのように思おもえた。

「僕ぼくは……間ま違ちがっていたのかな……？」

　龍神たつみは、ふとそんな気きがした。

　秀しゅう士じ郎ろうのことをあんな風ふうに否ひ定ていされてショックだった。でもそれは、普ふ通つうの人ひとからしてみれば当とう然ぜんのことだったのだ。龍神たつみの「異い様ような」言げん動どうが、家か族ぞくを不ふ安あんにさせ、苛いら立だたせ、父ちちや弟おとうとを別べつ人じんのようにさせてしまった。

　龍神たつみは、もうなにがなんだかわからなくなった。考かんがえれば考かんがえるほど、泥どろ沼ぬまにはまり込こんでゆくような気きがする。

　だから、龍神たつみは家か族ぞくの言いうことに従したがっていた。

　その方ほうが、楽らくだったからだ。










　冷つめたい風かぜが吹ふきはじめた、ある朝あさだった。

　和かず人とは前ぜん日じつから風邪かぜ気ぎ味みで、今日きょうは学がっ校こうを休やすむことになった。

「先さきに行いくよ、晶あき子こ」

　ぐずぐずする妹いもうとを置おいて、龍神たつみは一ひと足あし先さきに家いえを出でた。

　そこに、ギルバルスがいた。

「……っ！」

　龍神たつみは、ギルバルスを見みて固かたまってしまった。

　大おおきな灰はい色いろの身体からだ。黒くろい眼がん帯たいをして煙草たばこをくわえた犬いぬの姿すがたをした魔ま物ものは、ぞんざいな口く調ちょうで言いった。

「久ひさしぶりだな、龍神たつみ。元げん気きそうじゃねぇか」

「…………ギルバルス……」

　龍神たつみは、呆ぼう然ぜんと立たちつくした。

「秀しゅう士じ郎ろうが、お前まえとの通つう路ろが繫つながらねぇと言いうもんでな。病びょう気きでもしてんじゃねぇか見みてこいとかぬかしやがってよ。見みたとこ病びょう気きをしてた感かんじじゃねぇな!?　でも、ちっと瘦やせたか？　やっぱ病びょう気きしてたのか？」

　龍神たつみの頭あたまの中なかは、真まっ白しろになった。

　真まっ白しろなその中なかを、光ひかりがシャワーのように降ふった。光ひかりの粒つぶは細こまかく光ひかり輝かがやきながら、龍神たつみの心こころの中なかを次つぎ々つぎと滑すべり落おち、たちまち龍神たつみの中なかにあふれかえった。

「…………！」

「ギルバルス」と言いったが、言こと葉ばにならなかった。龍神たつみはギルバルスに飛とびついて、抱だきついた。

「どうしたっ？」

　わからなかった。ただ龍神たつみは、涙なみだをあふれさせた。ここで声こえを上あげてはまずいと思おもったが、とても止とめられなかった。

「わあああ───っ!!」




「龍たつ兄にいちゃん、待まってよう！」

　晶あき子こが玄げん関かんから飛とび出でてきたが、そこには龍神たつみの姿すがたはなかった。

「もーっ、ちょっとくらい待まってくれてもいいじゃない！」

　晶あき子こは、頰ほおをふくらませながら走はしって行いった。







「龍神たつみ！」

「ハッ!!」

　龍神たつみが泣なき濡ぬれた目めを開あけると、秀しゅう士じ郎ろうがこちらに歩あるいてくるところだった。

　龍神たつみは、魔ま法ほうの塔とうにいた。一階かいの泉せん水すいの側そば。小こ春はる日和びよりのキラキラした陽ひ射ざしが、大おおきな窓まどから水すい面めんに落おちていた。龍神たつみのかたわらで、ギルバルスが大おおきく煙草たばこの煙けむりを吐はいていた。

「どうしたんだ？　なにがあった!?」

「おじいちゃん……」

　いつの間まに、どうやってここへ来きたのかなんてどうでもいい。龍神たつみは、秀しゅう士じ郎ろうの胸むねへ思おもいきり飛とび込こんだ。

「おじいちゃ───ん!!」

　龍神たつみは秀しゅう士じ郎ろうの胸むねで、さらに大おお声ごえで泣ないた。涙なみだはとめどなく胸むねの奥おくからあふれ出でて、龍神たつみの顔かおを滝たきのように流ながれ落おちた。

　胸むねの奥おくからは、涙なみだとともに苦くるしみと悲かなしみが噴ふき出だしてきた。龍神たつみは苦くるしくて苦くるしくてたまらなかった。何なん度ども咳せき込こんで吐はきそうになった。

　なにも考かんがえない方ほうが楽らくだと思おもっていた。でも、それは違ちがった。それは龍神たつみにとって、とてつもなく苦くるしく悲かなしいことだったのだ。今いま、龍神たつみはそれを思おもい知しる。龍神たつみは秀しゅう士じ郎ろうのひざに突つっぷして延えん々えんと泣ないた。秀しゅう士じ郎ろうは龍神たつみの背せ中なかに手てを置おいて、じっとしていた。




　魔ま法ほうの塔とうは相あい変かわらず静しずかで、木き々ぎのさざめく音おとと波なみの音おとが遠とおくに聞きこえていた。

　秋あき色いろに彩いろどられた小ちいさな庭にわでは、林りん檎ごの実みをついばみにやって来きた小こ鳥とりたちが、楽たのしげにさえずり合あっている。

　蜘蛛くもの巣すをかたどった窓まどのアイアンワークも、壁かべに書かかれた詩しも、無む造ぞう作さに置おかれた女め神がみ像ぞうたちも、静しずかに龍神たつみを見み守まもっていた。




　ようやく落おち着ついた龍神たつみが、ぽつりぽつりと話はなし始はじめた。

　秀しゅう士じ郎ろうのことを話はなすと、父ちちが激はげしく怒おこったこと。一人ひとりで行こう動どうすることを禁きんじられたこと。それに黙だまって従したがっていた自じ分ぶんのこと。

「なるほど。通つう路ろが繫つながらなかったわけだ」

　ギルバルスが、煙草たばこをはさんだ手てで龍神たつみを指ゆび差さした。

「お前まえが、秀しゅう士じ郎ろうとの通つう路ろを閉とじていたからヨ」

「!!」

　龍神たつみは、胸むねがえぐられるような気きがした。秀しゅう士じ郎ろうやギルバルスが言いう「通つう路ろ」という感かん覚かくはまだよくわからない。それでも、ギルバルスに「お前まえが閉とじていたからだ」と言いわれて、龍神たつみは自じ分ぶんの気き持もちに思おもい当あたった。

「僕ぼくが……おじいちゃんのことを疑うたがったから……。自じ分ぶんの気き持もちを疑うたがったから……！」

　また泣なきそうになった龍神たつみの頭あたまをクシャクシャと撫なでて、秀しゅう士じ郎ろうは言いった。

「だから言いったろう、龍神たつみ。わしのことは、功こうに言いってはならんと」

「…………」

「住すむ世せ界かいが、違ちがうのだ」

「!!」

　この瞬しゅん間かん、龍神たつみの身体からだ中じゅうに電でん撃げきが走はしった。




　住すむ世せ界かいが違ちがう───。




　これは、秀しゅう士じ郎ろうに初はじめて会あったときに龍神たつみが聞きいた言こと葉ばだ。あのときは、龍神たつみはその意い味みがわからなかった。ただ単たんに、幽ゆう霊れいと人にん間げんだからというぐらいの意い味みなのだと思おもっていた。

「違ちがうんだ!!　オバケと人にん間げんだから世せ界かいが違ちがうって意い味みじゃないんだ!!」

　龍神たつみは、すべてを悟さとった。

　心こころの扉とびらがすべて開あけ放はなたれ、まったく違ちがう新あたらしい風かぜが、轟ごう々ごうと吹ふき込こんできた。




「僕ぼくの住すむ世せ界かいは、あの家いえじゃない。ここなんだ───!!」







　その日ひ、龍神たつみは学がっ校こうが終おわるころ帰き宅たくしたが、学がっ校こうからは「登とう校こうしていない」と連れん絡らくが入はいっていて、大おおあわての弘ひろ子こから連れん絡らくを受うけた功こうがあちこち捜さがし回まわり、もう少すこしで警けい察さつに捜そう索さく願ねがいが出だされるところだった。功こうは、また火ひのように怒おこった。

「やっぱり、あの塔とうに行いっていたのか。まさかと思おもって行いってみたが、門もんには鍵かぎがかかっていたし、いったいどこから……。いや、そんなことはどうでもいい。まったくなにを考かんがえているんだ、お前まえは！　学がっ校こうをズル休やすみしてまで、あんな塔とうへ行いくなんて！」

　龍神たつみは功こうの前まえで、静しずかに座すわっていた。かたわらでは弘ひろ子こが心しん配ぱいそうに見み守まもり、ドアの隙すき間まからは和かず人とと晶あき子こが不ふ安あんそうにのぞいていた。

「もういい！　あの塔とうは処しょ分ぶんする！　もっと早はやくそうするべきだった」

　そう言いう功こうに、龍神たつみはきっぱりと言いった。

「お父とうさんにそんなことはできないはずだよ」

　力ちから強づよい声こえだった。力ちから強づよく、どっしりとした大人おとなのような声こえだった。功こうも弘ひろ子こもギョッとした。

「な、なに……」

「あの塔とうは、弁べん護ご士しさんが管かん理りしてるんだ。あの塔とうにかかる維い持じ費ひがなくなるまでは、お父とうさんに所しょ有ゆう権けんは移うつってこないんだ」

　功こうは、目めを見み開ひらいた。

「なぜお前まえがそんなことを知しっているんだ？」

「おじいちゃんに聞きいた」

　龍神たつみは、またひときわきっぱりと言いい切きった。功こうの顔かおが、カッと燃もえる。

「またお前まえは、そんなことをっ……!!」

「あなたっ!!」

　振ふり上あげた功こうの手てを、弘ひろ子こが止とめた。龍神たつみは座すわったまま、微び動どうだにせず功こうを見み上あげていた。

「ぶっていいよ。それが、お父とうさんのやり方かたなんでしょう？　お父とうさんがお父とうさんのやり方かたでやるなら、僕ぼくは僕ぼくのやり方かたでやる」

　龍神たつみは、スックと立たち上あがった。和かず人とは龍神たつみのその姿すがたに呆ぼう然ぜんとした。なにかを決けつ意いした、オーラのようなものが見みえるようだった。

「龍神たつみ……なにをするの？」

　部へ屋やを出でて行いこうとする龍神たつみに、弘ひろ子こはすがるように問とうた。それにも、龍神たつみはハッキリと答こたえた。

「おじいちゃんの塔とうへ行いく。ここは、僕ぼくの家いえじゃない」

「龍神たつみ!?」

「放ほうっておきなさい、弘ひろ子こ。どうせなにもできやしない」

「で、でも……」

「自じ転てん車しゃは処しょ分ぶんした。今いまから警けい察さつと駅えきへ行いって、あの子こが一人ひとりでウロウロしていたら補ほ導どうしてもらうようにたのめばいい」

　父ちちと母はははいろいろ話はなしているようだったが、龍神たつみにはもうどうでもよかった。もう、龍神たつみの決けつ意いは揺ゆるがなかった。

　その夜よるは、龍神たつみは夕ゆう食しょくも食たべずにさっさと寝ねてしまった。その寝ね顔がおを、隣となりのベッドから和かず人とが不ふ安あんそうに眺ながめていた。







　明あけ方がただった。

　龍神たつみはランドセルに教きょう科か書しょをつめ、バッグに着き替がえと時と計けいと貯ちょ金きん箱ばこを入いれ、毛もう布ふを丸まるめて紐ひもで縛しばった。

「なにをするの、兄にいさん？」

　和かず人とがベッドに起おき上あがって、泣なきそうな顔かおで龍神たつみを見みていた。

「晶あき子こをたのむよ、和かず人と」

　そう言いった龍神たつみの顔かおは晴はれ晴ばれとしていた。和かず人とは、ますます泣なきそうになった。

「出でて行いく気き？　本ほん当とうに出でて行いく気き？」

「ああ。もう帰かえって来こないから」

　あまりにもアッサリとそう言いわれて、和かず人とはポカンとした。頭あたまの中なかがしびれているようで気き分ぶんが悪わるかった。

「行いかせないよ、兄にいさん」

　和かず人とは、ゆっくりと頭あたまを左さ右ゆうに振ふった。

「お父とうさんに言いうからね」

「和かず人と……」

「なんで出でて行いくなんて言いうんだよ。なんでもう帰かえらないなんて……。兄にいさんは僕ぼくらが嫌きらいなの？」

　龍神たつみは首くびを振ふった。

　わかっている。家か族ぞくが自じ分ぶんを縛しばるのは、自じ分ぶんを心しん配ぱいしてくれているに他ほかならないことを、龍神たつみは充じゅう分ぶんにわかっている。だからこそ、龍神たつみは自じ分ぶんらしく生いきたいと思おもう。自じ分ぶんが自じ分ぶんでいられる場ば所しょにいたいと思おもう。家か族ぞくに誇ほこれる自じ分ぶんになりたいと思おもう。

「和かず人と……」

　龍神たつみは和かず人とにそっと近ちかづいて、その頭あたまを撫なでた。

「ごめんな。こんなお兄にいさんで」

　龍神たつみは、やさしく笑わらった。

「お前まえと違ちがって、僕ぼくはこの家いえじゃやっていけない。だから出でていくんだよ。お前まえは、ここでりっぱにやっていける。お前まえがいれば、この家いえはずっとずっと大だい丈じょう夫ぶだ」

　龍神たつみはもう振ふり返かえらないと、和かず人とはわかった。もう龍神たつみの心こころはここにはないのだとわかった。こんなにも清すが々すがしく、こんなにも簡かん単たんに、龍神たつみは遠とおくへ行いってしまうのだ。

「ズルイよ……」

　和かず人とのひざに、涙なみだがポツリと落おちた。

「龍神たつみ兄にいさんはズルイよ。自じ分ぶんだけ……どんどん変かわっていって……僕ぼくを置おいたまま……。僕ぼくは、兄にいさんを見みてたら……すごく怖こわくて、不ふ安あんで……」

[image: ]

　龍神たつみは和かず人との肩かたを抱だいた。

「僕ぼくだけじゃない。お前まえだって変かわるさ。僕ぼくがここを出でて行いくことで、お前まえも変かわっていく。晶あき子こも、お父とうさんもお母かあさんも変かわっていく。置おいてけぼりなんかにはならないさ。僕ぼくたちは、みんな歩あるき始はじめたんだよ」

「どうなっていくの？　みんなどうなっていくの？　怖こわいよ」

「怖こわくない。怖こわがらなくていいよ。きっとなにもかもうまくいくよ。僕ぼくはそうなるって自じ信しんがある。お前まえも自じ信しんを持もってくれ。僕ぼくを助たすけてくれ」

「兄にいさんを助たすける？」

「そうさ。たよりにしてるよ!?」

　兄きょう弟だいは見みつめ合あった。

　和かず人とは、こんな大人おとなのような顔かおをした兄あにを見みるのは初はじめてだった。

　龍神たつみは、弟おとうとをこんな純じゅん粋すいな気き持もちで見みるのは初はじめてだった。

「お前まえがいつもうらやましかったよ、和かず人と。本ほん当とうによくできた奴やつで、誰だれからも好すかれて、どんな期き待たいにもちゃんとこたえられるお前まえを……僕ぼくは今いま……初はじめて心こころからたよりにするよ。お前まえが僕ぼくの弟おとうとでよかった」

　龍神たつみは、和かず人とを抱だきしめた。

「わがまま言いってゴメンよ。晶あき子こと、お父とうさんとお母かあさんをたのむから！」

　そう言いうと、龍神たつみは和かず人とからスッと離はなれた。

「兄にいさん……」

　大おおきな荷に物もつをしょって窓まどに足あしをかけ、龍神たつみは振ふり向むいてニカッと笑わらった。まるでイタズラ小こ僧ぞうのように。

　次つぎの瞬しゅん間かん、龍神たつみの姿すがたは、ふわっと消きえた。

「に、兄にいさん!?」

　和かず人とは窓まどに飛とびついた。下したを見みると、明あけ始はじめた薄うす闇やみの中なかを、龍神たつみが大おおきな犬いぬと一いっ緒しょに走はしってゆくのが見みえた。

「…………」

　晩ばん秋しゅうの朝あさ空ぞらにはまだ星ほしがきらめき、空くう気きはどこまでも透とう明めいだった。

　星ほしを見み上あげた和かず人との吐はく息いきが、真まっ白しろに凍こおる。寒さむさに身みを震ふるわせながらも、和かず人とはこの澄すんだ冷れい気きが身体からだ中じゅうを洗あらうような気きがして、いつまでも窓まど辺べに立たっていた。







　　　　ここから始はじまる







「うーむ。十二歳さいにして家いえを出でたか。その心こころ意い気きや良よし！」

　秀しゅう士じ郎ろうは、塔とうの一階かいで龍神たつみを出で迎むかえてくれた。

　大おおきな窓まどから射さし込こむ朝あさ陽ひに染そめられて、教きょう会かいの聖せい堂どうのような一階かい部ぶ分ぶんはいっそうおごそかなたたずまいだった。龍神たつみは、身みの引ひきしまる思おもいがした。通かよい慣なれた魔ま法ほうの塔とうなのに、まるで初はじめての場ば所しょのような、そんな新しん鮮せんな気き持もちだった。




　この塔とうで暮くらしたいという龍神たつみの決けつ意いを秀しゅう士じ郎ろうはおおいに褒ほめたが、龍神たつみがここで暮くらすには、ちょっとした準じゅん備びが必ひつ要ようだった。ここにはガスも電でん気きも水すい道どうもない。

「油あぶらや石せっ鹼けんならあるゾ」

　秀しゅう士じ郎ろうはそう言いって、龍神たつみを塔とうの地ち下かへ連つれて行いった。

　塔とうの地ち下かの物もの置おきには、油あぶらや石せっ鹼けん、ランプ、食しょっ器き、掃そう除じ用よう具ぐなどがまだ使つかえる状じょう態たいで保ほ管かんされていて、龍神たつみは必ひつ要ようなものを運はこび出だした。

　二階かいにある少すこし大おおきめの部へ屋やを、龍神たつみは自じ分ぶんの部へ屋やと決きめた。海うみと庭にわを見み下おろせるバルコニーがあり、窓まどは大おおきくて両りょう側がわに開ひらくフランス式しき。同おなじく両りょう側がわに開ひらくアイアンワークの格こう子しの柄がらは天てん使し。大おおきな暖だん炉ろの両りょう側がわに大おおきなソファがあり、暖だん炉ろとソファは一つの小こ部べ屋やのようになっていた。

「このソファのとこ素す敵てきだね、おじいちゃん！」

「ガウディ好ずきの奴やつが作つくったのよ」

「ここなら持もって来きた毛もう布ふだけで、寒さむいのも大だい丈じょう夫ぶみたいだ」

　部へ屋やを掃そう除じし終おえ、龍神たつみは暖だん炉ろ横よこのソファに毛もう布ふを敷しいた。今日きょうからここで寝ねるのだと思おもうと感かん慨がい深ぶかかった。

「ランプには油あぶらを使つかえばいいが、この暖だん炉ろの火ひだけはつけてやろう」

　秀しゅう士じ郎ろうはそう言いってニヤリとした。

「つける？」

「ギルバルス」

　秀しゅう士じ郎ろうに呼よばれてギルバルスが暖だん炉ろの前まえに来きた。ギルバルスは吸すっていた煙草たばこを口くちへ放ほうり込こむと、暖だん炉ろに向むかってプイッと吹ふいた。ギルバルスの口くちからは、小ちいさな小ちいさな火ひが飛とび出でて暖だん炉ろの中なかに落おちた。それはたちまち大おおきな炎ほのおとなって燃もえた。

「うわっ、ス、スゴイ！　魔ま法ほうだ！　魔ま法ほうの火ひだ!!」

　薪まきもないのに燃もえる魔ま法ほうの炎ほのおは、部へ屋や全ぜん体たいをゆっくりと暖あたため始はじめた。龍神たつみは感かん動どうした。

「魔ま法ほうの火ひなんて、『ハウルの動うごく城しろ』みたいだ！　こ、この火ひって……もしかしてしゃべったりする？」

　と、龍神たつみはギルバルスに訊たずねたが、

「はあ？　火ひがしゃべるかい！」

　と、しゃべる犬いぬにアッサリ返かえされた。

「あ、そういえばここじゃあもうビデオもテレビも見みられないんだなぁ。あ、ノブんちで見みせてもらえばいいか」

　秀しゅう士じ郎ろうがサツマイモを持もってきて火ひにくべた。

「庭にわのすみに生はえとるのよ。手て入いれをせんから瘦やせとるがな」

「なんか、キャンプしてるみたいだ」

　龍神たつみはワクワクし通どおしだった。

　水みずは、庭にわの手て押おしポンプから汲くめた。

「この水みず、冷つめたくない！」

「地ち下か水すいだからな。安あん全ぜんな水みずだが、念ねんのために生なまでは飲のむなよ」

　いろいろな準じゅん備びがあらかた終おわり、龍神たつみは暖だん炉ろで沸わかしたお湯ゆを飲のみ、焼やき芋いもを食たべた。腹はらペコに芋いもの甘あまさが染しみわたった。

「うう～っ、おいしい！」

「龍神たつみ、功こうらが来きとるぞ」

　バルコニーに出でてみると、庭にわに弘ひろ子こがいた。

「龍神たつみ！　やっぱりここにいたのね！　あなた！　龍神たつみがいたわ、こっち！」

「龍神たつみ！　いったいどういうつもりだ、学がっ校こうにも行いかないで!!」

「学がっ校こうにはちゃんと行いくよ」

　龍神たつみは笑わらって答こたえた。

「お家うちへ帰かえりましょう、龍神たつみ。なにも食たべてないんでしょう？　ご飯はん食たべに帰かえりましょう」

「ありがとう、お母かあさん。でも、僕ぼくはここにいるよ。ここが僕ぼくの家いえだから」

　龍神たつみの口く調ちょうの冷れい静せいさに、弘ひろ子こはショックを受うけた。ただのわがままや反はん発ぱつではないことがわかったからだ。しかし、功こうにはわからなかった。

「バカもいい加か減げんにしないか!!　お前まえみたいな子こどもが、一人ひとりでやっていけるわけがないだろうが!!」

「僕ぼく、一人ひとりじゃないよ。おじいちゃんがいるから」

「まだそんなことを!!」

「お父とうさん。お父とうさんだって、僕ぼくと同おなじことをしたんでしょう？　お父とうさんは、おじいちゃんと一いっ緒しょにいられなかったから家いえを出でたんだ。僕ぼくも同おなじだよ!!」

「口くち答ごたえをするな!!」

「子こどもだからって、そこで話はなしを切きっちゃわないでよ、お父とうさん！　子こどもには、その先さきはないの？　ホントにないの!?」

　功こうは、ぐっとつまった。

「お父とうさんもお母かあさんも大だい好すきだよ。でも、お父とうさんたちと僕ぼくのやり方かたは違ちがうんだ。僕ぼくのためって思おもってくれるのはうれしいけど、お父とうさんたちのやり方かたじゃ、僕ぼくはもうやっていけないんだ！」

　功こうも弘ひろ子こも愕がく然ぜんとした。こんなことを自じ分ぶんの子こどもに言いわれるなんて夢ゆめにも思おもわなかった。自じ分ぶんたちは、常つねに正ただしいと信しんじてきた。それを否ひ定ていされた経けい験けんなど、二人ふたりにはなかったのだ。

「僕ぼくはね、お父とうさん。よく思おもい出だしてみてよ。僕ぼくは、この家いえを出でていったときのお父とうさんなんだ。だから──、もう帰かえらないよ」

　揺ゆるぎなく、真まっ直すぐに見みつめてくる龍神たつみに、功こうはもうなにも言いえなかった。

「……もういい」

「あなた！」

「どうせ、二、三日にちで音ねを上あげるに決きまってる！」

「あなた、でもっ……！」

　ザクザクと枯かれ葉はを踏ふみしめて帰かえっていく功こうに、弘ひろ子こはオロオロしながら従したがった。

　静しずかになった岬みさきの塔とうに、波なみ音おとが満みちる。

　龍神たつみは、バルコニーから秋あきの海うみを眺ながめた。

　真まっ青さおな海うみから海うみ風かぜが吹ふき上あげてくる。冷つめたい晩ばん秋しゅうの風かぜは龍神たつみの頰ほおをたちまち赤あかく染そめたが、龍神たつみはその風かぜの中なかでウーンと思おもい切きり伸のびをした。深しん呼こ吸きゅうすると、身体からだ中じゅうを満みたす海うみ風かぜで、自じ分ぶんも秋あきの海うみのように青あおく染そまりそうな気きがした。

　その夜よる。

　廊ろう下かや部へ屋やの中なかにはいくつものランプの灯あかりがともり、とても幻げん想そう的てきだった。本ほん当とうの闇やみの中なかにともる灯あかりの色いろは純じゅん粋すいで美うつくしくて、龍神たつみはうっとりした。

　秀しゅう士じ郎ろうはなにも言いわず、ただ黙もく々もくと暖だん炉ろの傍そばで本ほんを読よんでいた。龍神たつみは秀しゅう士じ郎ろうの姿すがたを見みながら、魔ま法ほうの炎ほのおの赤あかい色いろと暖あたたかさに包つつまれて、久ひさしぶりに、本ほん当とうに久ひさしぶりに、ぐっすりと眠ねむった。




　翌よく日じつ。龍神たつみの朝あさは早はやかった。今日きょうは一いち日にち、やることが山やまほどある。

「食くい物ものを探さがしに行いくぞ──っ！」

「お───っ!!」

　もう食しょく事じは用よう意いされていない。朝ちょう食しょくは買かっておいた食しょくパンをかじったが、それ以い外がいにはなにもない。コンビニの弁べん当とうを買かおうとは、龍神たつみは思おもっていなかった。ここで暮くらしていくのだから、掃そう除じや洗せん濯たくと同どう様よう、料りょう理りもしなければと思おもっていた。

「なに。スーパーで買かってこずとも、お前まえが当とう面めん食くうぐらいのものはそこらへんにあるサ」

　秀しゅう士じ郎ろうの指し導どうのもと、龍神たつみは庭にわを、周しゅう辺へんの林はやしや沼ぬまを探たん索さくした。それはまた驚おどろきの連れん続ぞくだった。食たべられる野や草そうがたくさんあった。秀しゅう士じ郎ろうが大おおきな蛇へびを捕つかまえたときは、ひっくり返かえってしまったが。

「冬とう眠みん寸すん前ぜんだからな。動うごきが鈍のろい鈍のろい！」

　秀しゅう士じ郎ろうは大おお笑わらいした。

「まあそう嫌いやがらずに食くってみろ。わしが捌さばいてやるから」

　ギルバルスが、米こめと調ちょう味み料りょうを仕し入いれてきた。

「ケッ、またお使つかい犬けん復ふっ活かつかよ」

「今こん度ど、一いっ緒しょに買かい物ものに行いこうよ、ギルバルス」

　龍神たつみは、人にん間げんに変へん身しんしたギルバルスが見みたくてしかたなかった。

「行いくんなら、てめぇ一人ひとりで行いきやがれ」

　龍神たつみの一いち日にちは、家か事じに絵えを描かくのに本ほんを読よむのに、目めが回まわるほど忙いそがしかった。米こめを炊たくのも、釜かまにくべる薪まき割わりから始はじめねばならない。

「お米こめって、お鍋なべで炊たけるんだあ」

「ちゃんと見みてろよ。タイミングが大だい事じなんじゃ」

　米こめを炊たきながら絵えを描かいた。

「お米こめも蛇へびもおいしいよ、おじいちゃん！」

「蛇へびはまだ半はん分ぶんあるで。明日あしたも蛇へびの蒲かば焼やきだな。ひひひ」

　食しょく事じをしながら本ほんを読よんだ。

「この草くさはちょっと苦にがいや。マヨネーズ買かってこようっと」

　秀しゅう士じ郎ろうは、あれやこれや教おしえてはくれるがあまり手て伝つだってはくれない。それでも龍神たつみは楽たのしくてうれしくて、目めの前まえに次つぎ々つぎと開ひらかれる新あたらしい世せ界かいに夢む中ちゅうになった。




　三みっ日か後ご。登とう校こうした龍神たつみを、さっそく担たん任にんが呼よび出だした。が───、

「先せん生せい、五ご右衛え門もん風呂ぶろって知しってる？　僕ぼく、自じ分ぶんで沸わかしたお風ふ呂ろに入はいったんだ。すっごく気き持もちよかったよ!!」

　この三みっ日か間かんで驚おどろくほど変へん化かした龍神たつみに、担たん任にんは面めん食くらってしまった。龍神たつみの表ひょう情じょうは大人おとなびて、でも瞳ひとみは活いき活いきと輝かがやき、口くちから出でる話はなしはどれもこれも、他ほかの子こどもたちにも体たい験けんさせたいようなことばかりだった。薪まきで火ひを焚たいて風ふ呂ろを沸わかしたこと、蛇へびや毒どく虫むしを見みつけたときの対たい処しょ法ほう、鍋なべで米こめを炊たき、蛇へびや野や草そうを料りょう理りしたことなど。

「へ、蛇へびを食たべたの??」

「蒲かば焼やきにしたんだ、先せん生せい！　うなぎみたいな味あじがしたよ！」
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　担たん任にんは、龍神たつみが家いえ出で同どう然ぜんであることをスッカリ忘わすれて話はなしに聞きき入いってしまった。龍神たつみの母ははから聞きいた話はなしとずいぶん違ちがうと思おもった。

「僕ぼく、大だい丈じょう夫ぶだから、先せん生せい。もうちょっと好すきにやらせて下ください。ダメだったら家いえへ帰かえるから」

　笑わらってそう言いう龍神たつみに、担たん任にんは納なっ得とくさせられた。母はは弘ひろ子こには、自じ分ぶんが感かんじたままを伝つたえるしかなかった。

「龍神たつみ君くん、すごく元げん気きそうで楽たのしそうでした。なにか、以い前ぜんよりずっとしっかりした感かんじで驚おどろいています。大人おとなの方かたがついて下くださっているそうですね。管かん理り人にんの秀しゅう士じ郎ろうさんという方かただとか。その方かたから、貴き重ちょうな体たい験けんをたくさんさせてもらっているようです。もちろん、家いえ出で同どう然ぜんなのは問もん題だいですが、そのことを龍神たつみ君くんはちゃんとわかっています。だから、私わたしはもう少すこし様よう子すを見みてもいいかなと思おもいます。お母かあさんも、あまり心しん配ぱいなさらない方ほうがよろしいかと……」

　別べつ人じんのようになって現あらわれた龍神たつみに、クラスメイトも驚おどろいた。その上うえ、龍神たつみが話はなす体たい験けん談だんのおもしろさは、子こどもたちをたちまち魅み了りょうした。龍神たつみをいじめていたことなど忘わすれっ飛とんで、みんな龍神たつみの話はなしを聞ききたがった。

「ほんと～～～に真まっ暗くらになるとね、どんな小ちいさな音おとでも聞きこえるんだ。身体からだ全ぜん体たいで、聞きく！　って感かんじ」

「怖こわくないの？」

「怖こわいよ。でもね、この怖こわさは、必ひつ要ような怖こわさなんじゃないかって思おもうんだ。人ひとにとって大たい切せつな怖こわさだよ」

　龍神たつみの話はなしを聞きくクラスメイトの目めもまた、活いき活いきと輝かがやいていた。その様よう子すを、教きょう室しつのすみで秀しゅう士じ郎ろうが笑わらって眺ながめていた。

　昼ひる休やすみ。和かず人とと晶あき子こに同おなじ話はなしをしてやると、二人ふたりも目めを輝かがやかせて「もっともっと」と、龍神たつみに話はなしをねだった。龍神たつみを見みる和かず人との顔かおは、なんだかさっぱりとしていた。

「家いえに帰かえっても、父とうさんたちにはこの話はなしはしちゃダメだよ。僕ぼくは元げん気きだってだけでいいから」

　ウィンクする龍神たつみに、和かず人とはウィンクし返かえした。

　帰かえり道みち。

「俺おれも魔ま法ほうの塔とうでキャンプしてえ──っ！」

　信のぶ久ひさは龍神たつみに言いった。

「キャンプじゃないの。僕ぼくはちゃんと暮くらしてるの！」

「俺おれも暮くらしてえ──っ！」

「休やすみになったら泊とまりにおいでよ、ノブ。でも、うちなにもないよ。布ふ団とんもない」

「全ぜん部ぶ持もって行いく!!」

　二人ふたりは笑わらい合あった。

　龍神たつみが塔とうに帰かえると、弘ひろ子こから弁べん当とうと着き替がえが届とどけられていた。

「玄げん関かんとこへ置おいていったぜ」

　ギルバルスが見みていた。

　龍神たつみが家いえを出でて一週しゅう間かん。毎まい日にち毎まい日にち、弘ひろ子こは食たべ物ものなどこまごまと届とどけてくる。龍神たつみは、弁べん当とうに向むかってふかぶかと頭あたまを下さげた。空からになった弁べん当とう箱ばこには、その日ひ自じ分ぶんがなにをしたかなど、家か族ぞくへの手て紙がみを添そえて、玄げん関かん脇わきに出だしておいた。







　日にち曜よう日びの朝あさ。魔ま法ほうの塔とうの庭にわ一いち面めんに霜しもが降おりて、銀ぎん色いろに輝かがやいていた。

「うわぁ～っ……綺き麗れいだ！」

　龍神たつみは、寒さむさも忘わすれてその景け色しきに見み惚とれた。木き々ぎの枝えだ一いっ本ぽん一いっ本ぽんが、朝あさ陽ひを浴あびて金きん色いろに輝かがやいている。銀ぎん色いろに薄うす化げ粧しょうした庭にわが、七なな色いろの光ひかりを放はなっている。朝あさ凪なぎのシンと静しずかな空くう気きの中なか、それらは万まん華げ鏡きょうのような、光ひかりの饗きょう宴えんの瞬しゅん間かんだった。

「綺き麗れいだね、おじいちゃん……。世せ界かいって、こんなに綺き麗れいだったんだ」

　龍神たつみは胸むねがいっぱいで、動うごくこともできなかった。

「それは、お前まえの心こころが開ひらいとる証しょう拠こだ」

「心こころが開ひらいている……」

「より広ひろい世せ界かいに向むかって、お前まえの心こころは開ひらいている。その世せ界かいを丸まるごと受うけ入いれようとな。そこには良よいものも悪わるいものもあるが、それらをすべてひっくるめて世せ界かいは美うつくしいのだ。本ほん当とうに価か値ちのあるものは、より高たかく、より広ひろく見みなければわからん。そこに立たったとき、世せ界かいは変かわる。美うつくしいものがなぜ美うつくしいのかわかったとき、その美うつくしさがさらに心こころに迫せまってくるのだ」

　秀しゅう士じ郎ろうの言いうことはいつも難むずかしい。しかし、龍神たつみにはなんとなくわかるような気きがする。今いまは、それでいい。いつか本ほん当とうにわかるときがくると、龍神たつみは思おもった。

「美うつくしいものが好すきだ……」

　自じ分ぶんが美うつくしいと感かんじる心こころを形かたちにしたいと、龍神たつみは強つよく、強つよく思おもった。

「僕ぼく、絵えを描かくよ、おじいちゃん。僕ぼく、画が家かになりたい!!」

　龍神たつみは、宣せん言げんした。

　秀しゅう士じ郎ろうは、満まん足ぞくそうにうなずいた。




　その日ひの午ご後ごだった。

　敷しき地ちで柴しば拾ひろいをしている龍神たつみのもとに、功こうがやって来きた。

「お父とうさん……」

　龍神たつみは、ちょっと緊きん張ちょうした。家いえを出でて以い来らい、功こうとはもう十とお日かほども会あっていない。

　薄うす日びの射さし込こむ雑ぞう木き林ばやしの中なかで、見みつめ合あう二人ふたり。

　世せ界かいは、とても静しずかだった。鳥とりたちのさえずりも、海うみ鳴なりも、ずっとずっと遠とおくに聞きこえた。ただ、枯かれ葉はの落おちる音おとだけが、二人ふたりの間あいだを埋うめていた。

　功こうが、静しずかに言いった。

「龍神たつみ……。お前まえはよくやっていると思おもう。学がっ校こうにもちゃんと行いっているようだし、担たん任にんの先せん生せいはお前まえのことをとても褒ほめていたというし。確たしかに、こうして見みると一ひと回まわりも大おおきくなったような印いん象しょうだ。すっかりたくましくなった」

　そう言いうものの、功こうの顔かおは無む表ひょう情じょうだった。あのときの和かず人とのように。

「お父とうさんにも悪わるいところはあったと思おもう。それはこれから良よくしていこうと思おもう。だから、もういいだろう、龍神たつみ。帰かえってきなさい」

「…………」

　これが功こうの本ほん心しんでないことは、龍神たつみにはすぐにわかった。

　功こうは、自じ分ぶんの気き持もちは置おいておいて、大人として意い見けんを言いっているに過すぎないのだ。龍神たつみは、そんなよくできた言葉など聞ききたくなかった。黙だまって、力ちから強づよく首くびを横よこに振ふった。

　功こうの顔かお色いろが変かわった。

　能のう面めんのような顔かおが、みるみるゆがむ。

　こんなに追おい詰つめられた経けい験けんなど、功こうにはなかった。こんなにも自じ分ぶんを否ひ定ていされることなど、一いち度どもなかったのだ。

「そうか……。お前まえは、もう本ほん当とうに家いえから出でて行いくんだな。もう家うちの子こじゃないんだな」

「そ……」

　そんな意い味みではないと龍神たつみは言いいかけたが、功こうは聞きかなかった。

「これからは、もうお母かあさんは食たべ物ものを届とどけにこないし、学がっ校こうのお金かねだってお父とうさんは払はらわないぞ！　それでもいいんだな!!」

　その瞬しゅん間かん、

「馬ば鹿か者もの!!」

　雷らい鳴めいのような怒ど号ごうが轟とどろいた。

　木き々ぎの間あいだを、ザカザカと落おち葉ばを蹴け散ちらしながら秀しゅう士じ郎ろうが近ちかづいてきた。

「功こう！　お前まえはこんな子こども相あい手てに金かねの話はなしをするのか！　この恥はじ知しらずが!!」

　功こうは、秀しゅう士じ郎ろうを見みてキョトンとした。龍神たつみは、功こうと秀しゅう士じ郎ろうを交こう互ごに見みた。

「お父とうさん？　おじいちゃんが見みえてる!?」

　その姿すがた。長ちょう髪はつに赤あかいバンダナ。緋ひ色いろの襷たすきは、母はは栄さかえの腰こし紐ひも。袴はかまに裸足はだしで歩あるいていた。いつも。功こうが最さい後ごに見みたときも。

「お前まえがこの塔とうを出でていったとき、わしはなにも言いわなんだ。親おや子ことて別べつ々べつの人にん間げん。その生いき方かたに口くち出だしをする権けん利りが、誰だれにあるというのか！」

　功こうの全ぜん身しんに鳥とり肌はだが立たった。

「と……父とうさん？」

「龍神たつみのためなどとぬかすのは、ただのおためごかし！　お前まえは自じ分ぶんの所しょ有ゆう物ぶつを、自じ分ぶんの勝かっ手てにしたいだけなのだ!!」

　その口く調ちょうも、その声こえも、あのころのまま。功こうの記き憶おくが、一いっ気きに子こどものころへもどってゆく。

「もういい!!　この子この面めん倒どうは、わしが見みる！　お前まえはとっとと帰かえれ!!」

　誰だれに対たいしても、容よう赦しゃのない言こと葉ばを浴あびせる人ひとだった。だがその言こと葉ばはいつでもまっすぐで、純じゅん粋すいだった。そんな人ひとたちの集あつまりだった。あまりに純じゅん粋すいで、触さわると火傷やけどをしそうで恐おそろしかった。理り解かいしがたかった。

「……父とうさん……!!」

　功こうは、その場ばにへなへなと座すわり込こんだ。全ぜん身しんが震ふるえていた。

「お、お父とうさん、大だい丈じょう夫ぶっ!?」

　龍神たつみが触さわったとたん、功こうは弾はじかれたように飛とび上あがり、まるで怯おびえた子こどものように一いち目もく散さんに走はしって行いった。龍神たつみは呆ぼう然ぜんと、小ちいさくなる後うしろ姿すがたを見み送おくった。

「……まあ、お父とうさんみたいな人ひとがオバケを見みると……どうしていいかわかんなくなるよな」

「ケッ！」

　秀しゅう士じ郎ろうは、煙草たばこを吹ふかした。龍神たつみはびっくりした。

「あれっ？　ひょっとして、ギルバルス!?」

　秀しゅう士じ郎ろうの姿すがたがシュシュシュッと縮ちぢまって、ギルバルスになった。

「うおっ、スゲ───ッ!!」

　その後うしろから、秀しゅう士じ郎ろうが姿すがたを現あらわした。

「いくら親おや子こといえども、あの朴ぼく念ねん仁じんにわしの姿すがたが見みえるとは思おもえんのでな。姿すがただけはギルバルスにやらせた」

「ギルバルスは誰だれにでも見みえるんだ!?」

「こいつは、核かくに肉にく体たいを持もっとるからよ」

「……やっぱりよくわかんないや」

「しっぽ巻まいて逃にげやがった。いつぞやのワン公こうと同おなじだぜ」

　ギルバルスが意い地じ悪わるく言いった。

「そりゃ、びっくりするって」

「しょうがない奴やつだ」

　秀しゅう士じ郎ろうはため息いきをついた。

「子こどもの前まえに金かねの話はなしを持もち出だすとは、呆あきれ果はてたわい。みっともないにもほどがある」

　しかし、龍神たつみは首くびを振ふった。

「僕ぼく、ちょっと感かん動どうしちゃったよ!?　あのお父とうさんでも、あんなこと言いったりするんだなぁって。なんかこう……すごく正しょう直じきな姿すがたを見みせてもらったっていうか？」

「ホ！　これはこれは！　お前まえの方ほうがよっぽど大人おとなだな、龍神たつみ！」

　秀しゅう士じ郎ろうは龍神たつみの肩かたを抱だいて大おお笑わらいした。







　　　　そして、魔ま法ほうの塔とうで







　龍神たつみは秀しゅう士じ郎ろうの勧すすめに従したがい、親おや子こ二代だいで塔とうの管かん理りをしている弁べん護ご士しに、父ちちとの間あいだに入はいってもらうことにした。

　秀しゅう士じ郎ろういわく、

「カタをつけるときがきた」

　のだ。




　弁べん護ご士し事じ務む所しょで、龍神たつみと、功こうと弘ひろ子こと、弁べん護ご士しによる話はなし合あいが始はじまった。

　事じ務む所しょに現あらわれた功こうは、いつものような自じ信しんに満みちた堂どう々どうたる男おとこではなく、まるで病やみ上あがりのように力ちからなく、暗くらい印いん象しょうだった。

「塔とうを手て放ばなしていいときは、おじいちゃんが銀ぎん行こうに預あずけている維い持じ費ひが無なくなったときでしょう!?　それは、まだ十年ねんぐらい先さきの話はなしのはずだよ」

　と龍神たつみが言いうと、弁べん護ご士しは不ふ思し議ぎそうな顔かおをした。

「どうしてそれを知しってるんだい、龍神たつみ君くん？」

　龍神たつみは、両りょう親しんに向むかって胸むねを張はって言いった。

「お父とうさん、お母かあさん。心しん配ぱいしてくれるのは、とてもうれしいよ。でもわかって下ください。僕ぼくは、あのおじいちゃんの塔とうで、僕ぼくを見みつけた。だから、それを大たい切せつにしたいんだ。僕ぼくは、僕ぼくらしく生いきたいんだ。自じ分ぶんを試ためしたいんだ」

　もう昔むかしの龍神たつみは、どこにもいなかった。

　塔とうで「自じ分ぶんを見みつけた」と言いった龍神たつみの言こと葉ばが、功こうの胸むねに染しみた。自じ分ぶんたちの手て元もとにいては成なりえなかった輝かがやくような龍神たつみの姿すがたを、どう受うけ止とめればいいのだろう。

「今いますぐでなくてもいいじゃないの。高こう校こうを出でてからでも。そうでしょう、龍神たつみ!?　今いまは、塔とうへは家いえから通かよえばいいわ。もう止とめたりしないから。もうなにも言いわないから」

　弘ひろ子こはぽろぽろと泣ないた。しかし、龍神たつみは首くびを振ふった。

「今いまとか、高こう校こうを出でてからとか、そんな問もん題だいじゃないんだ、お母かあさん。僕ぼくの家いえは、あの岬みさきの塔とうなんだから」

　止とめられないと───。それはとうにわかっていた。

「お父とうさん。お金かねもなにも払はらわないっていうんなら、そうしていいよ。それとも、僕ぼくを勘かん当どうする？　そうすれば、僕ぼくはあそこにいられないもんね」
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　龍神たつみは、皮ひ肉にくでもなんでもなくそう言いった。功こうが怒おこるのは当とう然ぜんだと思おもうから。子こどもを守まもるためなら、親おやはなんでもする。卑ひ怯きょうなことも、情なさけない姿すがたも見みせる。龍神たつみは、父ちちのそんな姿すがたを見みられて幸しあわせだった。

「そんなこと……するわけないだろ……」

　功こうは、つぶやくように言いった。今日きょうはじめて口くちにした言こと葉ばだった。

　父ちち秀しゅう士じ郎ろうの姿すがたを、確たしかに見みた。昔むかしと変かわらぬ口く調ちょうで叱しかられた。信しんじられない現げん象しょうに混こん乱らんし、その場ばから逃にげ出だした。どうしていいかわからず、うろたえた。なにもかもに自じ信しんを無なくした。「お前まえは自じ分ぶんの所しょ有ゆう物ぶつを、自じ分ぶんの勝かっ手てにしたいだけだ」と言いわれた。それが……その通とおりだったから。それを思おもい知しったから。

　父ちち親おやとして、大たい切せつな子こどもを導みちびいているつもりだったのに、それは、自じ分ぶんでも気きづかぬうちに自じ分ぶんで作つくった、ただの美うつくしい建たて前まえに過すぎなかった。本ほん当とうの自じ分ぶんは、ただの自じ分ぶん勝かっ手てな人にん間げんだったのだ。それを、たちまちのうちに喝かっ破ぱされた功こうは、打うちひしがれた。

　だが、ここに龍神たつみがいる。まるで闇やみの中なかに一ひと筋すじ射さした輝かがやきのように。以い前ぜんとは比くらべ物ものにならないほど、しっかりと、たくましくなった龍神たつみがいる。

　この姿すがたを目めの前まえにして、功こうは心こころが洗あらわれるようだった。親おやはこの子この歩あゆみを止とめてはいけないのだと痛つう感かんした。この子こは、ほんの少すこし早はやく「巣す立だつ」だけ。

「子こどもというのは、ときとして大人おとなの考かんがえもつかないことをする。それが子こどものすばらしいところじゃないか。大人おとなは、自じ分ぶんたちの考かんがえにそぐわないからといって、それを邪じゃ魔まするべきじゃない。決けっして、決けっして───」

　龍神たつみの顔かおを見みながら必ひっ死しでそう考かんがえた瞬しゅん間かん、功こうは、今いまそう考かんがえたことこそが、かつて秀しゅう士じ郎ろうが言いった言こと葉ばだったことを思おもい出だした。




　秀しゅう士じ郎ろうに反はん発ぱつし、塔とうを出でて行いくと言いった自じ分ぶん。さみしがる母はは栄さかえに秀しゅう士じ郎ろうは言いった。

『功こうは、自じ分ぶんというものをしっかりと持もっとる。放ほうっておいても大だい丈じょう夫ぶだ。子こどもがどんな道みちを歩あゆもうとも、親おやは、大人おとなは、その邪じゃ魔まをしてはならんのだ───』




「ああ───……!!」

　功こうは、龍神たつみの両りょう手てを握にぎりしめた。

　生いき方かたは違ちがっても、考かんがえ方かたは違ちがっても、秀しゅう士じ郎ろうに、功こうに、そして龍神たつみのこの小ちいさな身体からだに流ながれている血ちは同おなじものなのだと、自じ分ぶんたちは確たしかに家か族ぞくなのだと、功こうは強つよく思おもった。この絆きずながある限かぎり、なにも恐おそれることはないと思おもった。

「お前まえの思おもうようにしなさい、龍神たつみ。お前まえの勝かちだ」

　功こうは、おだやかに言いった。弘ひろ子こも弁べん護ご士しも驚おどろいた。龍神たつみは、飛とび上あがって喜よろこんだ。

「やったあ───っ！　お父とうさん、ありがとう!!」

　認みとめてもらえたうれしさに、龍神たつみは事じ務む所しょ中じゅうを走はしり回まわった。

「あなた……」

　不ふ安あんそうな弘ひろ子こに向むかって、功こうは言いった。

「完かん敗ぱいだ。龍神たつみには、つけいる隙すきがないよ。でもな、弘ひろ子こ。子こどもに負まけてうれしくない親おやがいるか？」

　功こうは、晴はれやかに笑わらった。その様よう子すを、本ほん棚だなの上うえに陣じんどった秀しゅう士じ郎ろうが見みていた。

「血ちは水みずよりも濃こいってなあ、功こうよ！」

　それから、弁べん護ご士しが話はなしを細こまかく詰つめていった。龍神たつみは携けい帯たい電でん話わを持もち、一日にち一回かい必かならず家いえに連れん絡らくを入いれることを条じょう件けんに、一人ひとり暮ぐらしを許ゆるされた。

「もちろん、健けん康こう管かん理りと学がっ校こうの勉べん強きょうをおろそかにしたら許ゆるさんぞ」

　と、いつもの父ちちにもどって言いう功こうに向むかって、龍神たつみは胸むねを叩たたいた。

「大だい丈じょう夫ぶ！」

「自じ由ゆう」には「責せき任にん」がともなう。一人ひとりだからといって好すき勝かっ手てにしようなんて、龍神たつみはこれっぽっちも思おもっていなかった。むしろ、家いえにいるときより厳きびしい生せい活かつ態たい度どでのぞもうと思おもったぐらいだ。そうでなければ意い味みがないと、「自じ由ゆう」と「好すき勝かっ手て」は似にているようで天てんと地ちほども違ちがうと、龍神たつみはもうわかっていた。




　引ひっ越こしが始はじまった。

　電でん気きと水すい道どう工こう事じをして、塔とうを少すこし住すみやすくした。水すい洗せんトイレと風ふ呂ろ場ばもできた。信のぶ久ひさは引ひっ越こしを手て伝つだうついでに、自じ分ぶんの布ふ団とんやら食しょっ器きやらを一いっ式しき置おいていった。ついでに「自じ分ぶんの部へ屋や」も決きめていった。晶あき子こは塔とうの中なかではしゃぎ回まわって、まったく引ひっ越こしの手て伝つだいにならなかった。

「すごい、すごーい！　ここで龍たつ兄にいが住すむなんてスゴーイ！　遊あそびに来くるね！　あたしも遊あそびに来きていいよね！」

「いいとも！　晶あき子こも和かず人とも、自じ分ぶんの部へ屋やを決きめておきなよ」

　龍神たつみがそう言いうと、和かず人とも顔かおを真まっ赤かにして喜よろこんだ。

「いいの!?　すごい！　うれしい！」

「その代かわり、二人ふたりに言いっておくよ。僕ぼくが、ここから先さきは入はいっちゃいけないってとこには、絶ぜっ対たい入はいっちゃいけないよ。ここは……怖こわいとこなんだ。幽ゆう霊れいのいる魔ま法ほうの塔とうなんだからね！」

　和かず人とと晶あき子こは、肩かたを寄よせ合あって首くびをすくめた。それから、子こどもたちは大おお声ごえで笑わらった。それはにぎやかに、華はなやかに塔とう中じゅうに響ひびき、塔とうを上うえへ上うえへと舞まい上あがって、青あお空ぞらへ抜ぬけていった。

「ケッ、鬱うっ陶とうしい！」

　江え角すみの部へ屋やのソファに寝ねそべって、ギルバルスは煙草たばこを吹ふかした。

「ひひひひ」

　秀しゅう士じ郎ろうは本ほんを読よみながら笑わらっていた。







　工こう事じが完かん了りょうした塔とうを、功こうは庭にわから感かん慨がい深ぶかげに見み上あげていた。

「功こう」

　声こえをかけられて、功こうはハッと振ふり返かえった。楡にれの木こ陰かげに秀しゅう士じ郎ろうが立たっていた。

「……父とうさん」

　功こうの全ぜん身しんに鳥とり肌はだが立たった。まだ信しんじられない気き持もちだった。その功こうに、札さつ束たばが差さし出だされた。

「……!?」

「いろいろと物もの入いりだったろう。これで足たりるか？」

「父とうさん……」

「お前まえのためではない。お前まえが龍神たつみにしてくれることへの返へん礼れいなのだ」

　功こうは、その金かねを受うけ取とった。

「実じつはわしには、隠かくし財ざい産さんがあるんじゃ。お前まえも弁べん護ご士しも、当とう然ぜん国こく税ぜい局きょくも知しらんお宝たからがな」

　秀しゅう士じ郎ろうはヒヒヒと笑わらった。

「お前まえに渡わたすことはできんかったが、その分ぶん龍神たつみにつぎ込こんでやる。アレは画が家かを目め指ざすそうだからな。芸げい術じゅつには金かねが要いる」

　功こうは、黙だまってうなずいた。

「事じ故こや病びょう気きだけは見みはっていてやる。……それで充じゅう分ぶんだろう!?」

　秀しゅう士じ郎ろうは、おだやかに言いった。

　功こうは、しばらく秀しゅう士じ郎ろうを見みつめていた。それから、ふかぶかと頭あたまを下さげた。

「それで充じゅう分ぶんです。龍神たつみを、よろしくお願ねがいします」




　冷つめたかった空くう気きが、一いっ気きに溶とけてゆく。

　春はるが、足あし音おとを立たててやって来きた。青あお空ぞらに、大だい地ちに、そして人ひと々びとの心こころにも。春はるの空くう気きがむんむんと満みち始はじめた。




「行いってきま───す!!」

　龍神たつみは、今日きょうもスケッチブックを小こ脇わきに、魔ま法ほうの塔とうの重おもい扉とびらを元げん気きよく開あけて飛とび出だしてゆく。広ひろい世せ界かいへ。自じ分ぶんの可か能のう性せいと、夢ゆめと、やりたいことが山やまほど待まっている未み来らいへ。




　塔とうでの新あたらしい生せい活かつが始はじまったころから、龍神たつみは絵え日にっ記きをつけ始はじめた。今いままでのことと、これからのことを大たい切せつに残のこしたいと思おもったからだ。

　スケッチブックに描えがかれたこの絵え日にっ記きには、龍神たつみの人じん生せいが、思おもいが、ページ毎ごとに上じょう達たつする花はなや虫むしの絵えに彩いろどられ、重かさねられていった。そして、いくつかの季き節せつが過すぎたとき───




「やった、おじいちゃん！　入にゅう選せん！　入にゅう選せんしたよ！　僕ぼくの絵え、入にゅう選せんだって!!」

　龍神たつみの絵えが、初はじめて大おお勢ぜいの人ひと々びとに認みとめられる日ひが来きた。

　龍神たつみの、新あたらしい「第だい一いっ歩ぽ」だった。







　魔ま法ほうの塔とうから始はじまった龍神たつみの世せ界かいは、これからもどんどん広ひろがってゆくだろう。

　その世せ界かいを、龍神たつみは自じ分ぶんの足あしでしっかりと歩あるいてゆくだろう。

　家か族ぞくと、友とも達だちと。

　誰だれより大だい好すきな、お化ばけの秀しゅう士じ郎ろうおじいちゃんとともに。


おわり



[image: ]







あとがき







　子こどもは嫌きらいだ。

　とくに今いま時どきの、親おやに甘あまやかされた、我が慢まんもしない、苦く労ろうもしない、だからすぐにキレて、すぐに傷きずつく子こどもが、大だい嫌きらいだ。

　だがそれは、子こどものせいじゃない。全ぜん部ぶ大人おとなが悪わるい。

　ここ三十年ねんばかり、子こどもに対たいする「間ま違ちがった愛あい情じょう」の嵐あらしが吹ふき荒あれた。大人おとなは、子こどもに「我が慢まんさせない」「苦く労ろうさせない」「悲かなしい思おもい、苦くるしい思おもいをさせない」ようにしてきた。それが、子こどもたちのためだと。

　そう思おもい、そう行こう動どうしてきた大人おとなたちを皆みなの前まえに引ひきずり出だして、大おお声ごえで言いってやりたい。

「我が慢まんや苦く労ろうや悲かなしい、苦くるしい思おもいをしないで、ちゃんとした大人おとなになれるか！」

　私わたしは子こどもは嫌きらいだ。だが、子こどもの持もつ可か能のう性せいを信しんじている。

　子こどもたちは、無む限げんの可か能のう性せいを持もっている。

　広こう大だいな世せ界かいを持もっている。

　図ず太ぶとい神しん経けいをしている。

　子こどもというのは、ちょっとやそっとのことでは折おれない。もともと、そんな風ふうにできているのだ。その力ちからをもっと伸のばすのも、台だい無なしにしてしまうのも、大人おとなの接せっし方かたによる。子こどもを天てん使しのように考かんがえ、宝ほう石せきを扱あつかうように育そだてる大人おとなは、子こどものことを何なにも知しらない、子こどもの力ちからを信しんじていない大おおバカ者ものだ。「子こどもは傷きずつきやすいから」だと!?　傷きずつきやすくしたのは、お前まえたちだろうが！　こういうバカな大人おとながそばにいたら無む視ししていいぞ、子こどもたちよ！　そういうバカな大人おとなの「間ま違ちがった愛あい情じょう」に抵てい抗こうしろ！

　私わたしは子こどもは嫌きらいだ。だが、甘あまえず我が慢まんし、苦くるしみや悲かなしみをものともしない子こどもは大だい好すきだ。こういう子こどもは、喜よろこびや楽たのしみもちゃんと知しっている。世せ界かいが広ひろいことを知しっている。その広ひろい世せ界かいに、自じ分ぶん独どく自じの、さらに広ひろい世せ界かいを作つくることが、生いきることなのだと知しっている。

　すべての子こどもが、そうありますように。

　大人おとなは、それを邪じゃ魔ましませんように。





香こう月づき日輪ひのわ　
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　この作さく品ひんは、２０１０年ねん１月がつ、角かど川かわ文ぶん庫こから刊かん行こうされた『僕ぼくとおじいちゃんと魔ま法ほうの塔とう①』をもとに、漢かん字じにふりがなをふり、よみやすくしたものです。なお、続ぞく刊かんも角かど川かわ文ぶん庫こから刊かん行こうされています。
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和歌山県生まれ。『ワルガキ、幽霊にびびる！』で日本児童文学者協会新人賞を受賞し、作家としてデビュー。『妖怪アパートの幽雅な日常①』（講談社）で産経児童出版文化賞フジテレビ賞を受賞し、大ヒットシリーズとなる。その他に、「ファンム・アレース」シリーズ、「地獄堂霊界通信」シリーズ（ともに、講談社）などがある。






亜円堂／絵


漫画家。「コミック怪」で「僕とおじいちゃんと魔法の塔」のコミカライズを担当している。


















装丁　ムシカゴグラフィクス










僕ぼくとおじいちゃんと魔ま法ほうの塔とう








作さく　香こう月づき日輪ひのわ

絵え　亜あ円えん堂どう
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